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    プロローグ


    



    



    「──生きるって、なんなんですか──」


    



    　ポロポロと涙を[image: ]こぼしながら、少女がそう嘆いていた。


    　目の前がぼやけて、顔はよく見えない。


    　それでも、たぶん僕と同じくらいの歳なんだろうと思った。


    「──わたしなんかが生きてて、なんの意味があるんですか──」


    　よほど傷つくことがあったのか、嗚お咽えつを上げていた。


    　こういうとき、どうしたらいいんだっけ……？


    　大丈夫だよ、と声をかけてあげるものだろうか。


    　ちょっと気き障ざだけど、ハンカチを渡してあげるものだろうか。


    　テレビドラマみたいに抱き締めるっていうのは、さすがにいき過ぎかな。


    　なんだか頭がぼんやりして、うまく考えがまとまらなかった。


    　とにかく慰なぐさめてあげたくて、少女の肩に触れようとして……体が言うことを聞かないことに気づいた。


    　ああ、そうか……。僕は怪け我がをしてるんだ。


    　痛みはないけど、それがむしろ不気味に感じた。だって、痛みだけじゃなくてなんの感覚もないんだ。自分が立っているのか座ってるのかもわからない始末だった。


    　もしかして、僕は死ぬんだろうか。


    　そんな僕に向かって、少女はずっと謝り続けてる。


    　ようやく、彼女を助けようとしてこんなことになったんだと思い出した。


    　出会ったばかりだけど、いっしょに博覧会を見て回って、そして……。


    　泣かせたくて、助けたわけじゃないんだ。


    　そう伝えたくて軋きしむ腕を持ち上げると、頭がどうにかなりそうな痛みが走った。特に、左の脇腹が火傷やけどでもしたみたいに酷ひどい。たぶん、なにかが刺さってるんだろう。


    　それで思い出したみたいに感覚が戻ってくる。冷たい床の感触に、自分が倒れてるんだとわかった。


    　少女がビクッと震ふるえた。


    　怖がらなくていいように、僕は顔を覆おおうその娘の手に触れた。


    　指の隙間から、少女がようやく僕の顔を見た。


    



    　それは金色の、とても綺き麗れいな瞳で、だから僕は────


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「──という夢を見たんだが、どう思う夢ゆめ羽は？」


    「医者に行けばいいと思うよ？　頭の」


    　中二の妹は、高一の兄である僕に対してそんな暴言を返してきた。


    　くりっとした栗色の瞳に、ふっくらとした頰ほお。トーストに嚙かみつこうと一生懸命開いた口からは、猫みたいに尖とがった歯が見えた。


    　猫の耳みたいな形に結んだリボンは黄色で、ポニーテールをするためにがんばって伸ばした髪を不格好に束ねてる。二年に上がって新調した制服にはささやかな胸の膨ふくらみが現れ始めているものの、まだまだこれからというのが正直な感想だ。


    　身内の贔ひい屓きを差し引いても、それなりに可愛かわいい容姿だと思う。


    「というかさあ、お兄ちゃんももう高校生でしょ？　いい加減、現実と妄想の区別がつかないと、痛いよ？」


    　あくまで、外見はだけど……。


    　現役中学二年生に中二病扱いされる屈辱ってのは、これほどのものなのかっ。


    　確かに中学のころは魔術とか神話とかオカルトとかＳＦとか、今考えるとちょっとおかしいかなーというか痛いというかあんまり人には話せない趣味に没頭してたのは事実だけど！


    　歯を食いしばった僕は、もしかしたら涙ぐんでたかもしれない。


    「ナニ泣いてんの？」


    　妹は兄に敬意を払うどころか、ハチミツだらけの[image: ]はしを向けてくる。


    　トーストを[image: ]で食べるんじゃあない。しかも、摘つまむならまだしも、ぶっ刺して食べるなんて食パンに対する侮ぶ辱じよくだ。


    「そんなところで突っ立ってないで、さっさと食べたら？　パン、冷めたら硬くなるよ」


    　そう言って、僕のトーストにもハチミツをべっとりと投下してくる。まるで空気に触れたらいけないものみたいに、執しつ拗ように！　耳に至るまで全面コーティングだ。


    「夢羽、何度も言ってるけど、僕はトーストは目玉焼き派だ」


    「うえっ、ハチミツの上からそんなモン載せるの？　食欲なくすからやめてよね」


    「ハチミツを塗りたくったのはお前だ」


    「だってハチミツ塗らない食パンなんて味しないじゃん」


    　そう言って、[image: ]に残ったハチミツをペロペロと舐なめ始める。一三歳にもなって、みっともないからやめなさい。というかその舐めた[image: ]で僕のトーストにハチミツを塗ったのか？


    　僕が批難の目を向けても、妹はまるで気づかぬ素振りで目玉焼きの皿をよこしてくる。


    　朝食の支度は、夢羽の仕事だ。


    　うちの両親は飲食店を経営しているんだけど、その才能は全部妹に引き継がれたらしい。悔しいことに、僕が作るより明らかに美お味いしいんだよな。


    「ほら、早く食べてよ。遅刻しちゃうじゃん」


    　まばゆいセーラー服姿の妹が食事を急せかす。


    　朝食を丸投げした代償は、学校までの妹の荷物持ちだ。まあ、毎日の朝食と天てん[image: ]びんにかけたなら、大した労力ではない。そう思うことにしてる。


    　先月卒業したはずの母校の前をウロウロしてるわけだから、一部の後輩からは「留年？」とか囁ささやかれてちょっぴり心が傷ついたけど、それはまた別の話だ。


    　食器を水に浸けて制服に着替えると、玄関で夢ゆめ羽はが[image: ]かばんを抱かかえて待っていた。


    　玄関に鍵をかけてから、自転車の籠かごに二人分の[image: ]を放り込む。


    「ほら、いいぞ？」


    「えっへへー、今日もよろしく！」


    　自転車を押しながら、妹と並んで通学路を歩く。


    　道路の隅には桜の花びらが残っていて、入学式から二週間も経つといわれても実感が湧わかない。学ランからブレザーに変わった高校の制服が妙に窮きゆう屈くつに感じるのは、やっぱり慣れないネクタイのせいだろう。


    　いつも通りの朝だった。


    　いつも通り夢羽を送って、いつも通り学校へ行って、いつも通りに部活決まらないなあとか言いながら帰る。そのあとは、ゲームやったりチャットしたりしながらベッドで寝るんだ。


    　その日だって、そのはずだったんだ。


    　僕は知らなかった。


    



    　世界が滅びるまで、あと一〇五三日の、月曜日の朝だった。

  


  
    



    第一章　真夜中のパンデミック


    



    



    　音おと姫め市──僕が住んでるこの街は人口三五万六〇〇〇人。面積一〇五平方キロメートル。「歴史を守る文化都市」がキャッチフレーズで、中核都市に分類されている。太陽の塔の亜種みたいな形の市章は、実は笛を抱いた乙女おとめらしい。ちなみにトイレの消音装置とは無関係だ。


    　ネットで調べるとだいたいそんなことが書いてある、それなりに大きな街だった。


    　駅前はオフィス街になってるけど、そこをちょっと外れると普通の住宅街で、畑なんかもある。あとは音姫城跡地を観光名所にごり押ししてるけど、跡地に城なんて残ってないただの公園だ。観光客より散歩する地元民の方が圧倒的に多い。


    　その城跡に向かうにつれてちょっとした丘になってて、その坂の上に夢ゆめ羽はの中学はある。傾斜がきつくて、どのみち自転車は押して歩かないと辛つらい。


    　僕が通う私立音姫高等学校はその丘の向こうにあって、夢羽の中学はちょうど中間くらいの距離にあることになる。


    



    「おはよう、彩いろ葉は」


    　夢羽を中学に送ると、丘も下りになる。ようやく自転車に跨またがろうとすると、すぐに前に一人の少女が歩いているのが目に留まった。


    　烏からすのような濡ぬれ羽色の髪は腰を覆おおうほどに長く、淡い露つゆ草くさ色のリボンで結ばれている。肌はミルクみたいに真っ白で、物もの憂うげに伏せた眼まな差ざしはどこか儚はかなささえ感じさせる。


    　淡い桃色の唇にほっそりとした頰ほお、スッと整った鼻び梁りようはモデルでも通用しそうなほどだ。


    　ブレザーの上から真っ白なカーディガンを羽織っていて、細い肩には華きや奢しやな日ひ傘がさを差している。おおよその人間が抱く印象は、おくゆかしく可か憐れんな深窓の令嬢といったところだろう。誰だってそう思う。僕だってそう思う。


    　烏からす川がわ彩葉。


    　うちの親と彩葉の親は仲が良い。なにを隠そう、妹の夢羽の名前は彼女に合わせてつけられた。だから名前で呼び合っていると、姉妹だと間違えられることも多い。


    　僕と彩葉は、幼おさな馴な染じみだ。


    　幼稚園のころから、学校もずっといっしょだった。


    　ところで、幼馴染って恋愛対象にならないみたいなことってよく言うよね。


    　お互いの恥ずかしいところも含めてなんでも知ってるから兄弟姉妹みたいな感覚になって、そういうふうに見えないんだって。


    　あれね、噓うそだと思うよ。


    　日に日に綺き麗れいになっていく女の子を見て欲情するなとか、男子高校生には不可能だから。


    「ナギ。今日も騒がしいわ」


    　容姿に見合った、小鳥が囁ささやくような静かな声こわ音ねだ。


    　……なんだけど、可か憐れんな顔がん貌ぼうには露ろ骨こつな億おつ劫くうさが滲にじみ出ている。


    　間違っても好意的な表情ではなさそうだ。


    　僕の好意は一方通行なわけで────


    



    　いわゆる、片想いというやつだった。


    



    　しかしこの程度で怖おじ気けづくようでは、幼おさな馴な染じみなど務まらない。


    「乗っていかない？」


    　僕は自転車の荷台をポンと叩たたいた。ここからは下り坂だから、自転車だとあっという間だ。


    「危ないから遠慮するわ」


    「でも、遅刻するよ？」


    「いつものことよ」


    　まったく耳を貸してくれない。


    　仕方ないから、僕は自転車を降りて歩き始める。


    　自転車を押す僕を見て、彩いろ葉はが訝いぶかしげに眉をひそめた。


    「……なにをしてるの？」


    「歩いてるんだけど？」


    　好きな女の子が、それも病弱だと知ってる幼馴染が遅刻しそうなのに、自分だけさっさと登校できるほど僕は器用じゃない。


    　どうあってもいっしょに歩こうとすると、じとっと睨にらまれる。そんな顔をされると、逆に意地悪をしたくなるのはなんでだろう。


    　むしろその怒ったような困ったような顔を眺めていたくてニコニコしてると、根負けしたのは彩葉の方だった。


    　小さくため息を漏もらすと、日ひ傘がさを畳む。


    「乗るわ」


    「それはよかった」


    　いっしょに歩いていくと僕まで遅刻する。


    　それがわかるから、彩葉は後ろに乗らざるを得ないわけだ。


    　きっと、僕が確信犯でやってることも見抜いてるんだろう。かなりムッとした顔をしてたけど、そこで折れてくれるところがなんか可愛かわいい。


    　横から腰をかけるけど、残念ながら抱きついてはくれなかった。サドルの後ろを摑つかむと、囁くように言った。


    「行って」


    「はいはい、仰おおせのままに」


    　まるで家来とご主人さまだけど、昔からのことだからそんな嫌な気はしなかった。


    「というか、彩いろ葉はも自転車通学にすればいいんじゃないか？」


    「日ひ傘がさが差せないわ。……ちゃんと前を見て」


    　彩葉の虚弱体質は、日光への耐性がないところが主な原因だった。なんでも生まれつき、少し肌の色素が薄いらしい。学校でもよく保健室のお世話になっている。


    　そういう事情は知ってるし、そのせいで彩葉が苦労してる姿も昔から見てる。


    　彩葉から見たらお節せつ介かいで鬱うつ陶とうしいのかもしれないけど、僕としては放っておけない。


    　そう、僕は紳士だ。


    　決して彩葉がすごく美人になったから気を引きたいとか、自転車で女の子と二人乗りは男の浪漫ロマンだよねとか、そういう動機じゃない。綺き麗れいさっぱり、実に健全な厚意なんだ！


    　そういえば、健全をKENZENって書くとまったく健全に見えないのってなんでだろうね。


    　なにはともあれ、今日も彩葉は綺麗だ。


    　リンスのにおいなのか、甘くて、だけどしつこくない、さわやかな香りがする。


    　チラッと後ろを振り返ると、風に[image: ]あおられた髪をそっと指でかきわけていた。仏ぶつ頂ちよう面づらだけど、そう嫌そうでもないように感じるのは僕の妄想じゃない……と、いいなあ。


    「──って、うわっ」


    「ひゃっ」


    　ついつい、よそ見をしてたら電柱にぶつかりそうになっていた。


    　慌ててハンドルを捻ひねったせいで、彩葉も可愛かわいらしく悲鳴を上げる。


    　僕も嫌な汗が出た。気を落ち着かせようと息を整えて、ふとそれに気づいた。


    　……小振りだけど、確かに存在する二つの膨ふくらみが背中に押し付けられている。


    　キュッと、彩葉がしがみついていた。


    　いや、待てよ……？　上着越しからこれってことは、そんな小さくないんじゃないか？


    　Ｃ……いやＤくらいあるかもしれない。高校に上がって、少なからず成長しているぞ。


    　くそっ、なんだって僕は上着パーカーなんか着てきたんだ。制服にも遮さえぎられて夢に見るような柔らかさは感じられないけど、こう、弾力というんですか？　無機物からは感じられない温ぬくもりっていうんですか？


    　とにかく、いい。


    　背中に全神経を集中しつつ、彩葉に声をかける。


    「ごめん、大丈夫だった？」


    　彼女も落ち着いたのか、スッと体を離してしまう。


    　だけど今の感触は僕の大脳皮質にしっかりと刻印されていた。ちょっとやそっとの衝撃じゃこれは忘れないだろう！


    　でも、彩いろ葉はの方もしがみついたという羞しゆう恥ち心しんがあるのだろう。


    　批難っぽく、彩葉が摑つかまるサドルからギシッと音が漏もれた。


    「……ナギ」


    「な、なんだい？」


    「ちゃんと、前を見てと、言ったわ」


    「……はい。ごめんなさい」


    　その声に籠こもってたのが、単純な批難ではなく憂ゆう慮りよの滲にじんだものだったことで、僕は素直に謝った。


    　普段、こういう態度の彩葉だけど、僕が怪け我がをしたり病気になったりすると、まるで自分のせいみたいに不安そうな顔をするのだ。


    　困った顔を見るのは好きだけど、泣きそうな顔はさせたくない。


    　どっちもいっしょだと思われるか？　いやいや、これはまったくの別物です。


    　困ったり怒ったりした顔には、もうちょっと追い詰めてみたいような好奇心といいましょうか、嗜し虐ぎやく心しんといいましょうか、とにかく夢がたくさん詰まってる！　実にKENZENだ。


    　でも、泣いてる顔には罪悪感しか込み上げてこない。健全ですらない。


    「もう一つ」


    　珍しく、彩葉がそんなことを言ってくる。


    　他になんか謝るようなことあったかな？


    　首を傾かしげてると、背中に重みを感じた。彩葉が、寄りかかってきたんだ。


    　なんだか深刻な空気を感じて、僕も真ま面じ目めに次の言葉を待った。


    「──今日は、ちゃんと避難して」


    　彩葉の口から出たのは、そんな注意だか警告だかわからないものだった。


    「避難って……なにから？」


    　濡ぬれ羽色の髪をかき上げ、美しい少女はため息と共にこう呟つぶやいた。


    



    「──Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミック──」


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    　──草くさ薙なぎさんがログインしました──


    



    hako【ハードディスク逝いったああああああああああああああああああああッ！】


    草薙【hakoさん、いきなり荒ぶってますねー】


    hako【あ、おはです草薙さん】


    草薙【おはって、もう夜の一〇時ですよ？】


    hako【うう、聞いてくださいよ。昼間、Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報出たじゃないですか？　とうとうハードディスクが感染して……そのまま気を失ってた】


    草薙【ああ、それでおはようなんですか……】


    hako【うぅっ、今まで電源抜いてたら無事だったから油断してました】


    草薙【データのバックアップはネットに残した方が安全ですよ？】


    hako【三年前ならそれもありだったんですけどねー。今じゃサーバーだってハード的にパンデミックに感染する可能性もありますから。万が一にもデータが流出したら私、社会的に死んじゃいますよ】


    草薙【一体なにが詰まってるんです？】


    hako【大人の秘密です！】


    草薙【お、おう】


    hako【にしても、さすがに人死にが出たなんて話は聞かないですけど、パンデミックのたびにものが壊れるのは困ったもんですね】


    



    　──ウタさんがログインしました──


    



    hako【あ、おはですウタさん】


    草薙【おはようございます】


    ウタ【おはよう……って、あれ？　おやすみ？】


    草薙【気にしちゃ駄目です】


    ウタ【はあ。それよか、今日Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報出てたよね。みんなダイジョブだった？】


    hako【ハードディスクが死にました】


    ウタ【ご、ご愁傷様……】


    草薙【ウタさんの方こそ大丈夫だったんですか？　ちなみにこっちは無事でした】


    ウタ【ボクの方も怪け我が人にん的な意味じゃ大丈夫だったかな。家の冷蔵庫が死んでたけど】


    hako【友よ！】


    ウタ【まあ、冷蔵庫くらい、買い直せばいいんだし】


    草薙【うわ、ウタさん実は金持ちだ】


    hako【裏切り者め。今度メシおごれください】


    ウタ【補償金だってば】


    hako【補償金じゃ返ってこないものもある。うぅ、私のコレクションが……】


    草薙【でも、最近Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報増えましたね】


    ウタ【そうだね。Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックって自然災害の一種だろ？　いつもどんなふうに収まってるんだろね？】


    草薙【うーん、自衛隊とかの災害救助隊的な？】


    ウタ【自衛隊基地なんてあちこちにあるもんでもないだろ】


    



    　──笑しよう吉きちさんがログインしました──


    



    hako【おはです。笑吉さん】


    草薙【おはようございます】


    ウタ【おはようさん】


    笑吉【あれ、今おはようって、ここロサンゼルスかどっか？】


    hako【いつから日本だと錯覚していた？】


    笑吉【いや、ログも全部日本語だし。それよか、Ｍ．Ｏ．Ｅ．の話？】


    草薙【あ、そうなんですよ。あれってなんなんでしょうね？】


    笑吉【さあねえ……。機械が勝手に動き出すわけだから、やっぱ電磁波とかが原因じゃないのかね？　どうせ動くんなら美少女にでもなってくれりゃあいいのに】


    ウタ【へ、変態だー！】


    笑吉【だってＭ．Ｏ．Ｅ．だよ？　萌もえだよ？　美少女以外のなにがあるんだよ？】


    草薙【って、わわわわ】


    hako【どしたんです？】


    草薙【そんなこと言ってたら警報鳴り始めた！】


    ウタ【マジで？　うわ、こっちもだ】


    hako【あららら。今日は解散ですかね。お二人とも気をつけて】


    笑吉【気をつけてな。てか音おと姫め市って妙に警報多くないか？】


    



    　──草薙さんがログアウトしました──


    　──ウタさんがログアウトしました──
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    「夢ゆめ羽は、避難だってさ」


    　ノートＰＣを閉じて、僕は夢羽を叩たたき起こす。


    「むにゃ……。今、夜中じゃん……」


    　四月とはいえ、夜はまだ冷える。寝ぼけてる妹に上着を着せ、僕は避難所に向かって家を飛び出した。


    　今日は昼間も警報が鳴ってる。一日で二回目だ。


    　通りに出ると、他の家からもチラホラと住民が顔を出している。ぐずる子供を宥なだめすかしてるお父さんなんてのもいるな。


    　あ、父さんといえば……。


    　腕時計を見て、僕はため息が漏もれた。


    「うわ……。父さんたち、かわいそうに」


    「どうしたの？」


    「今、一一時だよ。まだお店混んでる時間なのに、みんな避難するんだからさ」


    「え、お金払ってもらえないの？」


    「もちろん払うのが規則だけど、どさくさで食い逃げする人は必ずいるよ」


    　その辺りはかなり深刻な社会問題になりつつある。


    「そういうの、なんか法律とか整備されないのかな。もう三年前になるんでしょう？　最初のパンデミックが起こってから……」


    



    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．っていうのは、萌もえとか燃えのことじゃない。普通にカタカナでエム、オー、イー、と読む。


    　Motion Out Emotion（思念暴走体）の略で、人が触ってもいないのに勝手に動き出す機械なんかのことを指す。それこそ、まるで意思を持ったように。言ってみれば機械だけがかかる病気みたいなものだ。


    　掃除機や冷蔵庫なら勝手に動いても大した問題はない。さっきチャットでウタさんが言ってたみたいに、それで壊れた家電は申告すればきちんと補償金が返ってくるし。


    　せいぜい帰宅後の楽しみに置いておいたアイスが台無しになってて神を憎悪したり、掃除したばかりの部屋に吐き出されたゴミとホコリに人生の無む為いさを思い知るくらいだ。


    　……うん。それはそれで大問題だった。


    　でも、これがロードローラーやクレーン車みたいな土木機械だったり、工場の重機械なんかだったりすると、本当に死人が出ることになる。自衛隊駐屯基地なんかで起こったときは戦争みたいな大事件になったらしい。


    　同じ機械でも、金属以外の材質は感染しにくい。だから今では、土木機械や工場機械も強化樹脂なんかの部品が使われていて、少しはＭ．Ｏ．Ｅ．対策も進んでるけど。


    　そんな機械がＭ．Ｏ．Ｅ．化する現象を、Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミック（思念暴走感染症）と呼んでいた。


    



    「あ、彩いろ葉はさん、こんばんは」


    　夢ゆめ羽はが声を上げて手を振る。


    　避難している人間の中には、彩葉の姿もあった。家が向かいなんだから当然だけど。


    「やあ。彩いろ葉はも今から避難？」


    　僕も手を上げて声をかけると、彩葉は夢ゆめ羽はに微ほほ笑えみかける。


    「こんばんは、夢羽。こんな夜中に災難ね」


    　あれ？　さりげなく無視された。心が痛む。


    　恨みがましく睨にらんでみると、彩葉はまだ制服姿で、昼間とは違ってメガネをかけていた。


    　ありのままの彩葉も心臓止まりそうなくらい綺き麗れいだけど、メガネ姿も恐ろしく可愛かわいいです。


    「勉強中だったの、彩葉？」


    「少し、調べものをしていただけよ」


    　言いながら、メガネを外してケースにしまってしまう。


    「お兄ちゃんも勉強してたんだよね？」


    「えっ？　あ、うん！　そうだね。勉強中だった！」


    　ＴＲＰＧのオンセ仲間とチャットしてたとは言えない。


    　そういえばウタさんも警報なってたみたいだけど、この辺の人なのかな。


    「それにしても、一日のうちに二回も警報鳴るの初めてじゃないか？」


    「……そう、ね」


    　これには彩葉も不安を覚えたのか、どこか心細そうな声だった。


    　元気づける言葉を考えてると、視線に気づいたらしい。彩葉はいつも通りの澄ました顔で言う。


    「どうせ一時間もあれば収まるわ。早く行きましょう。……ナギも」


    　そう言って、ようやく僕の顔を見てくれた。


    　朝の警告というか、避難するっていう約束のことを言ってるんだろう。


    「こうして、避難してるだろう？」


    　肩を竦すくめてそう言うと、彩葉も納得してくれたように足を進めた。


    　……ん？　でもなんでだろう？


    　今朝はただの注意だと思ったけど、なんだか彩葉は今日、パンデミックが起こるとわかってたみたいじゃないか？


    　いや、Ｍ．Ｏ．Ｅ．は予報できるわけじゃないし、そんなわけないんだけど。


    



    　避難とはいっても、別に堅牢なシェルターがあったりするわけじゃない。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックは、世界のどこで起こるかわからない。全ての街にそんなシェルターを用意するなんて、一年や二年でできることじゃない。


    　そもそも、機械でできたシェルターなんかあってもＭ．Ｏ．Ｅ．化するだけだし。


    　だから、僕たちが避難するのは地震なんかと同じで、公園や小中学校の体育館だった。


    　もちろん、そこにも機械はあるけど、照明なんかは割れても平気なようにカバーが取りつけられてるし、電線は地中に埋められている。スプリンクラーの手合いも撤去されてるし、体育館のカーテンやバスケットゴールなんかも、電動から手動に戻された。


    　どういうわけか、同じ機械でも電源みたいな動力を持たない原始的なものはＭ．Ｏ．Ｅ．化しにくいらしい。パンデミックで単車が暴走したって話はあっても、自転車が感染したという話はあまり聞かない。


    



    　僕たちが避難するのは、夢ゆめ羽はが通ってる中学の体育館だ。


    　ここいら一帯の住民が集まるから、大きな体育館もすぐにいっぱいになる。あと、警報中は車や単車も使えないから、道路も歩行者天国状態だ。


    　ゾロゾロと歩く人の流れに身を任せていて、ふと彩いろ葉はが手に持っているものに気づいた。


    　避難中の暇ひまつぶしにだろう。彩葉は文庫本を片手に抱かかえていた。


    　警報中は機械類は持ち歩けないから、携帯やゲーム機も使えない。文庫本はいい手かもしれないな。


    「僕もなんか持ってくればよかったな」


    　つい口に出してしまって、夢羽が不思議そうな顔をする。


    「なにが？」


    「いや、避難中、暇だろう？　マンガとかあればなって」


    「ああ、そうだね。……あたし、今から取りに行っちゃ駄目かな？」


    「今から？」


    　まあ、警報が鳴ってからまだ一〇分も経ってないし、パンデミックが始まったにしても大して動いてる機械なんてないだろう。


    「読みかけで続きが気になってる本があるの。すぐ取ってくるから。駄目？」


    　軽く握った手を胸元に寄せ、甘えるように見上げられた。


    　あざとい。


    「……しょうがないなあ。待っててやるから早く行ってこい」


    　家までいっしょに帰るのは面倒だから嫌だけど、待ってるくらいは我慢しよう。


    「えへへ。ありがとう、お兄ちゃん」


    　手を振りながら、夢羽はパタパタと慌ただしく駆けていく。


    　危険危険と言われてても、毎週のように直面していると危機感も薄れる。そもそもＭ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴っても、機械が壊れるだけで怪け我が人にんが出るなんてことは滅多にないんだから。


    　妹の背中が見えなくなったころだった。


    「ナギ、なにをしてるの？」


    　僕が避難の列から取り残されてるのに気づいて、彩葉が戻ってきていた。


    「いや、夢羽がさ──」


    　答えようとして、なんだかキーンと耳鳴りのような音がした。音はどんどん大きく……というか、近づいてきて──


    



    　ドンッと、空気の弾ける音が響いた。


    



    　ビリビリと皮膚が震ふるえる。


    　同時に、あちこちの窓ガラスが割れた。


    「うわっ」


    「きゃっ」


    　反射的に、僕は彩いろ葉はを抱きよせた。肩ごと頭を抱かかえて、自分の背中を盾たてにするような感じで。


    　直後、頭の上にパラパラとなにかが降ってきた。たぶん吹き飛ばされた木の枝とかだろう。


    　とっさにこの行動が取れた僕は、ちょっと格好いいんじゃないかな。超健全な紳士だ。


    「……離してくれないかしら」


    「あ、はい。すみません……」


    　しかしながら常に超然とした幼おさな馴な染じみさまからは、冷めた反応しか返ってこなかった。


    　体を離すと、さして汚れてもいないスカートの汚れを払えるくらい落ち着いていらっしゃる。


    　あの、僕も結構汚れちゃってるんですけど……。


    　さすがに少し落ち込んでると、そっと目の前に手の平が差し出された。


    　そこに、一枚の絆ばん創そう膏こうがのせられている。


    「……血が出ているわ」


    「へ？　あ……本当だ」


    　彩葉の視線を追ってみると、確かに手からちょっぴり血が出ていた。ガラスかなにかで切ったらしい。


    　絆創膏を受け取ると、白い猫のイラストがプリントされていた。


    　……もしかして、スカートの汚れを気にしてるふりして、これを取り出してたの？


    　そんな不器用な仕草に、無性にキュンときた。


    　周りを見ると、避難中の他の人たちも頭を抱えて驚いた顔をしていたり子供が泣いてたりするけど、特に怪け我が人にんはいないようだ。


    「今の、なんだ？　爆発か？」


    「……戦闘機よ」


    　静かに答えたのは、彩葉だった。


    「は……？　戦闘機？　いや、こんな市街地に？」


    　この近くに自衛隊とかの基地があるなんて話は聞いたことがない。


    　そもそも、外国や怪獣映画ならともかく、日本で戦闘機が市街地の中を飛行するなんてことはまずあり得ない。


    　さすがに耳を疑うと、彩いろ葉はが空を指差す。


    　鋭く見上げた先では、夜の空に二つの赤い光点が踊っていた。確かに鋭い曲線を描くその軌跡と速度は、とても普通の航空機のものには見えなかった。


    「本当に、戦闘機なのか……？」


    　ちょっと信じられないけど、ＵＦＯだというよりはまだ戦闘機の方が現実味がある。


    　さっきのは、どうやらよほど低空を飛行してたらしい。ということは、今の爆音と衝撃はソニックブームというやつじゃないかな。前に動画で観たことがある。


    　光点は、互いを追い回すように螺ら旋せん状の軌道を描いていた。夜だし、遠くてとても形なんかわからないけど、相当な速度だろうと思った。


    「……こんなところで交戦するなんて」


    　忌いま々いましそうな彩葉の声に、僕はもう一度耳を疑った。おかしくもないのに、なぜか顔が笑ってしまう。


    「交戦って、まさか……」


    「そう見えない？」


    　絶句していると、遠くから雷かみなりのような音が聞こえてきた。


    　機関砲の音だろうか。二つの光点が接触するほど近づいて、片方が制御を失ったように墜おちていく。
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    　あわや民家に墜落する直前で、なんとか水平飛行を取り戻すけど──


    　光点は、そのままこっちに向かってきていた。


    「うわわっ？」


    「──伏せてナギ！」


    　今度は彩いろ葉はに手を引かれて、僕も地面に蹲うずくまった。


    　轟音と共にあっという間に通り過ぎてしまったけど、直上を通過したそれは鈍い灰色のボディと屋根のように大きな翼を持っていて、本当に戦闘機なんだとわかった。


    



    　──戦闘機が、戦ってる──


    



    　街の上で戦闘機同士が戦ってるとしたら、それはもう本当に戦争だ。


    　彩葉は平然としていたけど、僕はサアッと顔から血の気が引くのがわかった。


    　両親の勤務時間は深夜だ。


    　今、家には誰もいなくて、頭の上じゃ戦闘機が飛び交ってる。


    　なのに、僕は夢ゆめ羽はを独りで帰してしまった。


    「──ナギ、待ちなさい！　どこへ行くの？」


    　気がついたときには、僕は駆け出していた。


    　彩葉が普段の静かさからは考えられない声を上げる。


    「夢羽が、家に戻ったんだよ！」


    　そう返すのが精一杯で、僕は振り返りもしなかった。


    「待ちなさい──お願いナギ、待って！」


    　いっそ悲痛なくらいな彩葉の声が聞こえたけど、足は止められなかった。
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    　走って何分もしないうちに、家が見えてきた。


    　遠目にも、家の窓ガラスが割れてるのがわかる。夢羽はまだ中だろうか？　ここに来るまでの間はすれ違わなかった。


    　家の中に飛び込もうとしたときだった。


    　頭の上から、ゴオォッと凄すごい音が迫ってきた。


    「うわっ？」


    　見上げる前に背中から爆風みたいな風が吹き付けてきて、僕は堪たまらず地面を転がる。


    「痛いたたっ……？」


    　息が詰まるような風が吹き荒れていて、目を開けるのも辛つらい。石ころやガラスの破片なんかまで飛んできて、[image: ]う闊かつに立ち上がるとそれだけで傷だらけになりそうだった。


    　また戦闘機が近くを飛んだんだろうか。


    　頭を庇かばいながらなんとか顔を上げて、僕は絶句することになった。


    



    　真上から、鉄の塊かたまりが墜おちてきていた。


    



    　撃墜されたんだろうか。


    　戦闘機は機首を真まっ直すぐ地面に向けて──つまり、僕に向かって落下を始めている。コクピットのガラスは割れてて、人が乗っているようには見えなかった。


    　今ごろになって、僕は今がパンデミックの最中だということを思い出した。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミック──それは、機械が独りでに暴走を始める現象だ。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴り響く今、この機械の翼を操っていたのは果たして人間だろうか？


    　僕は悲鳴を上げたんだろうけど、そんなものは近づいてくるエンジンの音に搔かき消されてどこにも届かなかった。


    　死ぬんだと思った僕は、奇妙なものを見た気がした。


    　戦闘機の前に割り込むように、赤い──いや、もっと激しい緋ひ色いろの光が飛び込んできた。


    　それは鉄の翼に対してはとても小さくて、なぜか人の形をしているように見えて。


    　頼りないほど小さい人の形をした光は、宙で身を[image: ]よじると戦闘機の機首を蹴けりつけた。


    　蹴りに纏まとわりつくように緋色の風が吹いて──


    



    　そして、グシャッと戦闘機の先端が潰つぶれた。


    



    　僕を押し潰すはずだった鉄塊は、弾かれるように夜の空へと押し戻された。


    　ようやく、僕は空を踊る光点が二つあったことを思い出した。


    　片方が今の戦闘機なら、もう一つは？


    　いつの間にか熱風は止やんでいて、そよ風が流れていた。


    　そんな風に乗るように、人の形の光が降りてくる。


    　見上げる視界に広がったのは、夜に咲いた彼岸花みたいな、鮮烈な紅だった。


    　緋色の髪。古代日本に存在したという伝説の金属──緋ヒ緋ヒ色イロ金カネは、きっとこんな色だったんじゃないだろうか。そんな鮮やかな色の、長い髪だ。


    　次に目に留まったのは、風にそよぐ大きな紐ひも飾り。しばらく見つめていて、それがリボンなんだとわかった。


    「女の子……？」


    　華きや奢しやな手足を覆おおうのは、深紅の甲かつ冑ちゆうだ。


    　そのしなやかな腕に握られるのは、髪と同じ色の紋様が刻まれた剣。


    　しかしその甲かつ冑ちゆうの合間や腰からはフリルのような布飾りが覗のぞいていて、真っ白な肌と細い体は間違いなく女の子のものだった。


    　空から降りてきた少女は、ゆっくりと地面に足を着ける。


    　いや、降りてきたのは少女一人じゃなかった。


    　意識を失っているらしく、ぐったりとした男が少女に襟えり首くびを摑つかまれている。


    　ベージュ色の防護服を着た男だった。ヘルメットをかぶってる上にうつぶせだから、年齢とかはわからない。


    　その服装からパイロットという単語を連想した。きっと、戦闘機から脱出した……というより、少女が引ひき[image: ]ずり出したんだろうか。


    「あの──」


    　声をかけようとすると、少女は鋭く空を見上げた。


    　いつの間にか、また轟ごう音おんが近づいてきてるんだ。


    　少女の視線を追うと、半壊した戦闘機が再びこちらに向かってきていた。


    　パイロットどころか機首そのものがなくなっているにもかかわらず、戦闘機は意志を持ってるみたいに飛んでいる。


    　戦闘機の右翼には、小さな羽根のついた筒が一本残っていた。


    　ミサイルだ！


    　その主翼から、ミサイルが切り離されたときだった。


    



    「それは、困ります」


    



    　鈴を転がすような、心地好よい声だった。


    　悠長な声を漏もらすと、少女が手にした剣が、淡く輝いた。


    　炎とも霧きりともつかない靄もやが纏まとわり付き、剣身が揺らぐ。


    「ふうッ！」


    　裂れつ帛ぱくの声を上げ、少女はそのまま剣を一いつ閃せんした。


    　息もできないような風が弾ける。


    　緋ひ色いろの風が剣けん閃せんをなぞるように走り、射出されたミサイルを呑のみ込んだ。


    　烈風に巻き込まれた灰色の弾頭がグシャリとひしゃげ、装甲車すら鉄くずに変えるという炎と衝撃が解き放たれる。


    　それでも、僕は熱いとさえ感じなかった。


    　剣が生んだ烈風は、爆炎を食い尽くすように搔かき消していた。それだけに留まらず、その向こうに浮かぶ戦闘機をも襲おそう。


    　すでに半壊していた戦闘機に、それに耐える術すべはなかった。


    　機体が真っ二つに割れ、装甲がバラバラと剝はく離りする。


    　燃料が引火したのか炎が噴ふきこぼれ、それも風に引き裂さかれて四散する。ぶちまけられた無数の鉄の破片までもが粘土みたいに捻ねじれ、灰のように崩れていく。


    　圧壊するとでも表現すればいいんだろうか。爆風で吹き飛ぶというより、ミキサーにかけたみたいな光景だった。


    　炎みたいに見える靄もやは、そんなふうに光が歪ゆがむくらい高密度の空気そのものなんだろう。


    　たぶん、瞬まばたきをするくらいの時間だったはずだ。


    　あとには、なにも残っていなかった。


    　一八トンという質量の鉄塊が、破片すら届かなかったんだ。


    　全長二〇メートル近い鋼鉄の塊かたまりは、初めから存在しなかったように消滅していた。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「すごい……」


    　思わず声が漏もれた僕に気づいたように、少女はようやく振り返る。


    　それは、美しいという言葉では表せぬほど美しい少女だった。


    　もはや冒ぼう瀆とく的だとさえ呼べるかもしれない。神話に登場する神々でさえ、彼女には劣るような、凜り々りしくも可か憐れんな顔がん貌ぼうだ。


    　大きな瞳は、見つめられれば吸い込まれてしまいそうなほど、澄みきっていた。


    



    　そして、その瞳は月のような金色だった。


    



    　金色──夢で見た景色が重なる。


    「き、君は……？」


    　なんとか、ひくついた喉のどから絞り出せたのは、そんな言葉だった。


    　緋ひ色いろの長い髪を振り払い、少女は桃色の唇で囀さえずる。


    「怪け我がはありませんでしたか？」


    　耳にしただけで陶とう酔すいしてしまいそうな、そんな心地好よい声だった。


    　僕は声も出せなくなってカクカクと頷うなずく。


    「よかった。……ここは危険です。避難場所へ移動してください」


    　危険──そのひと言で、ようやく我われに返った。


    「避難って、君こそこんなところでなにをしてるんだ？　それに、その剣は一体……」


    　西洋の剣とは雰囲気が違う。両刃の直刀だが、日本刀に近い印象だ。


    「剣……？」


    　不思議そうに首を傾かしげ、少女は自分が握る剣を見下ろす。


    　とたんに、美しい顔がん貌ぼうが青ざめていった。


    　え、あ、あれ？　なんか、マズイこと言ったのかな？


    　冒ぼう瀆とく的なまでの美び貌ぼうが、怯おびえたウサギみたいになってしまった。これには、僕も慌てた。


    「だ、大丈夫かい？」


    「……見ちゃいましたか？」


    「見たって、そりゃあ、まあ……」


    　真っ青な顔で、少女は微ほほ笑えむ。


    　腕を背中に回して剣を隠す。体にまとっていた鎧よろいも粒子のように解ほぐれていく。その下から現れたのは、どこか見覚えのある制服だった。


    　少女が震ふるえるように訴える。


    「なにも、なかったですよね？」


    「え、剣は……」


    「なにも、なかったですよね？」


    「いや、だから……」


    「なにも、なかったですよね？」


    「……はい」

  


  [image: ]


  
    　これ以上、[image: ]きいてはいけないみたいだ……。


    　少女はホッと胸をなで下ろす。


    　それから一歩離れて背中を向けると、まるで今やってきたばかりのように振り向き直す。まばゆいばかりの笑顔は、まだ青ざめたままだった。


    「怪け我がはありませんでしたか？」


    「出会いからやり直すつもりだ!?」


    　彼女がすごく気が動転してるんだということだけは、わかった。


    　[image: ]さやとかないのかな？　本人は隠してるつもりみたいだけど、背中に回した剣は今もしっかり見えちゃってる。


    　こんなに綺き麗れいで強いのに、それをぶち壊しにするこの狼狽うろたえようは……なんというか、可愛かわいいと思ってしまった。


    　それで、少し僕も落ち着いたのかもしれない。夢と同じ、金色の瞳をしたこの少女の正体が知りたくなった。


    「ところで、その剣、見られたらマズイものなのか？」


    「剣なんか持ってません！」


    「いや、ちっとも隠せてないから──ひいっ」


    　ははは、僕はバカだなあ。それがすごく蛇足な言葉だと、気づくのが遅すぎた。


    　首元に、剣が突きつけられていた。


    　まるで動きが見えなかった。


    　剣の先端は、表裏の境が見えないくらい鋭い。


    　そしてその切っ先は、今にも手が滑っておかしくないくらいカタカタ震ふるえていた！


    「あの、これ、人に見られたらすごく困るんですけど、どうしたらいいと思いますか？」


    「だったら早くしまうんだ。僕の首が落ちる前に……！」


    　くっ、なんとか他のことに注意を逸そらさないと命が危ない！


    「そもそも今の戦闘機と戦ってたのって君……なんだよね？　その、低高度も飛んでたみたいだし、僕以外にも結構見られたんじゃないの？　そっちを気にした方が──」


    　僕が指摘すると、今度は少女の双そう眸ぼうからポロポロと大粒の涙が[image: ]こぼれ始めた。


    「どうしよう……。美み紺こんに見つかったら[image: ]しかられちゃいます」


    「よくわからないけど、落ち着いて。泣かなくても大丈夫だよ。僕は君を困らせたいわけじゃないんだ。だからまず助けてください」


    「うぅ、そうなんです。助けてほしいんです」


    　まるで話を聞いていない。ミコンって誰だろう。


    　ヒックとしゃくり上げるたびに、切っ先が震えてチクチクする。


    　ダメだ。


    　この娘こ、美び貌ぼうや強さに反して、中身がポンコツだ！


    　気が動転してるどころか、正常な判断ができなくなっている。


    　え、なに？　死ぬの？　僕は、死ぬの？


    　どうにか隙を見て逃げ……ああでも飛行中の戦闘機を一発で消し飛ばす剣の射程距離ってどれくらいになるんだろう。とりあえず走ってる間に斬られちゃうよね誰か助けて！


    「そうだ。今日を最初からやり直せれば……うぅ、でもそんなこと禍か音のんにも無理ですよね」


    　修羅のごとき暴力を誇る少女が、なんでこんな縋すがるように泣いてるんだろう。しかも自分が脅迫してることに気づいてるかも疑わしい。


    「ぷっ──」


    　なんだかおかしくなってきて、僕は吹き出した。


    「あの……？」


    「あは、は……。なんで、そんなに強い君の方が泣きそうになってるんだよ」


    　助けにきてくれたのか殺しにきたのか、どっちにしろ自分の方が強いくせに、この少女は震ふるえながら助けてくれと言うのだ。


    　そこで殺されかかってる自分自身もひたすら間抜けで、もう笑うしかなかった。


    　大笑いする僕につられたのか、少女も柔らかく微ほほ笑えんだ。


    



    「あなたは、またそうやって笑って──」


    



    「え？」


    「なんでもないです」


    　聞き違いだろうか。


    　少女は首を横に振って、ようやく剣を引いてくれた。


    「わたし、天あま野の叢そう子こといいます」


    「天野、叢子……」


    　嚙かみしめるように、その名前を繰り返す。


    　その名前を、僕は知ってる気がした。


    「僕は、山やま戸ど、凪なぎだ。……その、助けてくれて、ありがとう」


    　彼女は、僕の名前を知ってるんだろうか。


    　確かめるように顔を見つめるけど、淡く微笑む少女の表情からは読み取れなかった。


    「話の続きですが、お願いがあります」


    「君のこと、見なかったことにしてほしいって？」


    　少女の顔がパアッと明るくなった。


    「話のわかる人で嬉しいです！　最悪の場合、わたしはとても困ったことをしないといけないところでした」


    　なにをするつもりだったんだろう！


    　怖くて[image: ]きけない。


    　そんなことをしているうちに、ようやくしまう気になったのか、少女が剣を掲かかげる。


    　その切っ先を見て、また青ざめた。


    「……あ」


    　あ、ってなにかな！


    　緋ひ色いろの刀身に、赤い液体が付着していた。


    　少女が恐る恐る目を向けたのは、もちろんというか、僕の首だった。


    　笑った拍子に、僕の首は浅く切れてたみたい。


    　半泣きになって、少女は首を傾かしげる。


    「なにも、なかったですよね？」


    「だからまずそれをしまえと言ってるんだっ！」


    　それが、僕と少女──天あま野の叢そう子この再会だった。


    



    　いつの間にか日付が変わって、世界が滅びるまであと一〇五二日の、真夜中のことだった。

  


  
    



    [image: ]　英雄機関のプロット


    



    「……おや？　誰かと思えば君か」


    　飄ひよう々ひようとした、長身の男だった。


    　電灯を背に立つせいで、表情は暗くて見ることはできない。


    　男が声をかけた先には、闇やみだけが蠢うごめいている。


    　それでも、彼はそこに誰かがいることを知っている。


    　戯おどけた仕草で、男は肩を竦すくめる。


    「いやあ、びっくりするくらい完敗だったね。君も見てたかい？　こう、剣をたったひと振りでドカンと跡形もなく消し飛ばしたよ。さすがは日本最古にして最強の神剣〝天あまの叢むら雲くも〟だ」


    　ゴルフの素振りでもするように手振りを交えて、男は痛快そうに笑う。


    　暗闇から、不愉快そうなため息が返ってくる。


    「おや、ご機嫌斜めだねえ。まあ、戦闘機RF‐4Eに搭載した〈英雄〉は第一世代型だ。Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックの観測程度はこなせても、戦闘に投入できる性能じゃあない。今回の件は本当に事故だったんだよ。許してほしい」


    　やはりその声に答えはないが、沈黙から自分へ向けられた疑いを感じ取ったのだろう。男は心外そうに胸に手を当てる。


    「そう心配せずとも、君の〈英雄〉は第二世代型──〝連中〟と戦うために設計された最新にして最強の兵器だ。現状で世界が君に与えうる、最高の力だ。あれ以上のものは存在しない。君が勝てないようなら、人類に勝ち目はないということだ。そこは信頼してくれたまえ」


    　そう言って、クックと笑い声を漏もらす。


    「その分、金もかかっている。戦闘機一機分なんてちゃちな金額じゃあないぞ？　二、三機もあれば国が買えてしまうくらいだ。大切に使ってくれたまえ」


    　その言葉に、注意深く耳を澄ませていなければ聞き逃してしまいそうな小さいものだが、初めて声が返ってくる。


    　沈黙以上に、無関心なものだったが。


    　さすがに男も失意めいて肩を落とすが、それでも彼は健けな気げに続けた。


    「まあいいとも。金勘定も後始末もこちらの仕事だ。君のＭ．Ｏ．Ｅ．への憎しみが消えない限り、我われ々われは全力で君をバックアップする。それが──」


    　そこで一度言葉を切ると、男は胸に手を当て芝居がかった仕草で腰を折った。


    



    「それが、我々〝英雄機関〟の役目なのだからね」


    



    　それから、男は首を傾かしげる。


    「うん？　戦闘機RF‐4Eが見られたことかい？　後始末もこちらの仕事だと言ったろう。ちゃんと始末しておくから気にしなくて大丈夫さ。本体は消し飛んでいるんだから、ろくな証拠も残っていないわけだしね」


    　それを聞くと、暗がりの向こうから〝それ〟の気配が消える。


    　聞きたいことはもうないのだろう。


    　完全にただの暗くら闇やみと化したそこに、男は一度口を開く。


    「楽しみだなあ。〈英雄〉と神しん器き少女、生き残るのはどちらだろうな」


    　子供のように無邪気な声を漏らし、男も去って行く。


    



    「今度は、今日みたいな期待外れにならないといいなあ」


    



    　口元に、まるで林りん檎ごを勧める蛇へびのような笑みを浮かべて。

  


  
    



    第二章　入部希望のカタストロフィー


    



    



    　──生きるって、なんなんですか──


    



    　あの日の夢を見た。


    　まるで自分の存在が罪であるように嘆く女の子の夢だ。


    　顔もよく覚えてないけど、金色の瞳がとても綺き麗れいだった。


    



    　夢と似た景色を見た。


    　不思議な剣を振るって、戦闘機を吹き飛ばしてしまった女の子だ。


    　守ってくれたのか殺しにきたのかわからない娘こだったけど、金色の瞳が本当に綺麗だった。


    



    　三年前のあの日、僕は家族でとある博覧会に行っていた。


    　平家物語の時代に、海に沈んだとされる草くさ薙なぎの剣らしきものが発見されたということでニュースになったんだ。父さんのお客さんがその回収チームの関係者だったらしくて、普通なら何か月も待たなきゃいけないそれを初日から観に行けた。


    　そして、それは世界で初めてＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックが起こった日でもあった。


    　僕はそこで大おお怪け我がを負って、しばらく入院した。


    　あのときなにが起こったのか、僕は覚えてない。頭も打っていたから、それで記憶が混濁したんだろうと医者に言われた。


    　でも、あの金色の瞳をした、泣いてる女の子のことだけは覚えてる。


    「やっぱり、夢じゃなかったんだ」


    「お兄ちゃん、顔が不気味なんだけど……。あと独り言がヤバイんだけど……」


    　なんか妹がどん引きしてるけど、どうでもよかった。


    



    　昨日の少女──叢そう子こは、警報が収まって人が戻ってくるのと同時に消えてしまった。


    　彼女が一体何者なのか。戦闘機を消し飛ばした力はなんなのか。そもそも、本当に三年前のあの子なのか。


    　話を聞きたかったのにそんな時間もなかった。まあ、彼女が取り乱して剣なんか突きつけてきたのが原因なんだけど。


    　どちらにしろ、僕が彼女を捜す手がかりはなにも残されなかった。


    　彼女にしても、きっと知られては困ることなんだろう。


    　もう一度出会うことは、難しいことなんだと思った。


    　ちなみに昨日、夢ゆめ羽ははというとベッドの下に潜ってきっちり避難していたらしい。地震と同じで、避難所が近くにない場合は机なんかの下に避難することになってるから。


    　さすがにすぐ側で戦闘機が飛んでたり、それが消し飛んだりしてたんだ。独りは相当怖かっただろう。見つけたときはもうグスグスに泣いてたけど、僕は偉いと褒ほめてやった。


    　パンデミックのこともあって、昨晩は両親も仕事を切り上げて帰ってきてくれた。


    　実は、あの二人は結構な親馬鹿なのかもしれない。まあ、Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報のおかげで客が引いたという理由もあるのかもしれないけど。


    　そんな事件が起こった翌朝でも、本日は平日なので普通に学校があるから困る。


    



    　いつも通り、夢羽を中学まで送ってから音おと姫め高に向かうと、また昨日と同じ後ろ姿を見つけることができた。


    　今日も露つゆ草くさ色のリボンがよく似合ってるなあ。


    「おはよう、彩いろ葉は」


    　挨あい拶さつをしても、やっぱり返事はない。


    　それはいつものことだけど、いつもと違うのは彩葉が泣きそうな顔をしてることだった。


    「い、彩葉？　どうしたんだ？」


    　あの夜、僕は彩葉を置いて走っていってしまった。


    　叢そう子ことのゴタゴタもあって、結局避難所にも戻れなかったんだ。おかげで、今まで顔を合わせられなかった。


    「あのあと、なにかあったのか？」


    　彩葉は首を横に振る。


    　朝日を浴びて濡ぬれ羽色の髪がしゃらしゃらと揺れた。


    「……避難するって、約束したのに」


    　──今日は、ちゃんと避難して──


    　昨日の朝、彩葉はそう言って、僕はそれに「わかった」と答えたんだった。


    「ひ、昼間のときはちゃんと避難しただろう？」


    「……今日は、と言ったわ」


    「うぐ……」


    　日本語は難しい。


    　確かに一度とは言ってないから、彩葉の主張ももっともだ。


    　だけど、今回ばかりは自分が間違ってるとは僕にも思えないんだ。


    「夢羽が家にいたんだ」


    「なら救助を頼むべきだった」


    「妹を放っておけるわけないだろう！」


    　さすがに声を大きくすると、僕を見上げる彩いろ葉はの目に涙が浮かんだ。


    



    「……私は、ナギと夢ゆめ羽はを一度になくすかと思った」


    



    　彩葉は、僕を追いかけようとしたらしい。


    　だけど他の人たちに止められてできなかったそうだ。


    　置いて行かれる側の気持ちなんて、確かに僕は考えもしなかった。


    「……ごめん」


    　素直に謝ると、彩葉も顔を拭ぬぐって頷うなずいた。


    「あのあと、なにもなかった？」


    　[image: ]きかれて、僕は呻うめいた。


    「あー、あったけど、言っちゃダメだって……」


    　チクリと、胸の奥が痛んだ。


    　叢そう子このことは、誰にも言わないと約束したんだ。彩葉にも言えない。


    　彩葉は、物もの憂うげなため息を漏もらした。


    「そう……。やはり、接触は避けられないものなのね」


    「え？」


    　心の中を見透かされたような気がして、僕は耳を疑った。


    　僕の反応に、一瞬だけ彩葉が表情を歪ゆがめたように見えた。それもすぐに呆あきれた顔に隠れてしまったけど……。


    「防衛省でしょう？　うちにも来たわ」


    　ああ、それのことか。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミック中とはいえ、街中で戦闘機が撃墜されたんだ。


    　当然、役所の人みたいなのが来たんだけど、まさか警察を飛び越えて国の人が出てくるとは思わなかった。めちゃくちゃビビッたよ。


    　まあ、その辺はさすがに慌てて帰ってきた両親が応対してくれたけど、最初に挨あい拶さつをしたのは僕だから本気で焦あせった。


    「あれだね。悪いことしてなくても警察から呼び止められたら怖いだろう？　防衛省の名刺なんて見せられたら、拘束されて記憶消されるんじゃないかと思ったね！」


    「ＳＦの見過ぎよ」


    　あれ？　彩葉からジト目を向けられた。


    　とにかくそういうことで、昨日見たことは口外無用みたいな誓約書まで書かされた。


    　まあ、代わりに割れたガラスや壊れた家具やらは全部補償してもらえることになったから、うちの親は喜んでたけど。


    　戦闘機が飛んでるのは結構な人数が見てたはずだ。うちの近所一帯を全部、その防衛省の人たちは回って歩いたのかな？


    　そういうことも話したかったから僕は自転車を押して歩いてたし、彩いろ葉はもそれに合わせていっしょに歩いてくれた。


    　一いつ時ときの非日常を体験したからといって、今ある日常が壊れてなくなるわけでもない。


    　いつもより少しだけ優しい彩葉と登校して、自転車を駐輪場に置かなきゃいけない僕は校門で彼女と別れた。


    　そこで、僕はまた出会ってしまった。


    



    「おはようございます、山やま戸どくん」


    



    　緋ひ色いろの髪を揺らし、冒ぼう瀆とく的なまでに美しい少女がそこに立っていた。


    　吸い込まれそうな金色の双そう眸ぼうが、笑みの形を取る。


    「天あま野の、叢そう子こ……？」


    　もう聞くことはないと思ってたその声が、もう一度僕に非日常を運んできていた。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「──Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談室……？」


    



    　教室の表札には、そう書いてあった。もとは進路相談室だったのか、プレートにはＭ．Ｏ．Ｅ．と人生の部分だけテープで貼り付けてあって、あとから取って付けた感が凄すさまじい。


    　駐輪場で再会した少女は、僕の手を摑つかむと一生懸命引っ張るようにしてここに連れてきた。


    　驚いたことに、彼女が着ているのは音おと姫め高の制服だった。そりゃあ見覚えがあるはずだ。


    「君、音姫高の生徒だったの？」


    　少女は小さく頷うなずくけど、それにしては見たことないんだよな……。


    　タイの色は一年の赤だから、同学年のはずなんだけど。


    「あの、そろそろ授業が始まっちゃうんだけど」


    「授業より大切なことがあるんです」


    　明るいところで見る少女は、思ったより子供っぽい表情をしていた。髪も左右で小さな房を作っていて、それを金色の髪飾りで束ねている。


    　美女というより美少女。可か憐れんというより、愛らしい。凜り々りしいというより、ぽややん。彩葉とはかなり対照的だ。


    　ふんすと鼻息も荒く僕を引いて教室に入ろうとする手にも、ドキドキするというより小動物にすり寄られたような安らぎを覚える。


    「あの、天あま野のさん？」


    「叢そう子こでいいです。みんなそう呼びますから」


    　軽く、目め眩まいがした。


    　女の子を下の名前で呼んでいい──


    　生まれたときからいっしょにいる彩いろ葉はを別とすれば、そんなこと言われたのは初めてだ。


    　危あやうく『これ絶対気があるよね』ってところまで舞い上がっ──いや、僕には彩葉っていう心に決めた相手がいますから！


    　そんな僕を見て、叢子が一歩後あと退ずさる。


    「あの……どうかしたんですか？」


    　見たこともない生き物に出会ってリアクションができないみたいな顔をされた。


    「い、いや、ここはなんの教室なんだい？」


    「名前の通りです」


    　自慢げに胸を張り、愛らしい微笑を浮かべる。


    　もう、この笑顔が見られるならどんな理不尽だって全部許せちゃいそうなくらいだね。


    　ちなみに、すでに一時間目が始まっている。高校こそ皆勤賞をとるという夢があっさり潰ついえたけど、僕は許したね。


    　でも残念なことに、ここがなんの教室なのかという目の前の問題はなにも解決していない。


    　気を落ち着かせるために軽く咳せき払ばらいをして、僕はもう一度聞き直す。


    「いや、名前見てもよくわからないから聞いてるんだけど」


    「……？　そうですか。わかりやすい名前だと思うのですが、山やま戸どくんには少し難しかったんですね。すみません」


    「謝られた！　言っとくけど、僕はそこまで頭悪くないからね？」


    　難しいこと言ってごめんねって、どんだけバカだと思われたんだろう。


    「え、でも……」


    　そんなはずはないのにって顔された。悪意がないのが余計に傷つく。


    「ええっと、このＭ．Ｏ．Ｅ．って、Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックのことだよね？」


    「はい。……とにかく、入ってください。ここでは話もできません」


    　確かに、授業をサボって廊下に突っ立ってたら先生に生活指導室に連行されそうだ。


    　叢子は軽く握った手で、教室の扉をノックする。その前に、小さく深呼吸をするのが見えた。


    「どうぞ」


    　小さな声で、返事があった。


    



    　教室に入ると、果たしてそこには一人の女の子が腰掛けていた。


    



    　そう、女の子──小さな少女だ。


    　中学生か、小学生といっても納得しそうな幼い容姿ながら、広辞苑みたいな分厚い本を開いている。ページに並んでる文字も、日本語じゃなさそうだった。


    　首筋くらいで切り[image: ]そろえられた白い髪には魔方陣みたいな星を刻んだ髪飾り。大きな瞳は赤くて、外国人なんだろうかと思う。


    　この娘も一年の制服を着てるけど、やっぱり見たことのない顔だった。


    　女の子を見て、叢そう子こがホッと胸をなで下ろした。


    「美み紺こん、やっぱりここにいましたか」


    「叢子か。……そちらの君は、音おと姫め高の生徒のようだね。今は授業中だ。授業をサボるのは感心しないな」


    「……って、君は生徒じゃないの？」


    　僕が口を挟むと、女の子はキョトンと目を丸くした。


    　それからなぜか哀れむような表情を浮かべる。


    「君、ひとつ教えてやろう。私が身につけているこの衣服は学校制服といってね、生徒が身につける代物なのだよ。つまり、私は私立音姫高等学校の女子生徒だということになる。理解はできるかね？」


    「それくらいわかるよっ？　そうじゃなくてなんで授業中にこんなところにいるのって聞いてるんだよ」

  


  [image: ]


  
    　女の子は心底意外そうに目を丸くすると、よくできた生徒を褒ほめるように優しく微ほほ笑えんだ。


    「驚いた。洞察力を持っているようには見えなかった」


    「どんだけバカな子だと思われてるのかな僕はっ？」


    「外見から抱く印象程度だがね？」


    　それってすごくバカそうだって意味だよね？　心が痛い。


    　必死で涙を堪こらえてると、女の子はパタンと本を閉じた。


    「まあいい。叢そう子こ、なんだね、このバ……いささか物わかりの悪い少年は」


    　今、やっぱりバカって言おうとしたよね。


    　叢子はとんでもないというように目を丸くして、首を横に振った。


    　僕の代わりに怒ってくれる姿には、実に癒いやされる。


    「美み紺こん、山やま戸どくんは物わかりが悪くても話はわかってくれる人です！」


    　……バカの部分は否定してくれなかった。余計に凹へこむ。


    　屈辱に耐えてると、叢子が僕を示した。


    「彼は一年の山戸凪なぎくんです。人生相談という言葉が難しいと──」


    「違う。そうじゃない。僕が[image: ]ききたいのはここがなんの教室で、なんで僕が連れてこられたのかってことなんだけどっ？　昨日のことじゃないの？」


    　緋ひ色いろの鎧よろいをまとい、剣一つで苦もなく戦闘機を破壊した。相手がＭ．Ｏ．Ｅ．なのは納得できるけど、叢子の力は僕の理解を超えたものだった。


    　女の子はスッと目を細める。


    「あれを見られたのか、叢子」


    「ごめんなさい！　見られちゃいました」


    　明らかに自分よりも小さな少女に、叢子は震ふるえ上がっていた。


    　なんだろう。苦手なのかな？　それにしては仲良さそうだけど。あ、この子に怒られるのは怖いみたいなこと言ってたっけ？


    「……いや、私とイクスの注意不足だった。君の責任ではない」


    　イクスっていうのも、人の名前かな？　その人も彼女たちの仲間なんだろうか。


    　存外に優しげにそう言うと、女の子は穏やかな眼まな差ざしを僕に向けた。


    



    「それで、私はこの男を処分すればよいのかね？」


    



    　殺すつもりだった！


    「待ってください美紺！　山戸くんはどんな酷ひどい目に遭ってもわたしたちのことは話さないと約束してくれました」


    「約束が重くなってるよっ？」


    　両手を振り回して慌てる叢そう子こに、少女はクスクスと笑い声を漏もらす。


    「冗談だ。私とて血を見るのは好きではない」


    　うわ、なんか物騒な話になってきてないか？　というか昨日のあれってやっぱり、見たらマズイ手合いのものだったの？


    　縮み上がってると、少女は改めて僕に向き直る。


    「事情は大体理解したよ。そういうことなら、名乗っておく必要があるか。私は黒くろ埜の美み紺こん。色の黒につちと読む方の埜で黒埜、美しい紺色で美紺だ。学年は君と同じ一年になる」


    　同年代だったのか……。


    「なにか？」


    　心を読んだみたいに睨にらまれた。


    「いやなんでも……。その、君は日本人だったのか」


    「日本名だからといって、日本国籍だとは限らないものだがね？」


    　もったいぶるように言って、黒埜は「ああ」と思い出したような声を出した。


    「そうそう、最初の質問に答えていなかったね。私がここにいるのは、授業を受ける必要がないからなのだよ」


    「受けなくていい？　なんで？」


    「美紺はとても頭がいいんです。授業の内容は三年生まで終わってるんですよ」


    「……マジですか？」


    　白い髪を指先で振り払い、黒埜はクスクスと笑う。


    「あいにくと、この国には飛び級の制度が採用されていないものでね。代わりに試験で結果さえ出せば、授業には出なくてよいことになっている」


    　すごい子だったらしい。こんなに小さいのに僕より頭がいいってことか。


    　感心してると、叢子が僕を庇かばうように前に出た。


    「美紺、あまり難しいことを言って困らせちゃダメです」


    　いや、僕でも飛び級くらいわかるよ？　彼女は僕をどんな目で見てるんだろう……。


    「そうですね。わたしたちがなんなのか……は少しややこしい話なので、まずこの部がどういうところか、というところから話すべきでしょうか」


    「部って……ここ、相談室って書いてあるけど、部室なのか？」


    「はい。Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部です。Ｍ．Ｏ．Ｅ．がなんなのかはご存じですね？」


    「うん」


    「ここはＭ．Ｏ．Ｅ．に関わる生徒の悩みを解決するための場所です」


    　なるほど、と思った。


    　確かに、機械が独りでに動き出すのをまともに見てしまったら、機械そのものが信用できなくなることもあるだろう。未来に不安を抱いてる生徒だって少なくはないはずだ。


    　現代社会で機械に触れない場所なんて、電気も通ってない山奥か無人島くらいだ。日常生活に支障を来きたすことは、間違いない。


    　僕が頷うなずくと、叢そう子こは淡々とした口調で、しかし洗練された音楽のような心地好よい声こわ音ねで話を続ける。


    「山やま戸どくんには、将来の夢はありますか？」


    「え、なんだよ急に……」


    　少し考えてから、僕は頷いた。


    「夢はある……かな。まだ、どうしたらいいかわからないけど……」


    　三年前、僕はＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックに巻き込まれた。


    　あのころはＭ．Ｏ．Ｅ．の存在なんて公にされてなかったし、みんなパニックを起こして僕も大おお怪け我がをした。そのとき、見ず知らずの誰かが僕を病院まで運んでくれたんだって聞いてる。


    　僕は、そういう人間になりたい。


    　誰かが困ってたら理由なんて必要なく助けられる、そんな人間でありたい。


    　それは心の在り方みたいなもんで、将来の夢とはちょっと違うものかもしれない。


    　でも、夢というならそれがそうなんだろう。


    「そういうものでしょう。やりたいことがあってもやり方がわからない。もしくは難しい。そもそも、目標自体がない人の方が多いはずです。ここの生徒も、大半がそうだと思います」


    「うん。……あれ、うん？」


    　なんだろう。Ｍ．Ｏ．Ｅ．の話じゃなかったっけ？


    　なんで人生の悩みについて話してるんだろう？


    「ここで解決するのは、そういった悩みです」


    「……って、どういうこと？　僕は別に誰かに相談に乗ってもらいたいほど悩んでるわけじゃないんだけど」


    「……？　山戸くんの話はしてませんが？」


    「え、いや、うん……え？」


    　わからない。


    　なんの話をしてるんだろう？


    　僕は一体、なんの説明を受けてたんだっけ？


    　そんな僕の困惑なんて気にも留めず、叢子は続ける。


    「つまり、自分の人生に対する悩みは、きっと誰もが抱かかえている問題のはずです。それは一人で解決できるものではなく、誰かが救う必要があると思いませんか？」


    「そりゃあ、まあ……。うん」


    　僕が同意すると、叢子は小さく拳を握って堂々とこう言った。


    



    「つまり、そんなわたしたちの悩みをここの生徒に解決してもらうのが、この部活の目的です」


    



    　ちょっと一瞬、なにを言ってるのかよくわからなかった。


    「君たちが人生に迷ってるのっ？」


    　叢そう子こはコクコクと頷うなずく。


    「はい。ですから部活という形態で他の誰かに答えを求めるのが合理的であると……」


    「それは合理的じゃなくて堕落って言うんじゃないかなっ？　すごく人任せなんだけど！」


    　叢子がすごくびっくりしたみたいな顔をした。


    「美み紺こん、わたしの説明に問題はありましたか？」


    「いや、問題があったのは山やま戸どの理解力だ。君が気に病む必要はない」


    「僕が悪いの？　君たちの発想が斬新すぎるとか考えないのかな？」


    　ぜえぜえと息が上がってしまい、僕は深呼吸をしないといけなくなった。


    　くそっ、なんなんだこの状況は。明らかに向こうの方がおかしいはずなのに、僕が間違ってるみたいなことになってるぞ。


    　大きく胸を張って叢子も頷く。


    「ここは学校なんですから、同い年の方がたくさんいます。人生の意味を教えてくれる人だって、きっと一人くらいはいると思うんです。これを人生相談部と呼ばずに、一体なんと呼ぶんですか？」


    「人生相談室ってそういうもんじゃないだろうがよぉおっ！」


    「……なんだ君、急に態度が大きくなったな」


    　なぜか黒くろ埜のから批難がましい目を向けられた。


    　それからようやく、なんで僕がここに連れてこられたか理解した。


    「え、それじゃあ、なに？　僕は君たちの相談に乗るために連れてこられたの？」


    　叢子と黒埜が、まるで悲惨なものでも見たように口元を覆おおった。


    「まさかっ、今そこに気づいたんですか？」


    「どうして君らが信じられないって顔すんの？　それ、僕だよね？　僕の顔だよね？」


    　どうしよう。この子たち、すごくダメな子たちだ。


    　頭を抱かかえてると、黒埜が存外に神妙な顔で口を開いた。


    「君、そろそろ真ま面じ目めな話がしたいのだが、かまわないかね？」


    「僕は最初から真面目な話を求めてるんだけどねっ？」


    　そう指摘しても、黒埜は笑わなかった。


    　それどころか、品定めでもするように僕をじっと見つめてくる。


    「……それで、相談って言われても、結局僕はなにをすればいいんだい？　というか、なんで僕なんか連れてきたんだい？」


    　黒くろ埜のは、一瞬だけ躊躇ためらうように叢そう子こへ目を向けた。


    　それに叢子が頷うなずき返して、ようやく口を開く。


    「昨晩、君が目撃したものは、世間に知られてはいけないものなのだ」


    「それはまあ、そんな感じがしたけど」


    　頷くと、黒埜は赤い双そう眸ぼうをスッと細めた。


    「なぜかは、わかるかね？」


    「そりゃあ……」


    　危ないからというか、みんな怖がるから……とか？　いや、なんか陰謀があったりとか？


    　即答できないでいると、黒埜は幼い容姿からは想像もつかない重たい声でこう言った。


    



    「実は、今から三年後にこの世界は滅びてしまうのだ」


    



    「……はい？」


    　突拍子のない答えに、僕はしばらく声が出なかった。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    　──世界が滅びる──


    　中学生ならともかく、高校生にもなって世界が滅ぶとか言ってたらまた夢ゆめ羽はに馬鹿にされるよ。


    　……そう言いたかったけど、言えなかった。


    　昨日の夜、叢子が暴走した戦闘機と戦って、危あやうく僕も死にそうになったのは冗談じゃなかったんだから。


    　真上から戦闘機が降ってきたときの恐怖が、胸の奥から込み上げてきた。


    「世界、滅ぶって、なんで？」


    　上手く声が出なくて、つっかえながらなんとかそう[image: ]きくので精一杯だった。


    「まあ、落ち着きたまえ。滅ぶとはいっても、地球が砕けるわけでもなければ、生きとし生けるものが死滅するほど大げさな話でもない。人類が絶滅するわけでもないだろう」


    「じゃあ、どういうことだ？」


    「人の文明が石器を手に穴蔵生活を送るところまで後退する──つまり現行の物質文明がもれなく壊滅するというだけの話だ。人類が勝利しようと、敗北しようともね」


    「なんで、そんなことに……？」


    　問いかけた声は、情けないことに震ふるえていた。


    　そんな僕を見て、叢子と黒埜が顔を見合わせて頷く。


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．が君たち人類の機械を[image: ]むしばむことは理解しているな？」


    「まあ、それくらいは」


    「結構。もしもそれが世界中で同時に発生したとしたら、君たちはどうするかね？」


    「そんなの……逃げるしか」


    「世界中、と言った。機械のないような場所が、この世界でどれほど残されているのかね。そして、そこへ向かうにも機械を頼らなければならない君たちが」


    　山や海に逃げようとしたって、機械の方がスピードが速いんだ。どうしたって追いつかれる。


    　逃げ場なんて、どこにもないんだ。


    　それだけじゃない。農家だって農工機を使うし、医療機器が使えなくなったら、それだけでたくさんの人が死ぬだろう。


    　本当の意味で機械が存在しない世界なんて、人間は生きていくことすらできない。


    　しかし、問題は機械が失われることじゃない。


    　黒くろ埜のが真っ白な指を真まっ直すぐ向けてくる。


    「そして昨晩の戦闘機のように、人間の兵器がＭ．Ｏ．Ｅ．化したとしたら、どうするかね？」


    　──勝手に動く兵器が人間を襲おそう──


    　どちらかが敗北を認めれば終わる、人間同士の戦争とはわけが違う。戦争に倫理なんてあるとは思ってないけど、そこで銃を持ってるのはまだ同じ人間だ。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．化した兵器は、人間ですらない。降伏の意味も理解されない。それこそ、機械的に処理を続けられるだけだ。殺さつ戮りくという処理を、だ。


    　そんなことが世界中で起こったら、確かに人類は滅びることになってしまう。


    「……そんなことが、三年後に起こるっていうのか？」


    「信じる信じないは、君の自由だよ」


    　へなっと、腰が砕けた。


    　黒埜の言ってることは本当なんだって、わかってしまったから。


    　ああ、そうか。だから昨日のことは人に知られたらいけなかったんだ。


    　僕たちは、Ｍ．Ｏ．Ｅ．を地震みたいな自然災害の一種くらいにしか考えていなくて、ろくに危機感も抱いていなかった。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．っていうのは、そう思われてなきゃいけないんだ。昨日みたいな戦闘機の暴走が起こるなんて知られたら、パニックが起こる。


    　途方に暮れそうになったけど、黒埜の話はまだ終わってなかった。


    



    「──だが、対抗手段がないわけではないのだよ」


    



    「対抗手段……？」


    　黒くろ埜のが幼くも妖よう艶えんな笑みを浮かべていた。


    「そう。Ｍ．Ｏ．Ｅ．の発症を止め、世界を救う希望だよ」


    　そんなものが、本当にあるのか？


    　黒埜が叢そう子こに視線を投げかける。


    「叢子、見せてやってくれるかね？」


    「ええ」


    　頷うなずいて、叢子はおもむろに制服のタイを解き始めた。


    　なにしてるのかわからなくて首を捻ひねってると、今度はシャツのボタンまで外し始める。


    「ち、ちょっと、ええっ？」


    「黙って見ていたまえ」


    　そうは言われてもすごく目のやり場に困るんですけど！


    　シャツの隙間からは制服で圧迫されたみたいに盛り上がるふたつの山が見えてるわけで、そこに刻まれた谷間は彩いろ葉はを凌りよう駕がするというか。


    



    『──混こん沌とんの泥を打ち、秩序の楔くさびを紡つむぐ。我われは龍の娘なり──』


    



    　朗々と唱となえられた詞に応えるように、開いた胸元へ淡い緋ひ色いろの光が集つどう。


    「ぅ……ん……っ」


    　艶つやのある甘い声を漏もらして、その光を摑つかむように手を当てる。


    　そして、それは忽こつ如じよとして出現した。


    　胸から引き抜かれたのは、叢子の髪と同じ色をしたひと振りの剣だ。


    　剣からは緋色の光が[image: ]こぼれ続け、やがてそれは彼女の体を包み込んで形になっていく。


    　戦闘機を一撃で粉砕したときの、叢子の姿だった。


    



    「龍より生み落とされし神話の残り香──神しん器き少女天あまの叢むら雲くも！」


    



    　バアンと、後ろで爆発でも起こりそうな光景だった。


    　ゲームやアニメに触れていれば、一度くらいは名前を聞いたことがあるんじゃないだろうか。


    　草くさ薙なぎの剣とも呼ばれる。古こ事じ記きに登場する三種の神器の一つで、現在は熱あつ田た神宮に奉納されてるとか海に沈んだとか言われてる。正しく神話の剣だ。


    　その剣を大切そうに抱いて、彼女は続ける。


    「これが、わたしです」


    　僕には、言われた意味がよくわからなかった。


    　叢子は、剣を──天叢雲を指して、そう言ったように見えたんだ。


    　そんな僕の困惑を見透かしたみたいに、黒くろ埜のが口を開く。


    「叢そう子こは天あまの叢むら雲くも、そのものなのだよ。受肉し、言語を介し、意思を持った天叢雲だ」


    「ち、ちょっと待って……。意味がわからない。それじゃあまるで、叢子が人間じゃないみたいじゃないか」


    　黒埜は不思議そうに首を傾かしげる。


    「そう言っているのだが？　それとも、こう言った方がわかりやすいだろうか？」


    



    「我われ々われは、人の姿をした神話兵器だ。〝神しん器き少女〟などと呼ばれているがね」


    



    「神器、少女……」


    　確かめるように口に出した声は、カラカラに乾いていた。


    「そう。神話に在る神々の遺産のなれの果て。神が如き力を抱いたまま、ある日突然、人の形と自我を与えられて、この世界に放り出された少女たちだ。叢子だけでなく、私もな。この学校には、他にも何人かそんな生徒がいる」


    　紅い双そう眸ぼうを細めて、黒埜が僕を見下ろす。いつの間にか、僕はへたり込んでた。


    「さて、君はそんな我々をどう見る？」


    　とても大切な問いかけなんだと感じた。


    　慎重に、僕は二人をじっと見つめる。


    



    　制服の上に龍のような鎧よろいをまとった叢子。手には緋ひ色いろの剣。めちゃくちゃ不安そうに柄をいじくり回していて、ときどきこっちをチラ見してくる瞳が犯罪的に可愛かわいい。というか僕が犯罪に走りそうだ。


    



    　値踏みするように目を細める黒埜。夢ゆめ羽はよりも幼い容姿で、大人ぶった話し方も一生懸命背伸びしてる感が凄すさまじい。こちらも気を張っているのか、図鑑みたいに大きな本をキュッと抱きしめている姿がなんとも愛らしかった。


    



    　誰もいない教室で、美少女二人に見つめられるって魅惑的すぎてなんかヤバイ。


    　……あれ？


    　なにが問題だったんだっけ？


    「どう、と言われても。……まあ、驚いた、かな？　うん。かなりびっくりした」


    　尻しり[image: ]もちまでついてるんだから、言い訳のしようもない。


    　黒埜は意外そうな顔をした。


    「ほう？　気味が悪いとは思わないのかね？」


    　この娘こはなにを言ってるんだろうか。


    　人間じゃないと言われても外見は人間そのものだし、人間より綺き麗れいというか、可愛かわいいというか、むしろその美び貌ぼうが神しん器き少女というか？


    　正直、僕は彩いろ葉はが世界で一番可愛いと思ってきたけど、その自信がぐらつきそうだ。


    「なんて言うかな。人間じゃないって言われても、どう違うのかよくわからない。気味の悪さをアピールするには、不気味さってものが足りないよ」


    　叢そう子こがオロオロと両手を彷徨さまよわせる。


    「でもあの、わたし、すごく強いですよ？　ほら、戦闘機だってやっつけちゃいますし、危ないですよ？」


    　そのまま『がおー、食べちゃうぞー』とかやってほしいくらい説得力がなかった。


    　頭を撫なでたら怒られるかな。よしよしとかしてあげたい気分だ。


    　でも、確かに叢子は剣のひと振りで戦闘機を消してしまえるほどの力があって、僕は助けられたんだ。


    　……そのあと、なんだか殺されかかったような気もするけど。


    　僕は、自分の手の平に視線を落とす。


    　そんな戦う姿からは考えられないほど、叢子の手は細くて柔らかかった。


    　ここまで引っ張って来られた手の温ぬくもりが、まだそこに残ってるような気がした。


    　だから、僕は笑った。


    「人間かどうかなんて、あまり大した問題じゃないんじゃないかな。僕はすでに叢子に助けられてて、君たちは自分のことを話してくれたんだから」


    　怖いとか不安だとか、そういう気持ちがまったくないわけじゃない。


    　だけど、それ以上に彼女たちのことを知りたいと思った。


    　神話とか、世界を救うとか、興味がないわけじゃないし！


    　そんなことより、もっと重要な問題がある。


    「それよりも、君たちの方こそなんで人間を助けてくれるんだい？　人間じゃないっていうんならそれこそ僕らを救う理由もないんじゃないのか？」


    　そう[image: ]きくと、叢子が困ったように微ほほ笑えみ、黒くろ埜のは仕方なさそうに肩を竦すくめた。


    「私たち神器少女の存在を知って、人間の代表たちは世界を救えと言ってきた。なかにはこの国の首相もいたようだったね。我われ々われがそれを引き受けたのは──」


    　ゴクリと、喉のどが鳴った。


    　人間の代表たちってことは、首脳会談みたいな場だったんだろうか。


    「引き受けたのは……？」


    　そこで、神器少女たちが頷うなずいた理由。それは────


    



    「他に、やることがなかったものでね」


    「特に断る理由もなかったもので……」


    



    　思ったよりすごく雑な理由だった！


    　それ、暇ひまだからってことだよね？　なんとなく頼まれちゃったから断れなかったくらいのノリだよねっ？


    　うお、なんか不安になってきた。


    「と、とにかく、君たち神しん器き少女の存在が、世界を救う希望だってことでいいんだよね？」


    「そうなるな」


    「なるほど……？」


    　いや、あれ？


    　頷うなずこうとして、僕は少し首を傾かしげた。


    　確かに、暴走した戦闘機も一いつ蹴しゆうする叢そう子この力は凄すごかった。


    　でも、それだけで三年後、世界中で同時発生するＭ．Ｏ．Ｅ．を止められるんだろうか？


    　そもそも、昨日みたいに壊して止めるってことは、やっぱり世界は滅びちゃうってことにならないだろうか？


    「その、疑うわけじゃないけど、君たちが世界を救うって、どんなふうにするんだい？」


    　黒くろ埜のが、苦い表情を浮かべた。


    「そう。そこなのだよ、我われ々われを悩ませる問題というのは」


    「……どういうことだい？」


    　口ごもる黒埜に代わって、今度は叢子が答えた。


    「希望というのは、可能性です。わたしたちは、可能性の一つでしかないんです。三年後に世界を救うには、足りないものがあるんです。だから、この部が必要なんです」


    　ようやく、話の核心に触れるんだとわかった。


    　三年後、世界が滅びると聞かされた。


    　叢子たちが神器少女という、超常の存在だと知った。


    　だけど、どうしてこんなとんちんかんな部活が必要なのかは、明らかになっていない。


    　ゴクリと喉のどを鳴らして、僕は次の言葉を待った。


    　叢子は剣の柄をいじりながら、長い[image: ]かつ藤とうを吐と露ろするようにこう言った。


    



    「世界を救うって、どうすればいいんですか？」


    



    「…………え？」


    　空気が、凍りつくようなひと言だった。


    「わかんないのっ？」


    「はい」


    　至極真ま面じ目めな顔で、叢そう子こはコクコクと頷うなずいた。


    「ええっ、いやでも、神しん器き少女なら救えるんだろう？」


    　そんな僕の反応を待ってたみたいに、黒くろ埜のがクックと肩を揺らす。


    　膝の上に載せた大きな本がずり落ちそうなほどだ。


    「我われ々われはこんな姿をしてはいるが、実はこんな体と自我を与えられて数年しか経っていないのだよ」


    「えっ……？」


    　それは、あまりに意外な答えだった。


    　だって神話の剣だよ？


    　人類の誕生から見守ってるとか言われても納得しそうなのに、生まれたばかりってどういうこと！


    　呆あきれたように、黒埜が首を横に振る。


    「神器少女には、確かに力がある。だが、私たちはこの人間の世界がどんなものなのかも知らないのだ。それで世界を救えと言われても、どうしたらいいかなどわからないさ」


    　僕と同じくらいの歳に見えて、神器少女たちはまだ生まれたばかりということらしい。


    　もしかしたら世界が滅びるって聞かされて狼狽うろたえてた僕よりももっと、彼女たちは戸惑ってるのかもしれない。


    　そう考えると……なんていうか、助けてあげたいって、そんなふうに思った。


    　そりゃあ、僕には神器少女みたいな力はないけど、でも、なにかしなきゃいけないんじゃないかな。


    「……僕は、なにをすればいいんだい？」


    「教えてください。いろんなことを。わたしたちがなんで存在するのか、わたしたちがなにをすればいいのか、生きる意味を教えてください」


    　──生きるって、なんなんですか──


    　夢の中で出会った少女は、そう言って泣いていた。


    　三年経った今でも、その答えは見つけられていないんだ。


    　当然だろう。


    　生きる意味なんて、仏陀ブツダやガンジーみたいな悟りを開いちゃった人くらいにしかわからない。


    　人間の長い歴史の中でも、それを明確に答えられた人なんて数えるほどしかいない。


    　それでも、彼女たちには答えが必要なんだとわかった。


    　その意味を嚙かみしめていると、黒埜が「そろそろいいか？」と口を開く。


    「人間の代表たちはこの問いに答えることができなかった。だから、我々にはこのＭ．Ｏ．Ｅ．人生相談部が必要なのだ。私たちと同じくらいの外観の人間を側で見つめていれば、なにかわかるかもしれないから。我われ々われが何者で、どこへ向かえばいいのか──生きるということはどういうことなのか──その答えを見つけることが、恐らく人類が生き延びる道にも繫つながる」


    　僕はなんとか立ち上がった。


    「……こんな責任重大な人生相談室があって堪たまるかよ」


    「そう思うのならば、もう君に用はない。授業に戻るといい」


    　だけど、僕は首を横に振った。


    「冗談じゃないと思うけど、知っちゃったんだからしょうがないだろう？」


    「山やま戸どくん……？」


    　意外そうな顔をする叢そう子こに、僕は手を差し出した。


    　だって、これはつまり、彼女はそんなどうしようもない運命背負って、僕を頼ってくれたってことだろう？


    　そんな手を振り払えるわけないじゃないか。


    「僕になにができるのかはわからないけど、協力させてよ」


    　怖おず怖ずと手を握り返そうとする叢子に、僕は精一杯の笑顔を浮かべた。


    



    「それに正義の味方ってやつには、興味があったんだ。中学のころは、結構真剣に目指してた」


    



    　あのころは、ただの妄想でしかなかった。


    　助けてくれた誰かに憧れて、ちょっぴり道を間違ったりもした。


    　だけど、今目の前にそんな力を持った女の子たちがいて、しかも困ってる。


    　そこで僕にもなにかできるかもしれないっていうなら、迷うわけないだろう？


    　……なんだけど、握り返そうとした手が、スッと引っ込んだ。


    



    「ちょっと、それはないですね」


    「それはない、な」


    



    　友情を期待したのに、返ってきたのはそのテンションにはついていけないみたいな、ドン引きの表情だった。


    　なんだろう。目から汗が出てくる。


    　ちなみに、そのあと教室に戻ったら授業をサボったことで彩いろ葉はからめちゃくちゃ睨にらまれた。


    　踏んだり蹴けったりの一日だった。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    　翌日。


    　昼休みになると放送で呼び出しがかかった。


    『一年三組山やま戸ど凪なぎ。……あー、職員室まで来てください』


    　なんというか、すごくやる気のなさそうな声だった。


    　理由どころか誰からの呼び出しかさえ言わなかった。


    「ナギ、なにをしたの？」


    「僕が問題を起こしたみたいに言うのはやめるんだ」


    　彩いろ葉はから犯罪者でも見るような目を向けられた。


    「僕だって知らないよ。でも、今のやる気のない感じ、ゲシュ先生じゃないかな？」


    「他にあんなやる気のない教師は見たことがないわ」


    　彩葉は、なにも僕にだけ厳しいわけじゃない。


    　その事実にちょっとだけ癒いやされた。


    　さすがに教師からの呼び出しだ。彩葉も止めはしなかったけど、背中からこんな声がかけられた。


    「──ナギ。あまり、危ないことに首を突っ込まないで」


    　心臓が跳ね上がった。


    　昨日の叢そう子こたちのことは、彩葉には話してない。授業中だったし、誰かに見られたわけでもない。彩葉が知ってるはずはないのに、全部見透かされてるみたいだった。


    　一昨日おとといの夜のことがあるからだろう。心配かけてるんだとわかった。


    「気をつけるよ」


    　いつもは僕の方が気にしてるのに、立場が逆転した気分だ。


    



    「失礼します」


    　職員室に入ると、すぐに中年のおっさん教師が手招きをした。


    　触ったらジョリジョリしそうな無ぶ精しよう髭ひげ。頰ほおも[image: ]こけて不健康そうな顔だけど、意外に体たい軀くはしっかりしてる。体育教師と言われたら信じそうだけど、担当は化学だ。


    　皇すめらぎ貴たか皇お──見てるだけで目がチカチカしてくる字じ面づらで、生徒の何人かがゲシュタルト崩壊を起こしたことからゲシュ先生のあだ名がついてる。


    「あー、お前が山戸？　ちょっとこれ吸い終わるまで待ってて」


    　職員室って禁煙じゃないのか……。


    　プカプカと紫煙を吐きながら、先生は心地好よさそうに日向ひなたぼっこしていらっしゃる。


    　字面以前に教師ってなんだっけ？　とゲシュタルト崩壊しそうな先生としても有名だ。


    　秒針が一周回るくらいの時間待たされて、ようやくゲシュ先生は立ち上がった。


    「悪いな。とりあえず、場所変えようか」


    　なんか教師というより、留年した先輩とかみたいだと思った。


    　どこへ行くつもりか、先生は職員室から出て行ってしまう。


    　慌ててそれを追いかけて、さすがに質問する。


    「あの、僕はなんで呼び出されたんでしょうか？」


    「お前、まだ部の申請用紙書いてないだろ？　昼休みのうちに書いておいてくれ」


    「部……？」


    　僕は帰宅部だ。いつも中学生の妹より先に家にたどり着いてることから、少しはその実力もわかってもらえると思う。


    　部活なんて始めるつもりはないんだけど、なんの話だろう？


    　と、首を傾かしげてる間に答えは目の前にやって来ていた。


    「あ、人生相談部……」


    　不器用にＭ．Ｏ．Ｅ．と貼られた紙が異様に目立つ教室だ。そういえば部活だって言ってたな。


    　先生は教室の扉を開けると、中に入って行く。


    　今は、誰もいないみたいだ。


    　改めて見ると、殺風景な部屋だった。


    　広さは普通の教室の半分くらいで、壁際にはブリキの戸棚が二つある。そのうち一つにはぎっしりと本が詰まっていた。昨日の、黒くろ埜のが持ち込んだものだろうか。


    　窓は開いてるけどブラインドが降りてて外からは見えそうにない。窓の横には折りたたみ式の長テーブルがいくつか立てかけられていて、他に机は見当たらない。椅子の方は教室にある普通のもので、そちらも窓際に積み重ねられていた。


    　先生は本が詰まってない方の戸棚を探っていた。


    「ほらよ、これだ」


    　引き出しの一つから、入部用紙を取り出し放ってくる。


    「あの、これって本当に部活なんですか？」


    「一応な。あー、それと顧問は俺な」


    　ダメな娘叢子の部の顧問がダメな先生ゲシユ先生……。


    　いやもう、本格的に世界が滅びるんじゃないかって気がしてきた。


    　僕の沈黙をどう受け取ったのか、先生は首を傾げる。


    「あれ、入部希望だって聞いたが、間違いか？」


    「いや、入部は希望してないですけど、天あま野のさんたちの話は聞きました。協力したいって答えたのは事実です」


    　先生は微苦笑した。


    「まあ、あいつらはちょっと常識が抜けてるからな。細かいところは許してやってくれ」


    「でも、僕はなにをすればいいんですか？　なにをどうすればいいのか、結局よくわからないんですけど」


    　だろうな、と先生は頷うなずく。


    「そう、難しく考えるな。お前は話し相手になってくれればいい。あいつらの疑問や悩みを、いっしょに考えて答えてやってほしいんだ」


    「話し相手……ですか？」


    「ああ。間違っててもいい。ただ、どんなくだらないと思える疑問にも、一つ一つ真剣に答えてやってほしい。それは、俺たち大人では力になれないことなんだ」


    　それは、ダメな外見からは想像もつかない、真しん摯しな声だった。


    　もしかしたら、この先生はダメな態度を装っているだけで、本当はすごくいい先生なのかもしれない。そんなふうに思えた。


    「それで、入部ってことでいいんだな？」


    「はい！」


    　だから、僕もはっきりと答えることができた。


    　鉛筆を差し出され、椅子を机代わりに記入を始める。それから、先生に目を向けてみた。


    「あの、先生は天あま野のさんたちのこと、ご存じなんですか？」


    「一部の教師だけだけどな。まあ、ほとんどの神しん器き少女は授業にも顔出さないから、教師でもしゃべったこともないやつの方が多いくらいだ」


    　ここって、どういう学校なんだろう……？


    　入部届といっても、学年と出席番号、それと名前を書くだけだ。すぐに書き終わる。


    　用紙と鉛筆を返すと、先生は気だるそうに窓の向こうを見つめた。


    　グラウンドでサッカーを始めてる男子生徒や、校外を散歩する女子生徒。たまに廊下からも笑い声なんかが聞こえてくる。


    　きっと、なにか深いことを考えてるんだろうなと思った。


    「なあ、山やま戸ど」


    　そんなことを考えてたら、いきなり先生に名前を呼ばれた。


    「は、はい」


    「お前は入部届を書いてくれたから、一応話しておくことにする」


    　言葉とは裏腹に、至極どうでもよさそうな声だった。きっと、僕が緊張しないでいいようにそうしてくれてるんだろう。


    「このまま行くと、三年後に世界が滅ぶって話は聞いたな？」


    「ええ、まあ……」


    　ふーっと、もう生きる気力まで失うせたようなため息が漏もれる。


    



    「あれな、あいつらはなんとかなるみたいに言うが、実は人類って、もう詰んでるんだわ」


    



    「……はい？」


    　ナニヲイッテルノカワカラナイ。


    　というかわかりたくない。


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．ってな、潜在的にはもう世界中の機械が感染しちまってるんだわ。で、運悪くそれが発症するのをＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックって呼んでるわけな。今お前のポケットに入ってる携帯なんかも全部。つうことはどう足あ搔がいても、もう人間の負けって確定しちゃってるんだわ。どっかの国の物騒な爆弾とか全部ひっくるめて押さえられちまってるんだからな」


    「あの、ちょっと……！」


    　本能的に聞いちゃいけない手合いの話だと感じたけど、ゲシュ先生の口は止まらなかった。


    「核兵器じゃなくても、原子炉が暴走すればそれでお終しまいだしな。それを止めたきゃ、今すぐ全ての機械を放棄あるいは封印するしかないわけなんだが……そう言われたって、無理だろ？」


    　胸ポケットから煙草たばこを取り出し、百円ライターで火を点つけると、腐った眼でどんよりと曇った空を見上げた。


    



    「世界は救われないとか知っちまうと、生きる気も失うせると思わねえ？」


    



    「なんでそういうこと生徒に言うかな、このクソ教師ぃぃぃっ！」


    　さすがに叫んだ。


    「いやだって、こんなとこで神しん器き少女に普通の学校生活送らせて生きる意味を探させようって時点でもいろいろ無理あんのわかるじゃん？　それを一人で黙ってるとかマジ重いし」


    「だからってなんで僕にまで背負わせるのっ？」


    「だってお前部員じゃん。関わっちまったからには一いち蓮れん托たく生しよう的な？」


    　うわ、ダメだこのおっさん。


    　見た目だけじゃなく中身までおしゃかだ。


    　一瞬でもいい先生かと思った僕がバカだった。


    　せめて叢そう子こたちみたく外面だけでも綺き麗れいでいろよ！


    「もう、なんなんだよこの学校は！」


    　神器少女みたいな超常の存在がいるかと思えばこんな変な先生いるし！　そこそこ偏差値よくて家から一番近いってだけの理由で選んだのに！


    「愛すべき我わが母校だ。つまり山やま戸ど、先生はお前の先輩でもあるんだ。ちゃんと敬うやまってるか？」


    　……なんかもう、なにもかも嫌になってきた。


    　憎悪を込めて睨にらみつけると、先生は肩をグルグルと回して伸びをする。


    「いやー、人に話したら少し楽になったわ。失敗しても俺一人の責任じゃないし？」


    　え、なに？　今ので僕も責任背負わされたの？


    　はははと笑いながらまたポンポンと肩を叩たたいてくる。


    「山やま戸ど、お前なかなか才能あると思うぞ？　さっそく俺の人生の悩みを解決してくれたんだからな。胸を張っていいぞ」


    　久しぶりに殺意が湧わいたよ。


    　ギリッと歯を食いしばったときだった。


    　ガラッと、部室の扉が開いた。


    「……ちょっと皇すめらぎ教諭。部室で煙草たばこはやめてとお願いしたはずですわ。廊下までにおってましてよ？」


    　かしこまった口調で苦情を投げたのは、背の高い女子だった。


    　ドリルのように縦に巻いた金色の髪で、爛らん々らんと輝く瞳は藍玉のような青。横に分けた前髪の隙間からは凜り々りしい眉が覗のぞいている。スッと彫りの深い目鼻といい、スラリとした長身といい、ギリシャ彫刻を思わす芸術的な容姿だ。なんとなくイギリス人を連想した。


    　ただそこに立っているだけで神こう々ごうしく見える気さえする。


    　嫌そうな顔で口を覆おおうと、ふと床で打ちひしがれる僕を見た。


    「なんですの？　そこの幸薄そうな少年は」


    　ふへ……。同情されてんのかな。初対面の人に哀れまれるのって、なんか地味にくる。もう考えるのも嫌になってきた。


    「ああ、ちょうどいいところに来たなイクス。こいつは一年の山戸凪なぎだ。今日から人生相談部の部員になった。あと一応言っとくが人間だからな」


    「人間……？　ああ、昨日、天あま野の叢そう子こが話していた……。話に聞いていたより、ずいぶん……その、期待外れですわね？」


    　それでオブラートに包んだつもりかコノヤロウ！


    　怒りで声も出なくてプルプル震ふるえてると、先生が親しげにまた肩を叩いてくる。


    「はっはっはっ、そう言ってやるな。こいつはすごいやつだぞ？　もう俺の悩みを解決してくれたんだ」


    「なにかは知りませんけど、元気にしゃべるのやめてくださらない？　気味が悪いですわ」


    　容赦ない言葉の暴力に、ガクゥッとすごい勢いで先生が肩を落とした。いい気味だ。


    　それからなにか納得したように頷うなずくと、少女は僕に手を差し伸べてくれた。


    「なんとなく、事情は察しましたわ。こんな男と話していたら気も滅入るでしょう？」


    　実にその通りだったので僕は力強く頷いた。


    



    「わたくしは駆かり馬まイクス──エクスカリバーの神しん器き少女と言えばわかっていただけるかしら」


    



    「エ、エクスカリバーッ？」


    　その名前にはもはや説明の必要がないだろう。


    　アーサー王の伝説を知らなくたって、エクスカリバーの名前を知らないやつは少ない。


    　伝説のＲＰＧ『ファイナルハントジー（Ｇというハンターがクリスタルを集める物語）』をはじめとする数あま多たの創作物で最強ないしそれに近い武器として登場している。


    　ただの剣としてだけではなく、十二星座の戦士の必殺技名だったり、ときには可変戦闘機だったり、とにかく最強の代名詞のような聖剣だ。


    　しかもその神しん器き少女である彼女も、アーサー王よろしくめちゃくちゃ礼儀正しくて優しい！


    　はわはわと口ごもりながら、僕も自分の名前を名乗る。


    「ええっと、エクスカリバーさん！」


    「イクスで結構ですわ。なんですの？」


    「僕、ずっとファンだったんです。あの、イクスさん、握手してもらっていいですか？」


    　聖剣にファンだって挨あい拶さつするのはなんか変な気分だけど、些さ細さいなことだった。


    　ゴシゴシとズボンで手を拭ぬぐってから差し出すと、クスクスと甘い吐息を漏もらす。


    「おかしな方ね。握手くらい、断る理由はありませんわ」


    　天使みたいな笑顔で、イクスは手を握り返してくれた。


    　柔らかくて、細くて、くうっ、女子の手だ！


    「……はっ、ファンです、だってよ。後悔しやがれ」


    　夢見心地の僕の後ろで、ダメなおっさん教師がなんかぼやいてたけど気にしない。


    「天あま野の叢そう子こと美み紺こんにはお会いになったんですのよね？」


    「はい！」


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部の活動に参加しているのは、今のところその二人とわたくしの、三人くらいですの。人間の部員は初めてですけれど、よろしくお願いしますわ」


    「こちらこそ！」


    　ともかく、こうして僕はＭ．Ｏ．Ｅ．人生相談部に入部することになった。


    



    　世界が滅びるまであと一〇五一日のその日、僕は入部希望を提出した。

  


  
    



    第三章　放課後のアマノムラクモ


    



    



    「──ところでさ、なんでみんな授業には出ないの？」


    



    　放課後。


    　──わたしたちがなんで存在するのか、生きる意味を教えてください──


    　そんな命題に答えるため、あれから僕は授業が終わると人生相談部に来るようにしてるんだけど……。


    　──なにも、することがない。


    　神しん器き少女たちが人生に迷ってるとはいっても、まず本人たちがなにを探してるのかもわかっていないらしかった。


    　いわゆる、なにがわからないのかがわからない状態だ。


    　自分探しの旅に出るといって飛び出したのに、結局観光してきちゃっただけで途方に暮れてるみたいなテンションだ。


    　そこで彼女たちにしてやれることはあるのか。


    　……特にありませんでした。


    　結局、毎日無目的に部室でダラダラしてるだけという、恐ろしく時間の無駄遣いをしている。


    　みんな！　世界が滅びるまであと三年もないってわかってるかなあ？


    　いやもう、僕がどれくらい思い切ってここに来たと思ってるのかな？　かなー？


    　いくらなんでも手持ち無ぶ沙さ汰たで、ふと部室にいる神器少女たちに[image: ]きいてみたところだった。


    「私は、受ける必要がないと説明したはずだが？」


    　また分厚い洋書に視線を落としながら黒くろ埜のが言う。


    　彼女はいつだって部屋の隅で本を読んでいる。


    　北側を背にした窓際で、本がみっちり詰まった戸棚に手が届く絶妙な位置。そこが黒埜美み紺こんの指定席らしかった。


    　やることもなくて部室に座ってるだけだから、三人の神器少女のやることというか、趣味みたいなものも見えてくるもんだ。


    「黒埜は聞いたけど、叢そう子こやイクスさんは？」


    　ひくっと、叢子が身を強こわ張ばらせた。


    　彼女はわりと定位置がない。椅子を引っ張り出してきてぼんやりしていたり、なにを思っているのか戸棚を眺めていたり、かと思えば黒埜の髪をいじっていたりする。


    　行動に規則性がなく、まったく動きが読めない。


    　ある意味、この娘こが一番人生に迷ってるんじゃないかと思う。


    「だって……人間の多いところは苦手というか、なにしゃべったらいいかわからないんです」


    　人見知りだったんだ……。


    　でもそう考えると、初対面──正確には再会だったけど──あの夜の暴走ぶりも理解できなくもない。めちゃくちゃ挙動不審だったし。


    　というか部室でフラフラ彷徨さまよってるのも、もしかしてその症状だろうか？　ここに一人、面識の薄い人間が居座っちゃってるんだし。


    　……いやいや、いきなり決めつけるのは失礼だよな。


    　僕はイクスさんに話を振ってみる。


    「イ、イクスさんも？」


    「まさか、ですわ」


    　イクスは金色の髪を振り払って胸を張る。


    　彼女の膝には金ぴかのアクセサリーが載っている。それを差し引いてもキラキラと後光が見えそうなくらい神こう々ごうしいけど。


    　女の子らしいというべきか、彼女は装飾品に興味があるみたいだ。ちょくちょくシルバーのアクセサリーを磨いてたり、なんかの原石っぽいのをいじってたりしている。二つある戸棚のもう片方は、彼女のコレクションらしい鉱物が収納されていた。


    　どちらかというと、芸術鑑賞に近い感覚なのかもしれない。

  


  [image: ]


  
    　化粧には興味がないみたいで、口紅やマニキュアもろくにつけてない。


    「わたくしがここにいるのは世界を救う手段とやらを見つけるためであって、日本の教育を受けるためではありませんもの。正直、興味が持てなくて時間の有用性を感じないんですの」


    　確かに、エクスカリバーに人間の高等教育に興味を持てというのも難しい話かもしれない。


    　というか、話しかけるだけでも緊張するなあ！


    　それより問題は叢そう子この方だと思った。


    「叢子は、もしかして人間が苦手なのかい？」


    「そこまでは言いませんけど、わたし、皇こう宮ぐうから出たことってほとんどなくて……」


    「皇宮……？」


    　コホンと咳せき払ばらいをして、叢子は頷うなずく。


    「基本的にわたしは皇宮で祀まつられてましたから。まともに外に出たのは二回くらいでしょうか。一度目のときには熱あつ田た神宮でお世話になりましたけど、やっぱり祀られてしまいましたし」


    　くそっ、人見知りどころかセレブだった。


    　お嬢様すぎて庶民の感覚がわからないってことか。


    「な、なるほどね。ちなみに二回目のときはどうだったの？」


    　一回目が熱田神宮ってことは、古こ事じ記きでいうところのヤマトタケル皇子のあれなんじゃないだろうか。野火を薙なぎ払ったことで〝草くさ薙なぎの剣〟と呼ばれるようになった逸話だ。旅の途中で熱田神宮のある尾張に預けられたことになってる。


    　二回目というのがパッと思いつかなくて[image: ]きいてみると、叢子は青ざめて震ふるえ上がった。


    「あのときのことは、あまり思い出したくないです」


    　なんかろくでもないことがあったらしい。


    　……あ、そうだった。


    　天あまの叢むら雲くもは平安末期──平家物語の時代にも登場して、戦乱の中で一度海に沈んでるんだ。しかもときの天皇──安あん徳とく天皇といっしょに。


    　もしかしたら叢子の人見知り……もとい人間への苦手意識みたいなのは、その辺から来てるのかもしれない。もちろん、突然人間になって戸惑ってるというのもあるんだろうけど。


    　……ふむ。なんか、やれることが見つかったような気がする。


    「あのさ、叢子は普段、学校が終わったらなにをしてるんだい？」


    「部屋にいますけど」


    　神しん器き少女たちには専用の宿舎があって、そこで暮らしてるらしい。そういうのは国だか国連だかできちんと用意されているんだとか。一つの宿舎に一定数の神器少女が集まって暮らしているという話だ。……神器少女って何人くらいいるんだろう？


    　ともかく、ちゃんといい暮らしをしてるといいんだけど。


    「街とか歩いたりはしないの？」


    「行ったことがありません」


    　そんな恐ろしいこと、とんでもないというように叢そう子こは首を横に振る。


    　黒くろ埜のはともかく、イクスはそれなりに街中に出てるように見える。黒埜にしたってあの大量の本を仕入れるのに外の世界へ向ける目は持ってるはずだ。


    　叢子もとりあえず学校の外に出してみれば、なにか変わるんじゃないだろうか。


    「じゃあ、今度街の案内でも────」


    「──いいんですかっ？」


    　めちゃくちゃ食いつきがよかった！


    　そうか。怖いってだけで、関心がないわけじゃないんだな。


    　でも、興味を持ってるなら話は早い。好きな物を見つけて街中に出るようになれば、脱人見知りの……もとい人間と仲良くなる第一歩になる。


    　特に深い考えがあったわけでもないけど、言ってみてよかった。


    



    「へえ、お前、勇敢だなあ」


    



    「ひいっ？」


    　いきなり後ろから気だるそうなおっさんの声が聞こえた。


    　寒気を感じて振り返ると、そこにはだらしない格好のおっさん教師が立っていた。


    「よう。部活に励んでるか諸君」


    「少なくとも、君よりはね」


    　黒埜から辛しん辣らつな言葉を投げつけられても、ゲシュ先生はニコニコと笑ってた。


    　不気味だ。なんか嫌な予感がする。このおっさんから距離を置きたいのに、なぜか襟えり元もとをしっかりと摑つかまれた。


    「ちょいと山やま戸どを借りていくが、かまわんか？」


    「あ、その……」


    　叢子がオロオロと呼び止める。まさに救いの天使だ。がんばって叢子！


    　それに先生がビシッと親指を立てて返す。


    「街案内は、明日の放課後三時半に部室集合な」


    「はい！　いってらっしゃい山戸くん」


    　天使のような笑顔で見送られてしまった。


    　しかもなんか勝手に予定が決められてる。


    



    「……それで、なんの用なんですか？」


    　ずるずると教室の外に連れ出され、さすがに迷惑そうな声が漏もれてしまった。


    「いや、潜入一週間にしてようやくお前が動いてくれたみたいだからな。顧問教師としてアドバイスでもしてやろうと思ってな」


    　ろくでもない予感しかしない。


    「潜入とか人聞きの悪い。僕はただ、叢そう子こ……天あま野のさんたちの役に立ちたいって思っただけですから」


    「うんうん。山やま戸どのそういう清い心ってやつは、先生とっても尊とうといもんだと思うぞ？」


    　清いとか尊いとか、人の口から聞くとどうしてこんな胡う散さん臭くさく聞こえるんだろう……。


    「まさかいきなりデートに誘うとは、山戸もなかなか度胸があるじゃないか」


    「デ、デートとかじゃないですからっ！　ちょっと観光案内するだけですから！」


    「あ？　あいつらにしてみりゃ人生で初めて同年代の男子と二人きりで出かけるんだぞ？　デート以外のなんだっていうんだよ」


    「ぐ……」


    　軽い気持ちで誘ったのに、なんか大事になってきたぞ。


    　デートとか僕もしたことないんですけど！


    　胡散臭い先生はポンポンと肩を叩たたいてくる。


    「それはそれとして、叢子たちの目的が生きる意味を探すことだってのは理解してるよな？」


    「ええ、まあ……」


    　なんか妙に嬉しそうに、先生はバンバンと肩を叩いてくる。


    



    「それな、間違っても人間に失望なんかさせたら、世界滅ぶから」


    



    「は……？」


    　もう、顔が引きつって言葉も出なかった。


    「そりゃあ、あいつらは生きる希望を探してるんだ。その逆の感情を抱かせたら滅ぶのは当たり前だろ？　黒くろ埜のあたりは一発で見限るだろうし、叢子なんか純粋だから余計傷つくさ。つまり、お前は世界の敵になるわけだ」


    　当然だよね？　とでも言うような口ぶりに、表情の変わらない白い生き物でも見てるような気分になってきた。Ｍ[image: ]ベレツタで蜂の巣にされればいいのに。


    　というか、なにそんな破滅的に重要な情報を後出しするんだよこの教師は！


    「だから今回お前がやるべきことは、叢子を失望させずに楽しませることだ。世界の敵になりたくなければ、せいぜい人間を好意的に見てもらえるように足あ搔がくんだな」


    「あんた僕を追い詰めてなにが楽しいんだよおっ？」


    「ははは、なにを言ってるんだ。先生、山戸の味方だぞ？　なにも知らずに消されるよか、理由がわかってて死ぬ方が気が楽だろ？」


    「なんで失望させんのが前提になってるんだよクソ教師！」


    　確信した。こいつは敵だ。


    　絶対僕を追い詰めて楽しんでる！


    　先生は口元に笑みを浮かべ、むかつくどや顔でまた肩を叩たたく。


    「まあ、先生だけは山やま戸どの尊とうとい犠牲を忘れないから、安心しろ」


    　こいつはここで死ぬべきだと本気で思ったよ。


    　くそっ。腹が立ったぞ。絶対に叢そう子こを楽しませてきてやる！
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    「なあ、夢ゆめ羽は。女の子ってどんなところに連れていったら喜んでくれるかな？」


    　先生が勝手に取りつけた約束は明日の放課後だ。時間も残されてない。手段なんか選んでいられなかった。


    　そう[image: ]きくと、妹の目が点になった。


    　それから、目頭を押さえてよよよと泣き崩れる仕草をする。


    「よかった……。お兄ちゃんが、ついに妄想から現実に目を向けてくれた！」


    「お前はなにを口走ってるんだ？」


    　この妹、兄をどんな目で見てたんだろうか。


    「だって彩いろ葉はさんほどの美人がお向かいに住んでるのに、この兄ときたら来る日も来る日もあたしより先に帰ってきてはぐうたらと……。正直、性せい癖へきを疑わざるを得ないところだよ？」


    「お前はなにもわかってない。あんな冷たい目で睨にらまれてるのに好意を訴えられるほど、男って生き物は強きよう靱じんじゃない」


    「なんでそんなに追い詰められてるのっ？」


    　いや、僕が彩葉に抱いてる好意は純粋で非常に健全なものですから。


    　むしろ妹を大切にしてるみたいな紳士的な感情ですから。


    　性的な興味とかまったくないですから。……たぶん。


    　仮に付き合ってくださいとか告って「勘違いしないで」とか言われたら僕のガラスの心臓は耐えきれないですから。


    　……というか最近、登校中に彩葉がいなくてあんまりしゃべってないなあ。


    　学校にはちゃんと来てるんだけど、部活でも始めたのか、授業が終わったらすぐにいなくなっちゃうんだよな。


    　やっぱウザがられてるのかなあ。


    　しつこく声をかけるのって、逆効果だったのかなあ。


    「お、お兄ちゃん？　あたし別にそんな責めたつもりはないよ？　そんなに落ち込まないで」


    　なんか妹に心配された。


    「お、落ち込んでなんかないから！　それより、女の子ってどういうことが好きなもんかな」


    「んー、彩いろ葉はさんなら、お兄ちゃんが誘ったらどこでも喜ぶと思うけど？」


    「彩葉の話はしてないから！」


    「あ？」


    　夢ゆめ羽はの目が、キュッと細められた。


    「お兄ちゃん、浮気とか最低……。女の子をなんだと思ってるの？」


    「そのゴミでも見るような目は一体なんだ」


    　なんか変な勘違いをされてるくさい。浮気どころか完全に片想いなんですけど！


    「ちゃんと話を聞け。学校にちょっと人付き合いが苦手で外に出たがらない女子がいるんだ。その人の人見知りを直してあげたいってだけで、デートとか大それたもんじゃないから」


    　なのに世界の命運がかかってるとかわけのわからないこと言われたけど。


    　あと勝手に人見知り認定してごめんなさい叢そう子こさん。


    「なあんだ……。それならそうと先に言ってよ。危あやうくお兄ちゃんを人間のクズ認定しちゃうところだったよ？」


    　僕はクズ認定されるところでした。


    　父さん、母さん、僕の立場は非常に軽いみたいです。


    　夢羽は人差し指を唇に添えて天井を見上げる。


    「うーん、そうだなあ。どんな人なの？」


    「セレブで箱入り娘……かな？」


    　間違っては、いないはず。


    「だったら、むしろ庶民的な遊びの方が新鮮だったりするんじゃないかな？　ファーストフードとか食べたことなかったり……は、さすがにないか」


    「いや、あれはたぶん、本当に食べたことないんじゃないかな……」


    「……マジで？」


    　さすがに妹も絶句する。


    「じゃあ、あとはゲーセンとかどうかな？　セレブとは無縁な気がするよ？」


    「なるほど。それなら僕も無理なく案内できるな」


    「そうそう。まるっきり馴な染じみのないところに行ってもお兄ちゃんがテンパるの目に見えてるし。……お兄ちゃんの許容範囲でそういうの考えるの、めちゃくちゃ大変なんだからね？」


    　なんか、妹にも迷惑かけてるみたいですみません。


    「ありがとう夢羽。参考になったよ」


    　よし！　次はチャットのみんなにも[image: ]きいてみよう。
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    草薙【──というわけで、そんな感じの女の子ってなにが喜ぶと思いますかね？】


    hako【うん。草くさ薙なぎさん、先にひと言いいかな？】


    草薙【どぞ】


    hako【リア充は氏ね】


    笑吉【爆発しろ】


    草薙【酷ひどっ】


    笑吉【まあ、ちょっと考えてみろよ。平日からこんなところに入り浸ってる時点で、そんな世界とは無縁だとかわからないか？】


    草薙【僕だって無縁だから困ってるんですよ！】


    hako【わかったから砕け散ればいいと思うよ？】


    



    　──ウタさんがログインしました──


    



    ウタ【こんばんは。なに揉もめてるの？】


    草薙【こんばんわ。いや、ちょっとかくかくしかじかでログ見てくだしあ】


    hako【こんばんわ。ちょっと今宗教裁判中なんで待っててもらえますかウタさん】


    笑吉【世界の拷ごう問もん集のページ貼っとくな？　http://www.xxxxxxあとこんばんはウタさん】


    草薙【わかったからもうやめて！】


    hako【そういえばこんばんわって〝わ〟と〝は〟どっちが正しいの？】


    笑吉【〝は〟だよ。〝わ〟の方が愛あい嬌きようあると思うけどな】


    hako【じゃあ疑問も晴れたことだし裁判を続けますか？】


    笑吉【だな】


    草薙【どう足あ搔がいても絶望】


    ウタ【ログ見てきたよ。とりあえずここで[image: ]きくのは間違いだってアドバイスしとく】


    草薙【ごめん。ちょっと遅かったです】


    hako【右手に短刀と毒薬を！　左手に銀貨三〇と荒縄を！】


    笑吉【クリーク！　クリーク！】


    ウタ【救いはないね】


    hako【まあ、ぶっちゃけ変わろうとする必要なんてないと思いますよ？　コミュ障ならネットで生きてきゃいいじゃないですか】


    笑吉【そうそう。歓迎するぜお二人さん】


    草薙【うわもう他ひ人と事ごとだと思って……】


    ウタ【でもボクは変わろうとすること自体は悪いことじゃないと思うよ。その子がどう思ってるかは知らないけど、大切な子ならちゃんと最後まで面倒見てあげなよ？】


    hako【マジレスするのはやめましょうよ！】


    笑吉【ウタさんは真ま面じ目めだなあ】


    草薙【ありがとうございます。ちゃんと面倒見るつもりですから大丈夫です】


    ウタ【うん。がんばってね】


    hako【リア充氏ね氏ね氏ね氏ね氏ね氏ね】


    笑吉【リア充爆発しろ爆発しろ爆発しろ】


    草薙【落ち着いて二人とも！】


    ウタ【ま、上手いこと玉たまの輿こしに乗ったらなんかご馳走してよ】


    草薙【ウタさんまで！】


    ウタ【ははは。あと、セレブなんだったら庭園っぽいところとか興味あるんじゃないか？】


    草薙【庭園ですか？】


    ウタ【セレブってバラ園とかそんなイメージない？】


    草薙【おお、なるほど！】


    hako【バラのトゲって拷ごう問もんに使えるらしいですよー？】


    笑吉【聖書でも有名ですよー？】


    hako【キリストでも嘆くレベルらしいですよー？】


    草薙【あんたらもう黙ってろよ！】


    ウタ【ま、ここにそんな話題持ち込んだ君の責任だよ。諦あきらめろ】


    草薙【見捨てないでウタさん！】
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    「さて、と……」


    　チャットから退室して、思わず独り言が漏もれる。


    　なんか散々だった気もするけど、[image: ]きいてみてよかった……んじゃないかな？


    　とりあえず、バラ園について調べてみよう。天あまの叢むら雲くもがバラに興味を持つものなのかはわからないけど、一般的な女の子の感性なら悪い気もしないんじゃないだろうか！


    　音おと姫め市、バラ園、のキーワードでcoolge先生にお尋ねしてるときだった。


    「ん？　メールだ」


    　広告メールかと思ったら、差出人はウタさんだった。


    　ネットで恋愛相談は本気でやめとけとか、誘われた女の子も緊張するもんなんだから気を使うようにとか、女の子と歩くとき気をつけてあげるべき点なんかが書いてあった。恋愛相談ってわけじゃないんだけど。


    　メールの最後には、音姫市の綺き麗れいなバラ園や喫茶店のリンクまで貼ってある。


    　ウタさん……。いい人だなあ。


    　チャットで話したら炎上するから、わざわざメールしてくれたらしい。


    　ゲシュ先生のせいでいろいろ辛つらかったから、胸にジンと来た。


    　感謝の言葉を一〇行くらい連ねてお礼のメールを送り返す。


    　と、それからふと思った。


    「ウタさんって、もしかして女の人なのかな……？」


    　なんというか、メールの内容が妙に女性視点というか、女子の好きそうなものに詳しすぎるというか。ウタというハンドルネームから連想できる〝歌〟って言葉もどちらかというと女性っぽい。僕ならロックとかに捻ひねる。


    　それに〝玉たまの輿こし〟って言葉も、本来は女性が裕福な男性と結婚することを指す言葉だ。あまり男性が使う言葉じゃない。男の場合だと……ヒモ？


    　くそっ、なんなんだこの言葉の格差は。ほとんど差別じゃないか！


    　それはともかく、ウタさんだ。


    　チャットの一人称は〝ボク〟だし男口調だけど、ネットで口調を変えたがる人なんかいくらでもいるだろうし。


    　もちろん面識はないんだけど、ここのチャットに誘ってくれたのは実はウタさんだ。


    　ゲームの掲示板で知り合って、仲良くなったからこっちでも話そうという流れだった。


    　そういう事情もあるおかげか、hakoさんも笑しよう吉きちさんもおもしろくていい人たちだけど、やっぱりウタさんが一番仲がいい気がする。


    　まあ、ネット上から現実リアルを詮索されてもいい気はしないだろう。


    　どういう人なのかは気になるけど、今はやめておこう。


    　明日の決戦に備えて、僕も歩くルートを入念に練り始める。


    　ふと、顔を上げると窓の向こうには明かりが灯って見えた。


    　そちらは表の通りになっていて、それを挟んで彩いろ葉はの家がある。明かりがついてるのは彼女の部屋だ。


    　とたんに、今調べていたルートを歩く姿に、彩葉の顔が浮かんだ。デートだというなら、彼女と手を繫つないで歩き──いやいや待て待て！


    　彩葉とは別に付き合ってるわけじゃないし。


    　どちらかというと鬱うつ陶とうしがられてるわけですし！


    　でも、ずいぶん長いこと、彼女といっしょに歩いていない気がした。
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    「こんにちは、山やま戸どくん」


    「こ、こんにちは、叢そう子こ」


    　部室に行くと、すでに叢子が待っていてくれた。


    　黒くろ埜のとイクスはいつもの定位置でそれぞれの趣味に没頭している。


    　叢そう子こも僕も、服装は制服だ。うちの学校は制服で外を歩き回ってはいけないという校則はないから、この格好で問題ない。


    　というか、着替えを用意しようとしたらその野や暮ぼったいジーパンとシャツの組み合わせは死んでもやめとけと妹に釘を刺された。そこまで言わなくてもいいと思うんだ。


    　なんにせよ、これから始まるのはおちゃらけたデートじゃあない。


    　人間と神しん器き少女の命運を懸けた真剣勝負だ。


    　是が非でも、叢子には外の世界を楽しいと思ってもらわないと世界が滅ぶらしいし。


    　深呼吸をしていると、黒埜が口角を吊り上げ意地の悪そうな笑みを浮かべた。


    「山やま戸ど。昨日、皇すめらぎになにを吹き込まれたかは知らないが、そう堅くなるな」


    　黒埜……。励ましてくれるのか？


    



    「君が失敗しても代わりはいる。なあに、ちょっとした運試しと思って散さん華げするといい」


    



    　くそっ。こいつも敵だった！


    　ゲシュ先生みたくプレッシャーかけてこないだけマシだけど、僕の命を屁へとも思ってない。


    「美み紺こん。山戸少年はわたくしたちに協力してくれてるんですのよ？　そういう言い方はよくないと思いますわ」


    　イクスさんマジ天使。


    　でも僕の呼び方〝山戸少年〟なんだ。小林少年みたいで微妙な気分だけど。


    　クルクルと巻いた金色の髪を指で梳ときほぐし、優しげに微笑する。


    「美紺はこんな言い方しかできませんけれど、山戸少年の緊張をほぐそうとしてるんですわ」


    　そ、そうなのか？


    　目を向けると、黒埜はつまらなさそうに視線を逸そらす。


    　照れ隠しなのか本当に不機嫌なのかはよくわからないけど。


    「わたくしの昔の主もそうでしたけれど、理解というものは一日二日で深まるものではありませんわ。時間をかけて、ゆっくりと歩みよって行けばよいと思いますの」


    　それから、ペコリと頭を下げる。


    「今日は天あま野の叢子のこと、お願いしますわ。わたくしたちの大切な仲間ですから」


    　慈母のごとき微笑には光さえ射しているように見えた。


    「はい！　がんばります！」


    　イクスさんはいい人だなあ。


    　叢子と違って誰とでも自然と打ち解けるし、黒埜みたいに意地悪じゃないし！


    　でもなんで叢子だけいつもフルネームで呼ぶんだろう？


    「それじゃあ、行こうか叢そう子こ」


    「はい、山やま戸どくん」


    　頷うなずく叢子は、恥じらうように頰ほおをほのかな赤に染めていた。


    　いろいろプレッシャーはかけられたけど……よく考えたら、こんな可愛かわいい子と二人っきりで歩けるってすごい幸運なことかもしれない。
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    　最初に向かったのは、音おと姫め城公園だった。


    　なんだかんだで、この丘の上の公園は音姫市の中央にあり、どこを回るにしてもここを通るのが一番わかりやすいのだ。


    「ここが音姫城公園。城っていっても、もう残ってないけどね。あっちの高台から音姫市が一望できるようになってるんだ」


    　そう説明して振り返ると叢子は────


    「──って、叢子、大丈夫っ？」


    　思わず悲鳴が出そうなくらい、叢子は挙動不審になっていた。


    　せわしなく視線を左右に揺らし、キュッと結んだ唇はすっかり青ざめ、額からは汗が伝っている。スカートの前で組んだ手がプルプルと震ふるえていた。


    「だ、だだだだ大丈夫れすよ？」


    　ダメだすでに呂ろ律れつが回ってない。


    　まだ四時前ということもあって、公園の中は結構な人数が行き来している。主に学校帰りの小中高校生が大半だ。それでも街中の雑踏に比べればマシなもののはずなんだけど。


    　叢子は、そんな生徒たちを強烈に意識していた。


    「ごめん、人混みってそんなに苦手だったんだ……」


    「そ、そんなことないれす！」


    　説得力──相手に「なるほど」と頷かせる言葉の力。


    　今の叢子にはそういった力が備わっていないらしかった。


    「ちょっとあっちで休む？」


    　休憩所のベンチを示すと、叢子はすごい勢いで首を横に振る。


    「ほ、本当に大丈夫なんです。ただ、ちょっと周囲の人から視線を向けられると、どうしても意識してしまって、なにをしたらいいかわからなくなるだけで……」


    　人見知りどころか対人恐怖症レベルだった！


    　とはいえ、叢子の言ってることもわからないではなかった。


    　叢子は本当に綺き麗れいだ。道を歩けば誰もが振り返る。


    　天あまの叢むら雲くもという神しん器き少女の彼女は、そういった視線を人よりも敏感に感じてしまうのだろう。それは自分の一挙手一投足を監視されてるようなものだ。


    　さて、どうしよう……。


    　見られるのが怖いってことは、見られないようにすればいいのかな。


    　でも帽子やメガネで素顔を隠すっていうのもなんか違う気がするし。


    　ひとまず、ベンチに座って落ち着かせよう。このままじゃ観光案内どころじゃない。


    「飲みものを買ってくるから、ちょっとだけ待ってて」


    　そう言い残して、僕は自販機に走る。


    　最初の一歩から激しく踏み外した気分だ。


    　そうして自販機の前にたどり着くと、そこには見覚えのある日ひ傘がさがあった。


    　濡ぬれ羽色の長い髪には、いつもの露つゆ草くさ色のリボン。


    「彩いろ葉は？」


    「……ナギ？」


    　迷惑そうに、彩葉は目を細めて振り返った。


    　なんだろう。


    　彩葉を放って女の子と二人っきりで歩いてたという事実に、罪悪感というか、ただならぬ後ろ暗さを感じる。


    「なにを慌ててるの？」


    「あう、いや、その……い、彩葉は、散歩かい？」


    「……？　下校中なのだけれど？」


    　他になにかあるかと、制服姿の彩葉は首を傾かしげた。


    　それはそうだろう。僕だって放課後になってすぐに叢そう子ことここに来たんだから。


    「ナギはなにをしているの？」


    　慌てふためく僕を不審に思ったのか、彩葉がずいっと顔を近づけてくる。小さな顔に嵌はまった大きな瞳が迫り、心臓がバクバクと鳴る。


    　ふわりと、甘い香りがした。近い。近いって！


    「な、なんていうか、トモダチが人混みに酔っちゃって……」


    　噓うそではないが、真実でもない。


    　曖あい昧まいな言葉に、彩葉は露ろ骨こつに怪け訝げんそうな顔をした。


    



    「友達？　ナギに……？」


    



    　あり得ないって顔された。……うん。ちょっと泣きそう。


    　それから真相を暴く探偵のごとく、僕が来た方向に目を向ける。


    　叢子が座っている休憩所には二枚の壁があって、小屋のような形になっている。こちらからは死角になっていて見えないはずだけど。


    　数秒の間、背後の様子を窺うかがっていた彩いろ葉はだけど、やがて興味をなくしたように自販機へ硬貨を投入する。


    　彼女の選択としては意外なことに、炭酸系のビタミン飲料のボタンを押す。


    　あれ？　彩葉って炭酸は苦手じゃなかったっけ。


    　首を傾かしげてると、彩葉がペットボトルを差し出してきた。


    「……早く戻ってあげたら？」


    「え、いや、え……？」


    「気分が悪いのなら、こういうものの方がいいものよ」


    　彩葉は、こういう娘こなのだ。


    　不機嫌そうに見えて、その実、困ってる人がいたら放っておけない。


    　うぅ、根はこんなに優しいのに、どうしていつも仏ぶつ頂ちよう面づらをしちゃうんだろう。笑うと可愛かわいいのになあ。


    「……なによ」


    　なにやら引いた顔をされた。


    　彩葉はツイッと背中を向ける。濡ぬれ羽色の髪が、幻想的に広がった。


    「じゃあ、私はもう行くわ」


    「うん。彩葉も、ありがとう。彩葉も具合が悪くなったらちゃんと休めよ？」


    　返事はなかったけど、白い日ひ傘がさが機嫌をよくしたようにクルクルと回っていた。


    　その後ろ姿は、なんだか嬉しそうに見えた。
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    　叢そう子この元に戻り、ペットボトルのキャップを切って手渡すと、彼女は「きゅうっ」と小さな悲鳴を漏もらして目をしばたたかせた。


    「な、なんですかこれ！」


    「ごめん。炭酸、苦手だった？」


    「口の中でしゅわしゅわって、なんだか凄すごいです！　こんなの初めて飲みました」


    　彩葉の言った通り……というか、それをだいぶ上回る効果があったらしい。


    　先ほどまでの青ざめた顔はどこへやら、叢子は目を輝かせていた。


    「気に入ってもらえたんならよかったよ」


    　あとでもう一度、彩葉にお礼言わないとな。


    　嬉しそうな叢子を眺めていて、ふとあの言葉を思い出した。


    　──生きるって、なんなんですか──


    　夢の中の叢子は、そう言って泣いてたんだ。


    「ねえ、叢そう子こは、なんかやりたいこととかないのかい？　夢とか、憧れとか、なんでもいい」


    　生きる意味って、たぶんそういうのを追いかけるところから始まるんじゃないかと思う。


    　叢子は、ハッとしたように顔を上げ、それから困ったように俯うつむいてしまう。


    「いや、無理に言わなくてもいいんだ。ただ、ちょっと気になっただけで」


    　僕が引き下がろうとすると、叢子は首を横に振った。


    「わたしたち神しん器き少女は、本当は神話に語られる通りの力を振るえるんです。でも、突然こんな姿を与えられて、力もだいぶ不安定になってしまいました」


    　不安定な力と聞いて、僕はゴクリと喉のどが鳴った。


    「それって、もしかして……」


    「はい。気が動転したら、制御がきかなくなって止まれなくなるかもしれません」


    　気が動転すると暴走するとか、叢子なんてもろに危ないじゃないですかー！


    「わたしは剣です。強く在ある必要があるんです。でも、力って簡単になんでも壊しちゃいますよね。壊してから、そんなつもりじゃなかったなんて言われても……誰も、納得できないじゃないですか」


    　過去に、なにか大切なものでも壊されたんだろうか。それとも壊してしまったんだろうか。


    　切なげに、叢子は吐息を漏もらした。


    



    「わたしは、力なんていらないです。わたしは、人間が羨うらやましい。人間に、なりたい、のかも」


    



    　精一杯、彼女なりに悩んで答えてくれた言葉なんだって伝わった。


    　僕はなにをやってるんだろう。神器少女の疑問に答えてやらなきゃいけないのに、僕の方が答えてもらってどうするんだ。


    　助けなきゃって、力にならなくちゃって、これまでになく強く思った。


    　もしかすると、叢子が人見知りするのは力を怖がってるからなのかもしれない。周りの人を傷つけることを怖がってるんだ。だったら──


    「ねえ、叢子はこの前、僕の手は普通に握れたよね。あれはどうして？」


    　そう[image: ]きくと、叢子の顔が見る見る赤くなった。


    「あ、あれはそのっ、学校でまともに話せる人を見つけたから、ついその勢いで……」


    　そこで喜ぶとか、いよいよ末期じゃないの……。


    　ちょっとため息が出そうになったけど、でも僕の考えは間違ってなさそうだ。


    「僕は、叢子と手を繫つないでも怪け我がなんかしなかったよ？」


    　叢子は心外そうに頰ほおをぷくっと膨ふくらませた。


    　なんか可愛かわいいな。もうちょっと怒らせてみたくなる。


    「あ、当たり前じゃないですか！　この体は人間と同じなんです。神霊化しなければ力を使ったりできないですよ？」


    　神霊化っていうのは、この前の鎧よろい姿のことかな。戦闘機を蹴けり砕くくらいだから、そりゃあなんでも壊れるだろう。


    　……うん。あれで暴走されたら本気で死ぬかも。ちょっと不安になってきた。


    　と、とにかく！　どっちにしろ、それなら話は早い。


    「じゃあ、なにも問題はないじゃないか。その体でいる間は、君が心配してるようなことは起こらないってことだろう？」


    　叢そう子こは心底驚いた顔で僕を見上げた。


    「わたしのこと、信じるんですか？」


    「もちろん」


    「会ったばかりなのに、どうして？」


    　そう言われると、ちょっと困った。


    「理由なんて、わからないよ。人間にしか見えないから……じゃ、ダメかい？」


    　僕は知ってる。叢子が戦闘機からパイロットを救い出すため、撃墜せずにがんばったことを。


    　それから、少し意地悪をするように問いかける。


    「それとも、君は今もカッとなったら僕ごと吹き飛ばしちゃうのか？」


    　叢子は、恥じらうように顔を背そむける。


    「それは……自信がありません」


    「そこは自信を持って否定してよっ？」


    　悲鳴を上げると、叢子はおかしそうに小さく笑っていた。


    　なんというか、肩の力が抜けたみたいな、自然な笑顔だ。


    　僕は、手を差し出してみた。


    「なら、もう一度試してみないかい？　少なくとも、あの時は平気だったろう？」


    　驚いたように、叢子は僕の手を見つめる。


    　前に部室で手を差し出したときは握ってもらえなかった。


    　でも、今は躊躇ためらいながらも怖おず怖ずと手を伸ばしてくれた。


    　細くて、白くて、剣なんて振るうように見えなく、ましてや刃になんて見えなくて。


    　その手が柔らかくて、温かくて、人間と同じものだって僕は知ってるんだ。


    　そっと指先で僕の手にちょんと触れると、ゆっくりと、だけど今度こそ手の平を重ねた。


    　たったそれだけのことで、全てが救われるなんてことはない。


    　それでも、手を握った叢子はもう一度歩こうとしてくれた。
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    　夕方五時。出発したのが四時前だったこともあって、時間はすぐになくなってしまった。


    　僕はウタさんに教えてもらったバラ園に来ていた。


    　叢そう子こはまだ周りの視線が怖いらしかったけど、手を繫つないでる間はなんとか堪こらえてくれていた。脱人見知りまでの道程は長そうだけど、一歩くらいは前に進めた気がする。


    「ここが音おと姫めバラ園。庭園の方は満開までもうちょっとかかるんだけど、あっちの本館じゃ世界中のバラが集められてて年中観られることになってるらしいよ」


    　そう説明すると、叢子は「はう……」と甘いため息を漏もらす。


    　どうやら気に入ってくれたらしい。まだ花もまばらの庭園に見入っている。


    「まだ閉館まで時間があるから、観に行ってみよう──って、どうしたのっ？」


    



    　言い終わる前に、叢子がバタッと地面に倒れ込んでいた。


    



    　しまった！


    　まだ視線が辛つらかったんだ。ここまで歩いてくるのも、相当無理をしてたんじゃないのか？


    　慌てて抱かかえ起こそうとすると、叢子は草の上でなんだか幸せそうな顔をしていた。


    「ええっと、具合が悪いわけじゃないの？」


    「めちゃくちゃ居心地がいいです」


    「そ、そうなんだ……」
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    　……人の視線が、なんだって？


    　両手を伸ばして草むらにダイブした叢そう子こは、どこまでも心地好よさそうだった。


    「その……草が、好きなの？」


    「草というより、土のにおいが落ち着きます」


    　そういえば、天あまの叢むら雲くもは赤土を敷き詰めた木箱に納められてたという話がある。赤土が赤いのは土中の鉄分が酸化してるからで、それに包まれた鉄は[image: ]さびにくくなるというのだ。かつてそれを盗み見た神官もその刀身は[image: ]さび一つなかったと語っている。


    　その赤土というのは、園芸の肥料として普通に使われている。もちろん他に腐葉土やらいろんなものが混じってるはずだけど、ここの土にも赤土が含まれてるんだろう。


    　かつての寝床のにおいに安らぎを覚えたらしい。だけど、こんなところでゴロゴロするのはできれば遠慮してほしかった。僕の方が視線が痛い。


    　やがてガバッと顔を上げると、叢子は恍こう惚こつとした表情で言った。


    「山やま戸どくん、ここはいいところです。気に入りました」


    「ならよかったよ。とりあえず、起きてくれると嬉しいな」


    　僕の羞しゆう恥ち心しんがＭＡＸだ。


    　恥ずかしくて子鹿のように震ふるえる僕をよそに、叢子は名な残ごり惜しそうな顔で立ち上がる。


    　ああもう……。草とか土とかいっぱいついてるし。


    　僕は今まで一度も使ったことのないエチケットブラシ──制服といっしょについてきたけど生徒手帳もろとも胸ポケットにしまって一度も出したことがない──でスカートの汚れを落としてやる。うん。糸くず以外もちゃんと取れるなこれ。


    　制服が綺き麗れいになると、叢子はふんすと鼻息も荒く本館を指差す。


    「山戸くん、あっちにはもっと土があるんですか？」


    「土より花に興味を抱いてほしかったよ！」


    　とはいえ、喜んでもらえたのは素直に嬉しかった。


    



    　閉館時間は夕方六時なので、僕たちは少し急ぎ足で本館に向かった。


    　窓口でチケットを買おうとすると、叢子が戸惑った顔をしていた。


    「山戸くん。それはなんですか？」


    　財布から取り出した二人分のチケット代──一二〇〇円を指差していた。


    「なにって、チケット代だよ。本館は有料だからね」


    　叢子は、まるで有名人に出会ったように目を輝かせた。


    「チケット代……なるほど、それがお金なんですね？」


    



    　くそっ、そこからか！


    　ジャンクフードどころかお金自体を見たことがないとは、さすが神しん器き少女。


    　……あ、でもむしろ心配になってきた。


    「お金見るの、初めてなのかい？」


    「はい」


    「その、君たちは普段のお金はどうしてるんだい？　黒くろ埜のやイクスさんは私物も[image: ]そろえてるみたいだったけど」


    　人間らしい生き甲斐を探すのが目的なのに、人間らしい生活は保障されてるんだろうか？　そもそも、どんなふうに暮らしてるんだろう？


    　叢そう子こは無造作に胸ポケットから一枚のカードを取り出す。


    「必要なものはこれで[image: ]えるように言われました」


    　一六桁けたの数字が四桁ごとに区切られて刻印されてるそれは、クレジットカードというものだった。しかも金ぴかで見たこともない部類のものだ。これ、国から支給されたのかな？


    　僕は慌ててそれを隠させる。


    「そういうの人前で見せちゃダメだから！」


    「そうなんですか？」


    「ち、ちなみにいくらくらいまで使えるの？」


    「無制限と言われましたが」


    　くそっ、くそっ、やっぱりセレブだった！


    　クレジットカードの仕組みはよく知らないけど、普通は使える額の上限があるはずだ。それがないってことは一般人の感覚じゃないカードだってことだ。


    



    「あのう、うちはカードの支払いは受け付けてないんですが……」


    　受付の人が申し訳なさそうな声を上げる。向こうも引いてた。


    「あ、大丈夫です。これでお願いします」


    　二人分の金額を支払い、チケットをふんだくるように受け取って僕は中に急いだ。
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    　本館の中はいくつもの吹き抜けの部屋があり、そこが温室のようになっていていくつものバラが咲いていた。天井から光が射し込むようになっていて、夕方のこの時間は壁も床もオレンジがかって見える。


    　通路はタイル張りで、さすがに叢子も飛び込もうとはしなかった。


    　……花壇を見て、なんだかウズウズしてるけど！


    　パンフレットの順路通りに歩いていくと、国ごとに品種が分類されててわかりやすかった。


    　あ、桜とか梅もバラ科の植物なんだ。バラ属ではないから扱いは小さいけど。八重桜なんかは確かにバラっぽい気がした。


    　僕はゼフィランサスとか神話絡みの花はなんとなくわかるんだけど、それ以外だとやっぱり知らないものの方が多い。というか花の種類って多すぎる。バラだけで一三〇〇種もあるとか書いてある！


    　そうして歩いてる間も、叢そう子こはキュッと僕の制服の裾すそを握っていた。


    　閉館間際ということもあって館内は人の姿もまばらなのに、それでも人目は苦手らしい。


    　……そのわりには花壇へ注ぐ視線は情熱的で、よくわからない話だけど。


    「叢子は植物に興味はないのかい？」


    　気が紛れるかなと声をかけてみると、叢子はどこか誇らしげに胸を張った。長い緋ひ色いろの髪が大きな胸元へと流れ、ちょっとドキッとしてしまった。


    「そうですね。昔、平原ごと斬り払ったときはずいぶん褒ほめてもらえました」


    「違うからね？　それ、野火を防いだから褒められたんだと思うからね？」


    　やっぱり根本的なところでは剣らしい。


    「そうは言われても、わたしの役目は斬ることでしたし……」


    「まず斬った張ったから離れようよ！」


    「そんな難しいことを言われても困ります」


    　しゅんと、叢子は項うな垂だれる。


    　そうして進んでいくと、やがて鉢植えの展示場にぶつかった。


    　大小様々な鉢に色とりどりのバラが植えられている。それがホール一面に並べられているのだ。文字通りの博覧会は、素人の僕でもため息が漏もれるくらい圧巻だった。


    　叢子もそのうちの一つに近づくとしげしげと見つめる。


    「気に入ったのはあった？」


    「植物というのは、こんな小さな土からここまで大きくなるんですか」


    　叢子が見上げたバラは、鳥とり籠かごのような柵さくを伝って頭上まで伸びるバラだった。根元の鉢は意外と小さなもので、バスケットボールより少し大きい程度だ。


    「バラの蔓つるは、支えがあれば何メートルも伸びるみたいだね」


    　隣に添えられた説明書きを指差して読み上げると、叢子は「不思議です」と呆あつ気けに取られていた。本当に、見るもの全てが初めてみたいに、目を輝かせている。


    　説明書きには、アーチ状の鉄柵にバラを絡ませた写真が添付されていた。


    「興味があるんなら、育ててみたらどうかな？」


    「育てる？」


    「うん。こういう鉢植えは奧の売店で販売されてるみたいなんだ。だから買って帰ることができる」


    　叢子はビッと自分が見ていたバラを指差す。


    「こんなふうに大きくなるんですか？」


    「品種によるらしいけど」


    「わたしがやっても育つんですか？」


    「適度に水をあげるだけなんだから、たぶん誰でもできるよ」


    　叢そう子こはブンブンと手を振って、説明書きのバラのアーチを指差す。


    「これ、わたしもやってみたいです！」


    「それは……さすがに時間がかかるとは思うけど、勉強すればできるんじゃないかな？　これだって人間の手で作ったものなんだし」


    　ほう、と叢子は感極まったような吐息を漏もらす。


    　うん。今さりげなく勉強──つまり授業に繫つなげた僕は偉いんじゃないかな。


    　そんな僕の努力を踏み躙にじるように、叢子はつぼみが開くような綺き麗れいな笑顔でこう言った。


    



    「山やま戸どくん、がんばって勉強してください」


    



    「僕が勉強するのっ？」


    「はい！」


    　期待に満ちた表情で頷うなずかれて頭が痛くなった。


    「そこは自分で勉強するって言ってほしかったかな！」


    「……っ、その発想はありませんでした」


    　心底驚いたという顔だ。


    「高校生の本分は勉学に励むことなんですけど」


    「人間って、大変なんですね……」


    　くそっ、梃て子こでも授業に出る気はないのか。


    　でも、最初の天あまの叢むら雲くもの持ち主である素戔嗚尊すさのおのみことは、武士の祖だとして有名だけど、農業の祖としての側面もあったらしい。ある意味、叢子にはぴったりだったのかもしれない。
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    　閉館後、叢子はバラの鉢植えを一つ抱かかえていた。


    　叢子は蔓つるを絡められる種類のものを欲しがったのだが、そちらは手入れが難しいらしい。店員に初心者でも育てやすいものを勧められて、こっちを買うことにしたのだ。


    　……ちなみに、カードなんか使えないから僕のお小遣いが消し飛んだ。


    　嬉しそうに鉢を眺める叢子を見てると、僕まで釣られて笑いそうだった。


    「ええっと、そんなに気に入ったの？」


    「はい。さっそく部室に飾らせてもらいます」


    　そう言ってもらえると、なんだか素直に嬉しかった。


    　たぶん、僕の初めてのミッションは上手くいったんだと思う。


    　叢そう子こは愛でるようにバラの葉を撫なでる。


    「そうなんですよね。土は植物を育んで、植物は生き物を育むんですよね」


    　どこまでも純朴な言葉に、こっちまで癒いやされるような気分だった。


    「昔、野火を斬り払ったらすごく喜ばれて、草くさ薙なぎの剣なんて名前までもらえて、だからわたしは草木は斬るものだとばかり思ってました。こんなに小さいのに、一〇年もしないうちにわたしより大きくなってしまうんですよね」


    　言いながら、なんかウズウズしたように身じろぎをして切なげな吐息を漏もらす。


    「大きくなったら、ちょっとくらい……」


    「斬っちゃダメだからね？」


    「き、斬りませんよ！　わたしはただ、斬ったら褒ほめてもらえるかなって……」


    「まずそこの意識から変えていくんだ！　学校とか路上の草木だって斬っちゃダメなんだからねっ？」


    「それじゃあわたしの存在意義はどこにあるんですか？」


    「それを探してるんじゃなかったのっ？」


    「……っ、天才？」


    　すごくびっくりしたみたいな顔をされた。


    　この娘、自分の目的とかちゃんと覚えてるのかな……？


    　結局、なんだか上手くいったのかいかなかったのかわからなくなってきたけど、失敗はしなかったってことでいいのかな。


    　ひとまずの達成感を覚えてると、叢子が上目遣いに僕を見上げていた。


    　吸い込まれそうな金色の瞳に、僕の心臓はまた大きく鳴る。


    「ど、どうしたの？」


    「山やま戸どくん、今日はありがとうございました」


    「どういたしまして。その、叢子の方こそ楽しめた……かな？」


    「はい、とても」


    　本日、一番の笑顔だった。


    　それだけで、僕もやり遂げた気持ちになれた。


    「それで、あの……もう一つ頼みがあるんですけど……」


    「なんだい？　なんでも言って」


    　叢子は鉢植えをキュッと抱きしめ、恥じらうように言った。


    



    「また、観光案内、してくれますか？」


    



    　並大抵の男なら、ころっと一ひと目め惚ぼれするだろう表情だった。


    　待て！　待つんだ僕。僕には彩いろ葉はという心に決めた女の子が……いやでもまだ彩葉とは付き合ってるわけでも……というか鬱うつ陶とうしがられてるというか……いやそうじゃなくて一番大切なのは誰かっていったらそれは一人しかいないわけで！


    　一瞬のうちに凄すさまじい[image: ]かつ藤とうが込み上げたけど、よく考えると別に告白されたわけじゃないんだと思い出した。


    　だから、僕はちゃんと答えることができた。


    　……一度、深呼吸をする必要があったけど。


    「もちろん。まだまだ連れて行きたいところはたくさんあるんだから」


    　叢そう子この顔が、花でも咲いたようにパアッと明るくなった。


    「はい！　お願いします」


    　素直な反応に、僕も釣られて笑ってしまった。


    「そうだな。次はどういうところがいいかな？」


    「おまかせします。どういうところがあるのか、よくわからないですから」


    「うーん……じゃあ、プールとかは？　温水プールとか行ったことないだろう？」


    「プールとはなんですか？」


    　やっぱりそこから説明しないとダメらしい。


    「プールっていうのは泳ぐところだよ。水を溜めた人工の池みたいなところで、水着っていう服を着て泳ぐんだ」


    　ちゃんと水着を着ると念を押しておくことも忘れない。


    　とはいっても決して僕が水着姿を見たいわけじゃない。本当に違いますから。確かにこの豊かな胸は気になるけど、そういうのじゃなくてちゃんと健全な意味だから。


    　そう。この娘のことだから、泳ぐと聞いて裸で飛び込む可能性も考慮する必要があるんだ。


    　……うん。それはそれで見てみたいけど、他にも客がいるんだから絶対ダメだ。


    　しかしその説明でもピンと来なかったのか、叢子はまだ首を傾かしげていた。


    「泳ぐ……水浴びのようなものですか？」


    　あまり泳ぐという文化に触れてこなかったらしい。


    「そうだな……。海は見たことあるよね？　そこで溺おぼれないための練習だと思えば──」


    「──やめてください[image: ]さびてしまいます」


    「そうそう、[image: ]び……[image: ]びるっ？　君たちって、[image: ]びるの？」


    　叢子はおぞましいことを言われたように身み震ぶるいする。


    「海は恐ろしいところなんです。藻やフジツボが襲おそってきますし、あの塩水がじわじわと刀身を[image: ]むしばんでいって……わたしは千年近く放置されてたんですよっ？」


    「ごめん。なんかごめんなさい」


    　天あまの叢むら雲くもは壇だんノの浦うらの戦いで海に沈んで、そのまま行方不明になったという説がある。それで引き上げられたのが、三年前の博覧会だ。


    　よっぽど辛つらいことだったらしい。僕は学校に帰るまで海の恐ろしさについて切々と語られてしまった。


    　だから僕は聞きそびれてしまった。


    　三年前のあの日のことを、叢そう子こが覚えているのかどうか。


    



    　世界が滅びるまで、あと一〇四三日の、放課後のことだった。
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    第四章　土曜日のエクスカリバー


    



    



    　僕の初めてのミッション──叢そう子この観光案内がなんとか無事に終了した週末。僕は一人、駅前の商店街を目指して歩いていた。


    「お腹なか減ったなあ……」


    　というのも、今週はいろいろあったせいか疲れていたらしい。


    　夜更かしをしたわけでもないのに、目が覚めたら朝の一〇時を過ぎていた。


    　夢ゆめ羽はは遊びに行ってしまったし、両親もすでに店の準備に出ている。土曜くらい休めばいいと思うんだけど、土日だからこそ稼ぎ時だということも理解している。


    　というわけで、うちの両親の休みは定休日の火曜日だけだ。土日といえど自分の食料は自分で確保しなければならない。


    　今さらだけど、自転車使えばよかったなあ。


    　なんとなく、眠気覚ましのつもりで徒歩にしちゃったんだけど、空腹が辛つらくなってきた。


    　音おと姫め城公園を抜けたところで、ふと見覚えのある後ろ姿を見つけた。


    「おはよう、彩いろ葉は」


    　なにか考え事をしていたのか、ぼんやりとしていた彼女はビクッとして振り返った。


    「……どうして、あなたはいつも後ろから現れるのかしら」


    　いや、彩葉の歩くのが遅いから自然と追いつく形になるだけで、他意はないんだけど……。


    　今日の彼女は普段の制服とは違い、澄み切った空色のワンピースに、真っ白なカーディガンを羽織っていた。どちらもフワフワしたフリルで飾られていて、等身大の西洋人形ビスクドールだと言われれば信じてしまいそうな姿だ。


    　私服姿を見たのは久しぶりで、なんだか妙に落ち着かない気持ちになった。


    「彩葉は図書館かい？」


    　布製の手提げ[image: ]かばんの中に、数冊の本が見えた。


    「ええ。頼んでいた本が来たから」


    「へえ、どんな本借りるの？」


    　さりげなく手提げ[image: ]を取り上げ、僕が持つ。その流れのまま図書館に向かって歩き始めると、彩葉も自然と隣に並んでくれた。


    　どこで見たのか忘れたけど、女の子も荷物を持ってもらえるのは嬉しいものらしい……ので試してみたんだけど、これはうまくいってるんじゃないか？


    　自転車を使わなかったのも正解だった。


    　これが自転車だったら、さすがに気づいて「ついて来ないでくれないかしら」と冷たい言葉を浴びせられたことだろう。


    　でもそれはそれで、彼女なりに荷物を持たせるのは悪いと思ってるからなわけで、そう考えると普段の態度も自然と可愛かわいく思えてしまう。


    　……たぶん、僕の妄想ではない、はずだ。


    　そうしていると、彩いろ葉はがふと思い出したような声を漏もらした。


    「そういえば、一昨日おとといの人は、あれから大丈夫だったかしら」


    　一昨日──叢そう子この観光案内をした日だ。


    「うん。おかげで助かったよ。彼女、炭酸飲料とか飲んだの初めてらしくて、喜んでたよ」


    　言ってから、口が滑ったと思った。


    　再び込み上げる僕の後ろ暗さに気づきもせず、彩葉はどこか安心したような顔をした。


    「そう。役に立ったのならよかったわ」


    　失言とその笑顔に、なんだか彩葉を[image: ]だましてるような気分になってきた。


    「……なにを狼狽うろたえているの？」


    「あう、その、あのときのことは……」


    　しどろもどろになって、さすがに訝いぶかるような目を向けられた。


    　やっぱり正直に話して……あ、駄目だ。神しん器き少女のことを話したらＭ．Ｏ．Ｅ．のことや世界が滅びるとかそういう話もすることになっちゃう。


    　どう説明したものか窮してると、彩葉は仕方なさそうに吐息を漏らした。


    「どうせ、その友だちとやらにお節介を焼いていたのでしょう？」


    「なんでわかるのっ？」


    　見知らぬ誰かってほど他人でもないけど、お節介を焼いてたのは事実だ。


    「いつものことだもの」


    　でも、そのときの彩葉は久しぶりに柔らかく笑ってくれていた。


    　その笑顔には全部見透かされてるような気がして、だけど励ましてくれてるようにも感じて、心臓がドキドキしてきた。


    　直後、お腹なかがぐうっと情けない音を立てた。


    　あ、気が抜けたら空腹が……。


    　それを聴いて、彩葉が怪け訝げんそうに目を細めた。


    「ところで、なぜナギがついてきているの？」


    　しまった、気づかれた！


    「いや、ご飯でも食べに行こうかと思ったんだけど、別にそれほど腹も減ってないなーって」


    「……そうは見えないのだけど」


    　じとっと睨にらまれて、手提げ[image: ]かばんを取り返されてしまう。


    「そんな物欲しそうな顔で横を歩かないでくれるかしら」


    「僕はそんなに空腹を訴えてるように見えるのかなっ？」


    　うぅ、いつもの彩いろ葉はに戻ってしまった。


    　これ以上の抵抗は無意味だろう。


    　僕がしぶしぶ退散すると、後ろで彩葉が小さく囁ささやいた。


    「え──」


    　振り返ると、彩葉はもう背中を向けていた。


    　白い日ひ傘がさをクルクルと回して去っていく彼女は、こう言ったように聞こえたんだ。


    



    　──ちゃんと、助けてあげてね──
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    　彩葉に追い払われて、僕は音おと姫め駅前の商店街に来ていた。


    　叢そう子この観光案内をしたのは木曜のことだ。観光案内自体は成功したといえるけど、代わりに深刻な問題が発生していた。


    　ポケットには五百円玉が一枚に、百円玉が三枚しかない。


    　……高一の全財産がたったの八〇〇円。涙が出るね。


    　ともかく、このわずかな現金で本日の食料と、そして今月いっぱいの交遊費を賄まかなわなければならない。


    　さて、目の前には牛丼チェーン店『古牛』と地元ラーメン店『麺卓』が並んでいる。


    　ぐうっと腹の虫が鳴る。


    　気持ちの上ではどっかりと麺卓ラーメン大盛りをいただきたいところだけど、それでは僕の財布が一撃で大破してしまう。この数百円の差が大きいのだ。


    　ならば安さで定番の古牛を頼りたいところだけど、やっぱりラーメンが食べたい。


    　そういえば、叢子はこういうお店にはどういう反応を示すかな。


    　珍しさには喜んでくれそうな気もするけど、人口密度でアウトかな。黒くろ埜のは案外マイペースに順応してそうに思う。まあイクスさんだけはあり得ないかな。


    　そういえば、イクスさんは休日なにをするんだろうな？


    　叢子の観光案内で一番褒ほめてくれたのはイクスさんだ。優しいというか面倒見がいいというか、僕が人生相談部に通っているのは、イクスさんの存在も大きい気がする。


    　なんといっても伝説のエクスカリバー、最強の聖剣だ。


    　男に生まれたからには憧れざるを得ないというか。それがあんな女性的で包容力まであると、正しく理想の女性みたいなものだ。


    　彩葉にもあれくらいの優しさがあっても……いや、でもそれはそれで彩葉じゃないような気がするな。彩葉は彩葉だからいいわけで──いやいやそうじゃなくてイクスさんが素敵な神しん器き少女だという話だ。


    　と、そこで、ふと麺卓の前で右う往おう左さ往おうする不審な人物が目に留まった。


    「くうっ、このわたくしが踏み込めない。なんという神こう々ごうしさ、これが聖地の──」


    　なにを言ってるのかよくわからないけど、よっぽどラーメンが好きなのかな？


    　でも、似合わないサングラスと帽子をかぶったその後ろ姿は、見覚えのあるものだった。


    



    「……あれ？　イクスさん？」


    



    　ビクリと身を震ふるわせ、向こうも振り返る。やっぱりイクスさんだった。目をカッと見開いてすごく驚いてるのがよくわかる。


    「山やま戸ど、凪なぎ……？」


    「ええっと、奇遇だね。こういうお店も入る──うひいいっ？」


    　胸ぐらを摑つかまれて壁際に追い込まれる。


    「ひ、ひひひひひひ人違いですわ！」


    「だったらなんで胸ぐらを摑むっ？」


    　そこに、気品豊かなエクスカリバーはいなかった。


    　というかこのキョドリっぷりは叢そう子こといい勝負じゃないか？


    　さすがに自分がなにをやっているのか気づいたらしく、イクスはゆっくりと手を離すとグシャグシャになった僕のシャツを丁てい寧ねいに直してくれる。ここで冷静になれるあたりは、叢そう子ことは違うところだった。顔真っ赤だけど。
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    「あの、イクスさん……？」


    「ここで、見たことは、一切、口外無用、で、お願いしますわ」


    「……はい」


    　一体、誰に隠したいのかは知らないけど、逆らえる気がしなかった。


    　このときになって、ようやく僕は彼女も神しん器き少女の一人なんだって実感した。
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    「あの、それでこれはどういうことでしょうか？」


    　結局、麺卓にも古牛にも入れないまま、僕は音おと姫め公園まで強制連行されていた。


    「山やま戸ど凪なぎ、あなたはきっと勘違いをしていると思いますわ。その誤解を解いておこうと思っただけです」


    　イクスさんがツイッと胸を張る。


    　山戸少年から山戸凪に呼び方が変わってる。これは格上げされたのか格下げされたのかどっちだろう。


    「誤解もなにも、ラーメンが好きでも別にいいじゃないかと思うんですけど……」


    「それが誤解だと言ってるのです！」


    　ビシッと人差し指を立てて、イクスは説教を始めるように胸を張る。


    「いいですか？　わたくしはエクスカリバーの神器少女ですの。エクスカリバーは最強の剣として王の隣にあり、常に騎士の模範でなければならないんですのよ？」


    「そういえばアーサー王が魔術師マーリンにそんなこと言われてましたっけ」


    「あら、あなたなかなか博識ね。その通りですわ」


    　ちょっと得意げに前髪をいじる仕草は、どこか背伸びをする女の子みたいでなんだか親しみが湧わいた。


    「ともかく、そのわたくしが庶民に紛まぎれて庶民的なものを口にしているような事実はあってはならないんですの！」


    　いや、好きなら好きでいいじゃんよ。僕だって好きだからあの店入ろうとしたんだし。


    　思いの外ほか、面倒臭い人だった。


    「日本には騎士なんていないですから、そんなに気にしなくても大丈夫だと思いますよ？」


    「わたくしが、気にするんですの！」


    　これ、どうしたらいいんだろうか。


    　イクスさんは騎士がどうとか聖剣がうんとかと一生懸命語ってくれるけど、朝からなにも食べてない僕の空腹はすでに限界だ。


    　僕が今ここでとるべき最良の手段は、お互い今日は会わなかったことにして全てを忘れることだ。きっと、週明けにはいつものイクスさんに戻ってくれる。


    　というか、これ以上休日のイクスさんを見てると高貴なイメージが修復不能になってしまいそうだ。この場からの離脱を急ぐ必要がある。


    　と、そこでふと思った。


    「イクスさん、麺卓のラーメンが食べたかったんですよね？」


    「だからそういうのではないと言っているではありませんのっ！」


    「でも──あそこより美お味いしいラーメン屋も、ありますよ？」


    「な──っ？」


    　声が出ないほど、イクスは驚きよう愕がくしていた。


    　なんとなく扱い方がわかってきた気がする。


    「……ふ、ふふ、そ、そんなブラフで、このわたくしがどどど動揺するとお思いですの？」


    　清すが々すがしいくらい動揺してくれた。


    「麺卓が美味しくないとは言わないけど、あそこは具材を自分でトッピングできる楽しさと安定した価格が客を集めてるラーメン屋なんですよ。コストを度外視して味を追及してるお店なんかもありますから」


    「くぅぅ……。こ、これが日本。なんて国なんですの」


    　そこで感動されると複雑な気持ちだ。そりゃあラーメンって実は日本料理らしいけど。


    　まあ、好きになってくれるのは素直に嬉しい。


    「そのお店を教えますから、お互い、今日は会わなかったということにしませんか？」


    　イクスはまんざらでもなさそうに巻いた髪の毛をいじる。


    「まあ、そういうことならやぶさかでもありませんわ」


    「よかった。じゃあ、場所を──あれ？」


    　メモを用意しようとしたら、グイッと腕を摑つかまれた。


    「さあ、案内してくださいまし？」


    「今から行くのっ？」


    「今日は休日ですわよ？　当然ではありませんの」


    「いやいや、僕は今日は麺卓で──」


    「騎士たるもの、倒すべき敵を前に引き下がる理由はありませんわ」


    「なにと戦ってるのっ？」


    　でも、そうしてぐいぐいと僕の手を引いていくイクスは、とても騎士だとか聖剣だとかとは無縁の、普通の女の子にしか見えなかった。
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    　結局、ラーメン屋に案内することになってしまい、僕はイクスと商店街を歩いていた。


    「そのお店、本当に麺卓より美お味いしいのでしょうね、山やま戸ど凪なぎ？」


    「だ、大丈夫だと思うよ？」


    　もう、スカートの裾すそを触ったり前髪の分け目をいじったり、めちゃくちゃそわそわしてらっしゃる。


    　というか、土曜日なのに制服着てるんだな。私服とかどうなってるんだろう？


    　でも、確かにこういうのが好きなエクスカリバーというのも意外な話だ。


    「イクスさんは、やっぱり平民の街って珍しいものなの？」


    「平民の、というより今の、かしら？」


    「へえ、じゃあ昔の街はよく行ったりしてたの？」


    　黄金の髪を揺らし、イクスは懐かしげに頷うなずく。


    「アーサーはどこへでも駆け回っていましたし、特に市し井せいの街が懐かしかったようでよく出入りしてましたのよ」


    「懐かしい？　ああ……そうか。アーサー王は初め、貴族の従者だったんだよね？」


    　元々アーサー王の父であるウーサー・ペンドラゴンはブリテンの王だったが、他王の后きさきを奪ったことから、生まれた子供を魔術師マーリンに預ける約束を交わした。アーサーはさらにエクターという騎士に育てられ、その息子の従者を務めていたのだ。


    　幼少時代からエクスカリバーを抜くまでの記述は残ってないが、イクスの話だと平民といっしょに街中を歩いていたのかもしれない。


    「詳しいですのね？　そういうことですの。即位してからも遠征でたくさんの国を回りましたし、そのたびに街へ繰り出していたのですわ。正直、堅苦しい王宮にいるより街にいたときの方が、アーサーは生き生きしてましたわ」


    　まるで自分のことのように誇らしげに、イクスは語る。


    「だから体を持ったとき、まず自分の足で人間の街を歩いてみようと思ったんですわ」


    　僕は苦笑した。


    「だったらラーメン屋に入るのだって、なにも恥ずかしがることはないと思うけど？」


    「うぅぅぅぅうっ！　あなたはなにもわかってませんわ」


    　顔を真っ赤にして、ビシッと僕を指差す。


    「エクスカリバーは羨せん望ぼうの的でなければなりませんの！　民に望まれた振るまいをこなすのも騎士の務めですわ。あなただって、わたくしに高貴な姿を期待したはずでしょう？」


    「うっ……。それは、その……」


    「そら見なさい。わたくしはその期待に応える義務があるんですの」


    「で、でもそれって大変じゃないの？」


    　イクスはさも心外そうに目を丸くした。


    



    「民衆の畏い敬けいと憧しよう憬けいを浴びることの、どこに苦痛があるんですの？」


    



    　ああ、そうか。


    　その表情が心底楽しそうというか、誇らしそうなもので、ようやく僕にも理解できた。


    　イクスはスターなんだ。


    　注目されることに喜びを抱き、ステージに立ち歓声を受けることに生き甲が斐いを感じている。求められ、応えるという関係を理解しているのだ。


    　こういう神しん器き少女もいるんだな。


    「でも、それならどうして君は人生相談部にいるんだい？」


    　僕が問いかけると、イクスははたと足を止めた。


    「わたくしは騎士の剣ですわ。騎士には仕えるべき主が必要なんですの。それは、わたくしが憧憬を浴びるのとは別の話ですわ」


    　おおっ、王を探してる？　それってつまり王になるべき人間を探してるってわけで、人生相談部にスカウトされた僕にもチャンスが────


    



    「──わたくしは剣を振るう理由に足る相手を見つけた。だから人生相談部にいるのですわ」


    



    　誇らしげなイクスさんが、どこまでも眩まぶしかった。


    　うん。そうだよね。ちゃんと見つけたから、ここにいるんですよねー。


    　多少キャラ崩壊しても、相手はエクスカリバーだ。ちょこっと期待した分、なんか凹へこんだ。


    「そ、その相手って、誰なんだい？」


    　イクスは、優しげに微ほほ笑えんだ。


    「それは──秘密、ですわ」


    　ぐお、ここで焦じらされるとは。


    　うーん。相手は誰なんだろう？


    　叢そう子こ……は、なんか王ってほど頼り甲斐があるようには思えないし、黒くろ埜のは性格的にちょっと考えられない。ゲシュ先生だけは天地がひっくり返ってもあり得ないだろうし、他に僕の知らない関係者がいるのかな？


    　唸うなっていると、イクスさんはコホンと咳せき払ばらいをする。


    　面食らった僕を横目に笑って、イクスは続ける。


    「話を元に戻しますけど、日本はよい国ですわ。ある意味ブリテン以上にエクスカリバーを羨せん望ぼうしてくれている。わたくしにとっては第二の聖地も同然ですわ。ならばその期待に全力で応えるのが、わたくしの使命ではありませんこと？」


    　そう宣言してから、コホンと咳せき払ばらいをする。


    「……ですから、その、あまり庶民に紛れている姿を見られるわけにはいきませんの。わたくしが聖地の守護者であることは、わたくしだけが識っていればよいことなのですから」


    　いや、聖剣が人型になってるとか誰も知らないから。


    　ん？　いや、でもなんだろう。


    　いい話だったはずなのに素直に感動できないというか、なにか違和感がする。根本的なところでズレてるような、触れちゃいけないなにかに触れたような、変な気分だ。


    　違和感の正体は摑つかめなかったけど、でもこの場合、イクスはすでに人生相談部の目的を果たしてることになるんじゃないかな。それは十分に人生の目標といえる……はず？


    　あれ？　やっぱりなんかおかしいぞ？


    「ええっと、そういえばこの前の話だけど、それだったら別に授業に出てもいいんじゃないかな？　イクスさんならエクスカリバーとか関係なく注目されると思うけど」


    　とりあえず、違和感の正体を探ろうと話を振ってみる。


    　イクスはそんなこともわからないのかと、呆あきれたような視線を返してきた。


    「なにを言ってるのです。わたくしが出たら無む辜この民を魔なる者との戦いに巻き込んでしまいますわ。エクスカリバーの化身たるこのわたくしは、常に戦いの中にある運命さだめなのですから」


    　己おのれに陶とう酔すいしきった微笑で、フワッと金色の髪を振り払う。


    　あ、あれれ……？　魔なる者って、ナニ？　君が戦ってるのってＭ．Ｏ．Ｅ．だよね？


    　あと運命と書いて『さだめ』とか読んじゃ駄目なんだからね？　なんか古傷を抉えぐられる気分だから、本当にやめようね？


    　僕の困惑なんてどこ吹く風で、イクスは紺こん碧ぺきの瞳をキラキラと輝かせて腕を広げる。


    「ですがそれを孤独とは思いませんわ。孤高は強者の嗜たしなみ。わたくしが恐れるとすれば、この身に巣くう内なる魔物のみ！　嗚あ呼あ、聞こえますわ。闇やみへと誘いざなう魔獣の囁ささやきが……」


    　キュウッと、イクスのお腹なかが魔獣の鳴き声みたいな音を漏もらす。


    　ごめんね。お腹減ってたんだよね！


    　この辺、グルメ通りだからご飯のにおいがいっぱいで辛つらいよねっ？


    「くうっ──」


    　胸に手を当て、高らかに美意識を唱となえていたイクスがフラリとよろける。


    「ど、どうしたの？」


    「……なんと強力な囁きですの。鎮しずまりなさい。このようなところで膝を折るわけには！」


    　そういえば、そこのカレー屋さんからすっごく美お味いしそうなにおいがするよね！


    　僕も朝からなにも食べてないから、ラーメンと言わずなんでもいいから口に入れたい気分だ。特にカレーのにおいとか誘惑が強すぎるし。


    　というかあんまり大きな声を出さないで！　ほら、ちっちゃい女の子とお母さんが「お母さん、あの人なに言ってるの？」「しっ、見ちゃいけません」とか言ってるんだけど！


    　なのに、イクスはむしろ注目されて歓喜したように立ち上がり、僕に手を差し出した。


    



    「ですが、わたくしはゆかねばならぬのです。さあ、我わが眷けん属ぞく山やま戸ど凪なぎ！　わたくしをラーメン店アヴアロンへと導きなさい！」


    



    「そこで僕を巻き込むのはやめろぉっ！」


    　しかも名前までバラされた。


    　ドン引きした通行人が指を差してなにかヒソヒソ言い合ってる。


    　中学校のころ、丸めた新聞紙を構えて「十戒」と呟つぶやいてたのを夢ゆめ羽はに見られたときみたいなこの気持ちはなんだ？


    　……はっ！　よく見るとあそこで携帯構えてるのクラスの船ふな越こしさんじゃないのか？　やめて！　入学早々動画つきでクラスのみんなに報告するのだけはやめて！


    　アイドルとかは人前に立つために、自分のキャラのようなものを作ると聞いたことがある。


    　イクスはそのキャラ作りに夢中になりすぎて、すっかり道を踏み外してる。いわゆる中二病と呼ばれる症状だ。しかも邪気眼という、特に重度な段階に片足を突っ込んでいる。


    　やっとわかった。


    　彼女は生きる意味を見つけたわけじゃない。


    　エクスカリバーが賛美されることに舞い上がって、なにかを勘違いしちゃってるんだ！


    「まあ落ち着こうイクスさん。君のことは人に知られちゃいけないんだろう？」


    「……っ、そ、そうですわね。軽率でしたわ。このようなところで妖よう精せいの力を解き放つなど、魔なる者の思うつぼですもの」


    　痛いぃっ！


    　中途半端に事実に裏打ちされてるから本人も変な自信つけてるのが余計に痛い！


    　なんで見てる僕の方がこんな辛つらい気持ちになるんだろう。とにかくトラウマをほじくるのはやめて！


    「ははは。まさかとは思うけど、自分自身の設定集には手をつけてないよね？」


    「なぜあなたが知っていますの？」


    　神よ……。


    　宗教は信仰してないけど、本気で神に祈りたくなったよ！


    「それは禁断の領域だから手を出しちゃダメだよっ？」


    「なぜですの？　民たみ草くさに明かせぬ我が内に秘められし奥おう義ぎの数々は、のちに続く者たちにとって必要なものですわ。それを記す作業は、強者として当然の義務ではありませんの。ああ、そう心配せずとも、資格なき者には読めぬよう封印を施ほどこしてありますわ」


    　痛ァァァァァいッ説明不要！


    　くそっ、なんてこった！


    　一番まともだと思ってたイクスが一番人生迷走してる。迷ってるどころか遭難してるレベルだよ！　昨日までの万能天使のイクスさんを返せよコノヤロウ！


    　なんでだ？


    　みんなが憧しよう憬けいするエクスカリバーを演じるはずが、どうしてこうなった？


    　僕がとうとう頭を抱かかえて蹲うずくまってると、イクスがキョロキョロと周囲を見渡した。


    「ところで、ラーメン店というのはまだですの？」


    「あ、ごめん。行き過ぎた」


    「山やま戸ど凪なぎ！　あなた、ご自分の立場を理解していますの？」


    　この場合の僕の立場ってなんだろう。


    　空腹もあって、もうなにも考えたくない。


    　なにもかもが嫌になった、そのときだった。


    



    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が、街に鳴り響いたのは。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「イクスは避難しなくて大丈夫なの？」


    　警報が鳴っても、イクスは避難しようとしなかった。ちなみにもう、さん付けはしていない。なんかいろいろツッコミ入れてたらさん付けできなくなってしまった。


    「基本的にわたくしたちの役目はＭ．Ｏ．Ｅ魔なる者．の鎮圧ですわよ？」


    　それより、と視線を返してくる。


    「山戸凪の方こそ避難しなくてよろしいの？」


    　もちろん僕も避難するべきなんだけど、神しん器き少女とはいえ女の子一人置いて自分だけ逃げるのもなんだか嫌で、迷ってるうちに逃げ遅れた。


    「ええっと、その、同じ部員だし、まだラーメン屋に案内してないし」


    　ごにょごにょと言い訳を連ねると、イクスはどこか愉快そうに微ほほ笑えんだ。


    「かまいませんわ。騎士の剣たるわたくしは、あなた一人を守るくらい造作もありませんもの」


    　今聞くと不安でしょうがないセリフだ。


    　でも、僕を守る……か。


    　先日のように戦闘機まで感染するようなことはないと願いたいけど、人間を守るとなると叢そう子こもずいぶん苦戦してたのを思い出す。


    　そう考えると残ったのは失敗だったかもしれない。逆に足手まといになりかねない。


    　あ、そうだ！


    「イクス、叢そう子こたちはどうしてるんだい？　一人より三人の方が楽なんじゃないのか？」


    　提案すると、イクスは露ろ骨こつに嫌そうな顔をした。


    「天あま野の叢子には、借りを作りたくありませんわ！」


    「え、仲悪いの？」


    　よく考えると、なぜか叢子だけフルネームで呼ばれてるし。


    「べ、別にそういうわけではありませんけど、同じく最強の名を冠する剣としては無視できる存在ではありませんもの」


    「つまり、対抗心を持ってるってこと？」


    「そういうのじゃないって言ってるじゃありませんの！」


    　いやそれどう見てもライバル意識全開ですから。


    　でも、うーん、そういうもんなのか。


    　そりゃあ、その国……というか神話ごとに最強の剣があるわけだから、同じところに集めるとどれが一番強いのかって話になっちゃうんだ。


    　神しん器き少女同士で決闘みたいなことはないと思いたいけど、やっぱり摩ま擦さつはあるんだな。


    「じゃあ、黒くろ埜のともそういう感じなのかい？」


    　そう[image: ]きくと、イクスはギクリと身を強こわ張ばらせたように見えた。


    「美み紺こんは……別ですわ」


    「なんで？」


    「そういうものなんですの！　それより、わたくしたちは基本的に一人ずつ戦いますから、ここに天野叢子がいても同じことですわ」


    　これは少し意外だった。


    「ルールみたいなのがあるのかい？」


    「というより、安全策ですわ。わたくしたちでも消耗はするんですの。効率よく神霊化を維持するなら交代制の方がいいんです」


    　言われてみれば、叢子の鎧よろいも物質化しきれてないというか、どこか虚像めいていた。神霊化しなければ神器少女も人と変わらないというし、思ったより不安定な力なのかもしれない。


    「でも、この前みたいに一日に何度もパンデミックが起こったときはどうするんだい？」


    「……一日に何度も起こることなんて、あり得ないですわ」


    　イクスは、忌いま々いましげに唇を嚙かみしめていた。


    「イクス……？」


    「──あ、いえ、そういう場合は次の者に交替するのですわ。滅多に例のあることはありませんけど」


    　なんだろう。なにか隠してる感じだけど……。


    



    「ふむ。知らぬ間にずいぶん打ち解けたようだね、山やま戸ど？」


    



    「うっわ！」


    　すぐ後ろから聞き覚えのある声が聞こえて、僕は飛び上がった。


    「黒くろ埜の？　それに……叢そう子こも」


    　いつの間にか、黒埜と叢子が現れていた。


    　叢子がペコリと頭を下げる。


    「山戸くんもごいっしょだったんですね」


    「ああ、うん……──ちょっと商店街でばったり出くわしちゃってね！」


    　イクスから喋しやべったら殺すみたいなオーラが発せられていた。


    「今日はわたくしの番ですわよ？　なにをしに来ましたの？」


    　黒埜が仰ぎよう々ぎようしく肩を竦すくめる。


    「なに。君と連絡がつかなかったものでね。もしもイクスが動けなかった場合の、保険をかけにきただけのことだよ」


    　ああ、そうか。パンデミック中は携帯も使えない。連絡を取る手段がないんだな。


    　そうしていると、黒埜が目を細めた。


    「イクス、そろそろ始まるようだ」


    「──わかっていますわ」


    



    　その言葉に呼応するように、周囲でいくつもの機械が蠢うごめいた。


    



    　それは乗用車であったり、電柱であったり、道ばたに転がる壊れたスクーターだったり。


    　およそ機械に分類される全てが、意思を持って動き始めていた。


    　そのときになって、僕はようやくゾッとした。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミック──無機物が意思を持って動き出す現象──身の回りに金属を使ってないものなんていくつもない。


    　それはつまり、身の回りにある全てが凶器となって襲おそってくるということだった。


    　反射的に頭を抱かかえると、なにかが髪を掠かすめていった。


    　恐る恐るそれを見上げると、電柱からぶら下がった電線が生き物みたいに蠢いていた。


    　こんなものまで、Ｍ．Ｏ．Ｅ．に冒おかされるのか？


    　続けて、大音響で喧やかましい音楽が流れ始める。ラジオだろうか。車や、通りの店なんかのスピーカーから流れているらしい。陽気なＤＪが『音おと姫め市Ｍ．Ｏ．Ｅ．パンデミックが起こったらしいけど、みんな元気だそうぜ？』なんて言っているのが不愉快で、逆に気味が悪かった。


    　そんな異様な光景を、赤や青の毒々しいネオンが着色する。店の看板までもが侵食されてるんだ。夜じゃないだけまだマシなんだろうけど、原色そのままの光はどこまでも不気味で、直接的な暴力でなくとも怖おぞ気けを感じた。


    　気がつくと、指先に地面が触れていた。知らない間に、へたり込んでたんだ。


    　そんな奇き々き怪かい々かいとした光景を貫くように、朗々とした声が響く。


    



    『──幻想の霧きりを打ち、英雄の夢を紡つむぐ。我われは妖よう精せいの娘なり──』


    



    　イクスが胸を搔かくように腕を突き入れ、切なげな吐息を漏もらす。


    「は……んっ……」


    　そして引き抜かれたのは、黄金の剣だった。


    　同時に金色の粒子がイクスの体に纏まとわり付く。


    　神霊化──神しん器き少女が本体である神話兵器を抜いた姿だ。


    　イクスの鎧よろいは妖精のような羽を持っていた。髪には冠のような髪飾り。燕えん尾び服ふくのように長い裾すその隙間からは、フワフワとしたスカートが覗のぞいている。


    　もう一つの太陽のように輝くその姿は、Ｍ．Ｏ．Ｅ．の不気味さを払ふつ拭しよくして余る神こう々ごうしさだった。


    「我は王者の証あかし。不死身の守護者──神器少女エクスカリバー！」


    　これが、エクスカリバーの神器少女──


    



    「さあ、跪ひざまずきなさい魔なる者たちよ。この世界最強の聖剣たるエクスカリバーからラーメン店アヴアロンのひとときを奪ったこと、とくと後悔させてあげますわ！」


    



    　……駄目だ。今さらなにを聞いても、中二設定にしか聞こえない。


    　真ま面じ目めに戦うときくらい、いつものイクスさんに戻ってくれるんじゃないかとも期待したんだけど、余計に生き生きしてる。戦える中二病って、タチ悪いなあ……。


    　イクスはすぐ目の前に迫った暴走車を踏み台に、宙へと跳躍する。太陽を背に、綺き麗れいな曲線を描いて舞う姿がスローモーションのように見えた。


    　翼でもあるようにヒラリと地面へ着地すると、頭上で暴れていた触手のような電線が落ちてくる。根元から切断されて、もう動く様子もない。


    　ミサイルの爆風も吹き飛ばす天あまの叢むら雲くものような、一方的な暴力ではない。


    　あくまで剣として戦う騎士の姿でありながら、羽を持ったその姿は妖精のようでもあった。


    　暴走車を斬り裂さき、不気味なネオンを砕き、笑い声を流すスピーカーを破壊する。その動作の全てが流れるようで、ただの一度も足を止めはしない。


    　これがエクスカリバー。


    　英雄の剣であり、人から憧しよう憬けいされる者の姿。


    　なるほど、その憧しよう憬けいに応えるということは、魅せるということなんだ。


    　優美に宙を舞い、黄金の光を撒まいて剣を振るう姿には、どうしようもなく惹ひきつけられた。


    　そこに、土木機械とは思えぬ速度で道路を走るロードローラーが突っ込んで来る。もちろん運転手の姿はない。


    　のしかかるだけで人間を平らにする鉄の塊かたまりが、砲弾のような速度で突っ込んで来る。掠かすっただけで、人間の体なんて挽き肉になるだろう。


    　それを、少女は臆おくすることなく正面から迎え討つ。


    「砕けなさい！」


    　凜りんとした声と共に、剣が一いつ閃せんする。


    　暴走するロードローラーがバターのように両断された。


    「……眠りなさい。汝なんじらの悪夢と哀しみは、全てわたくしが断ち斬った。あなたたちは、最強の聖剣に敗れたことをただ誇ればいい」


    　ちゃんと現実に帰ってきてくれないかな……。


    　少女は優雅に金髪を振り払う。なんかやり遂げたって顔をしてるのが痛々しい。


    　だけど、僕はそれよりももっと気をつけないといけないことを見落としていた。


    



    「最強……？」


    



    　叢そう子こが真ま面じ目めな顔で首を傾かしげる。


    　どうしてそんなふうに考えちゃったんだろう、あの可哀かわい相そうな娘こは……とでも言いたそうな顔だった。


    　うわ、そうか。


    　イクスが対抗心を燃やしてるように、叢子も自分が最強の剣だっていう自信みたいなものがあるんだ。


    　ただ、叢子の場合はイクスのように張り合ってるわけじゃなくて、中二病の人を見て一般人が理解が追いつかないような、そんな反応だ。いや、実際にその通りの状況なんだけど！


    　しかも悪意が微み塵じんも籠こもっていないのが余計に辛しん辣らつだ。


    　叢子の呟つぶやきが聞こえたのだろう。イクスの頰ほおがひくりと引きつる。


    　それを諭さとすように黒くろ埜のが声をあげる。


    「アーサー王の伝説では、エクスカリバーは紛まぎれもなく最強の剣なのだよ。そう、あくまで伝説の中では、ね？　イクスはそれを誇りに思っているのだよ。許してやりたまえ」


    　まるでフォローする気なんてなかった！


    　お前の頭ん中じゃそうなんだろうなとでも言うような口ぶりに、イクスの頰がまたヒクヒクと痙けい攣れんする。


    「イクスがそう思っているならそれでかまいませんが、どういった神を斬ったのですか？」


    　そこは[image: ]きいちゃ駄目だよ！


    　黒くろ埜のが痛いところを突かれたみたいな顔をする。


    「神は、斬っていないな」


    「では、名のある魔物などでしょうか。そういえば、アーサー王の伝説には赤と白の竜がいると聞きました」


    「いや、竜も斬ってはいない、な」


    「……？　では、なにを以もつて最強だというんですか？」


    「アーサー王はエクスカリバーの力を以てブリテンを統一したのだよ。かの[image: ]さやの所持者にはいかなる攻撃でも傷をつけることはできないというのだ」


    「[image: ]？　剣は？」


    「えっ、その……すまない。私もこれ以上は弁護できそうにない。山やま戸ど、イクスを助けてくれ」


    「そこで僕に振るのっ？」


    　ハッとして目を向けると、イクスが壊れたロードローラーの上で空を見上げ、黄昏たそがれてる。もう、全力で聞き耳を立ててるのが痛々しいほど伝わってくる！


    「そ、そうだな。アーサー王の伝説には、確かに神さまとかは出てこないけど、だからこそ誰もがイメージしやすくて、イギリス以外の国でも広く愛されたんだ」


    「なるほど、庶民的だということですね」


    　そこは牧歌的とか言ってよ！


    　だけど僕だってエクスカリバーといったら、ちょっと一家言ある。


    　中学のころはその名が出てくるだけでなんでも飛びついたもんだ。特に空と歌のロボットアニメ『マクロヌプラス』の可変戦闘機がその名を冠してると知ったときは衝撃だったなあ。その後のシリーズでもちょこちょこ登場してるし。


    「まあ、聞いてよ。エクスカリバーは最初、岩に突き刺さってて誰も抜けなかったんだ。それを抜いたのが当時一五歳だったアーサー・ペンドラゴンで、彼の英えい雄ゆう譚たんはここから始まる。エクスカリバーはアーサー王伝説のもう一人の主人公と呼べるんじゃないかな」


    　恐る恐るイクスの方に目を向けると、なんか嬉しそうに髪をいじってた。


    　機嫌直った！


    　よかった。意外と単純だ。


    　でもあんなふうに嬉しそうにされると、僕も気をよくしちゃうってもんじゃないか。


    「アーサーはエクスカリバーのおかげで優れた騎士にのし上がるんだけど、あるとき彼は挑発に負けて怒り任せに剣を振ってしまうんだ。そのとき、エクスカリバーは彼を見放して折れてしまう。それでアーサーは自分の愚かさに気づいて真の王へと成長するんだ」


    　アーサー王の伝説で、僕が一番好きな件くだりだ。


    　むしろ自分のことのように誇らしげに語ると、イクスも感極まったみたいに肩を震ふるわせていた。うん、これで空気は取り繕つくろえただろう。


    　……と思ったんだけど、僕は自分から人生相談部を開く彼女たちのダメっぷりを見誤ってた。


    



    「最強の剣なのに、折れたんですか？」


    



    「そこは上手に空気を読めよっ！」


    　怒鳴った。


    「ここはエクスカリバーがもう一度アーサーを試すっていう重要な場面で、妖よう精せいの剣なんだから折れても元に戻ったんだよ！」


    　ちなみに、一説じゃ折れる前はカリバーンという名の剣で、打ち直した方がイクスカリバーン──つまりエクスカリバーだって言われてる。


    　でも、今さら僕のフォローなんて手遅れだった。


    「うぅぅっ！　天あま野の叢そう子こ！　エクスカリバーに対する度重なる侮ぶ辱じよく、このわたくしとて看かん過かできませんわ！　勝負なさい！」


    「侮辱したつもりはなかったのですが……」


    　本当のことしか言ってないじゃんという顔に、イクスが歯を食いしばる。


    「ゆ、許せませ──っ？」


    「イクス！」


    　と、イクスの足元がガラリと崩れた。


    　沈黙したはずのロードローラーは、崩れただけではなくまた独りでに動き始め、切断面を接合していく。


    　自己修復して……いや、そうじゃない。


    「なんだよ、あれ……」


    　イクスが斬り捨てた機械の残ざん骸がいが寄り集まって、別の形を作り始める。


    　車の扉が溶接されたように繫つながり、巨大な翼を造り上げる。剝むき出しになったエンジンが寄り集まって胴体となり、呼吸でもするように振動を始める。その不気味な体を支えるのは、ひしゃげたタイヤや車体の骨組みだった。


    　巨大な顎あごからは折れた鉄柱が牙のように鋭く突き出し、千切れた電線が血管のように全身を[image: ]はっていく。


    　それは自然災害なんてものじゃなくて、意思を持ってるとしか思えない現象だった。


    　やがて三階建ての民家ほどの大きさになったそれは、一匹の竜だった。


    　竜とはいっても、形が似ているというだけで間違っても生物には見えない。適当に機械を繫げて遊んでいたらでき上がったような、できの悪いおもちゃみたいな代物だ。


    　そんな粗末な構造で、ロードローラーまで含めた何台もの乗用車や単車の重量を支えられるはずもなく、一歩を踏み出した瞬間にグシャリと足が潰つぶれる。


    　だけど、潰れた側からその足は復元されていく。一度原形を失ったことで、よりまともな形の足としてだ。


    「なん、なんだ、Ｍ．Ｏ．Ｅ．って……」


    　喉のどから、掠かすれた声が漏もれた。


    「ただ、機械が暴走するだけの現象じゃなかったのか？　こんな怪物が生まれるなんて、聞いてないぞ」


    　誰かに答えてもらえると思ったわけじゃないけど、口に出さずにはいられなかった。


    　それに、黒くろ埜のが白い髪を振り払って答える。


    「そうだな。自然に起こることではないな」


    「黒埜、……なにか、知ってるのか？」


    　問いかけると、黒埜は意地の悪そうな笑みを浮かべて顔を覗のぞき込んできた。


    「知りたいのか？」


    「それは、まあ……」


    「知らない方がよかったという場合もあるが、それでもかね？」


    　もったいぶるような言い方だった。


    「そこまで言ったんなら、最後まで聞かせてくれよ」


    　黒埜は「これは守秘義務のある内容だ」と前置いてから、こう言った。


    



    「ここが、意図的にＭ．Ｏ．Ｅ．が多発するよう、設計された場所だからだ」


    



    「意図的に、だって？」


    「そう。Ｍ．Ｏ．Ｅ．が規則性もなく、まったくのランダムで世界中に発生されては、人間はひとたまりもなかろう？　だから、発生が予測できるよう、多発地域を設けたのだよ。君たちは、避難所へ移動するだけの余裕を持って避難できているだろう？」


    　そんなことができるのか……？


    　でも、確かに僕たちはＭ．Ｏ．Ｅ．がこんな凶暴なものなんて知ることもなく、安全に過ごすことができている。前もって警報が鳴るからだ。


    　その警報は、どういった仕組みで発令されていたんだろうか？


    「そんなのって……」


    　なんで、僕たちの街が……。


    　でも、考えてみれば当然かもしれない。局地的な現象だから、政府の補償金なんてものが滞とどこおりなく支払われてるんだ。日本中の人が一斉に申請したら、財政がパンクしてしまう。


    　青ざめる僕を見て、黒くろ埜のがからかうような笑い声を漏もらす。


    「そんな顔をしてくれるな。だから、我われ々われがここにいるのだろう？」


    　黒埜が目を向けたのは、機械の竜と対たい峙じするイクスだった。


    「ウェールズの赤き竜クラスを期待するのは酷こくでしょうとも、もう少し美しい姿にはなれませんでしたの？」


    　鉄くれの竜なんて、きっと神話にある竜には遠く及ばない出来損ないなんだろう。


    　それでも、自己修復する十メートル近い機械の塊かたまりが動いているだけで絶望的な脅威だ。この前叢そう子こが撃墜した戦闘機なんかよりも危険な存在かもしれない。


    　そんな鉄の怪物と相対していながら、イクスの表情は涼しいものだった。


    　イクスは、黄金の剣を真まっ直すぐに構えると、一呼吸のあとに大きく振り上げる。


    



    「エクスカリバー！」


    



    　咆ほう哮こうと共に、黄金の光が弾けた。


    　ビリビリと空気が震ふるえ、大気が放電する。


    　まるで光の柱のようになった一撃は、機械の竜をひと呑のみにしていた。


    　やがて、光が収まるころにはなにも残っていなかった。


    「討とう伐ばつ完了、ですわ」


    　制服姿に戻ったイクスの手からは、もう黄金の剣は消えていた。


    　でも剣の名前を叫ぶのは恥ずかしいからやめた方がいいと思う。だって自分の名前じゃん。


    　しかし、そうか……。


    　この街は他では無縁のはずの危険に晒さらされていて、だけど確かに守られてるんだ。


    　どれだけ強力なＭ．Ｏ．Ｅ．が現れたとしても、神しん器き少女が一人いれば片付いてしまうんだから。


    「山やま戸ど凪なぎ、案内は次でいいですわ。でも必ず連れていくんですのよ？」


    　期待に満ちたその顔に、僕は笑顔で答えることができた。


    「もちろん。この街の美お味いしいお店を、片っ端から案内してあげるよ」


    「それは秘密だって言ったでしょう！」


    　足を踏みつけられた。


    　やっぱり、神器少女は大変な娘ばかりだ。


    



    　世界が滅びるまであと一〇四一日の、土曜日のことだった。

  


  
    



    第五章　下校時刻のネクロノミコン


    



    



    「──ところで、黒くろ埜のはなんの神しん器き少女なんだい？」


    　いつも通り部室で暇ひまを持て余していて、僕は神器少女たちに問いかけてみた。


    　以前と変わったことといえば、窓際にバラの鉢植えが飾られているところだろう。あれからきちんと水をやっているようで、小さなつぼみもついている。


    　ところが、僕の質問に、ギクリと、またしても叢そう子ことイクスが身を強こわ張ばらせていた。


    「ふふふ。気になるのかね？」


    「そりゃあ、まあ……」


    「だがダメだ。教えない」


    「なんだよそれ」


    　黒埜はクスクスと甘い吐息を漏もらす。


    「ならば、どうだろう？　君、少しは神話の学があるようじゃないか。自信があるのならば当ててみたまえ」


    　そう来たか。


    　天あまの叢むら雲くもにエクスカリバー。どちらも日本じゃ名前を知らない人の方が少ないほど有名な剣だ。


    　そこで、イクスが『美み紺こんは別』と言っていたことを思い出す。


    　……ふむ。なるほど。


    「その前に質問。神器少女って、剣だけなの？」


    　黒埜がおもしろがるように片目を大きくする。


    「ほう？　悪くない目の付け所だ。君の想像通り、剣であるとは限らない。槍やりや[image: ]つち、武器ですらないものも存在するよ」


    　やっぱり。


    　ということは、黒埜は剣以外の神器少女である可能性が高いな。向こうも今よく気づいたみたいな顔をしてたし。


    　でも、ここからが問題だな。


    「ちょっと考えさせて……」


    　天叢雲は天あま野の叢子って、そのままの名前だった。


    　エクスカリバーも駆かり馬まイクス──イクス・カリマーって当て字じみた名前だ。


    　となると黒埜美紺って名前も、なにかの当て字やもじったものだと思うんだけど……なんだろう？


    　黒埜……くろの……クロノ……クロノスとか？


    　ギリシャ神話のクロノスは大おお鎌がまを持ってたって話だ。ギリシャ神話はパンドラの箱やネメアーの獅し子しみたいに、人や地域の名前が普通に道具の名前になってたりする。


    　うん。それ以外にはちょっと思い付かないな。


    　僕はビシッと人差し指を立てて答えた。


    「クロノスの鎌かま！」


    「残念、外れだ。それだと美み紺こんはどこへ行った？」


    　肩を竦すくめて苦笑される。


    　なんだかすごくバカにされた気分だうぐぐぐ。


    「うーん、もう少しヒントをくれないか？」


    「そうだね……。名前に注目したのはよい点だよ。黒くろ埜の美紺というのは、かなりそのままの名前だからね」


    「黒埜、美紺だろ？」


    　くろの、みこん……みこんくろの……くみろこのん……。


    　ダメだ。わからない。変な呪文みたくなってきた。


    　いや、呪文……？


    　黒埜美紺──クロノミコン──これに一文字足、す、と……。


    　ひくっと、自分の顔が引きつったのがわかった。


    　叢そう子ことイクスが、やめとけばいいのにとでも言うように顔を背そむける。


    「もしかして、黒埜、最近までアメリカに住んでたりする？」


    「正解だ」


    「もしかして、魔導書だったりする？」


    「ほう、またしても正解だ」


    「もしかして……もしかして……」


    　声が上擦っていた。


    　黒埜は愉快そうに笑って頷うなずいた。


    



    「──ネクロノミコン──不本意ながら〝最恐〟の名で呼ばれる神しん器き少女──それが私だ」


    



    　ネクロノミコン──アル・アジフとも呼ばれるその本は、言ってみれば死者の書だ。


    　死者の魂を呼び出し、支配し、使役する術を明かした魔導書だ。七世紀ごろに狂える詩人アブドゥル・アルハザードが著あらわしたと言われているが、その知識がいつの時代から存在したのかは[image: ]に包まれている。


    　だが、アルハザードが残したのは、単純な死霊使いネクロマンシーの知識ではなかった。その死霊使いの術とて、まず死者を拷ごう問もんする方法から記されているのだから異常だ。


    　なにより、その端々にはこの世ならざる禁きん忌きの景色や叡えい智ちまでもが綴つづられており、その意味を理解してしまったものは精神を[image: ]むしばまれ正気を失うとまでいわれている。


    　著者であるアルハザード自身も、これを書き上げた直後に見えないなにかに生きたまま食われて絶命したという。しかも白昼堂々、路上でのことだ。常軌を逸しているとしかいえない。そんな書物ゆえに、写本ですら持ち主を怪死させるといわれていた。


    　ありとあらゆる意味で呪のろわれた世界最悪の魔導書──それが、このネクロノミコンだ。


    　天あまの叢むら雲くもやエクスカリバーがあるんだから、ネクロノミコンがあってもなにもおかしなことはないんだけど、こうして目の前にいるのが呪われた本の少女って言われると狼狽うろたえてしまう。


    　でも、言われてみれば確かにそのままの名前だ。


    　絶句する僕を見て、黒くろ埜のは少し寂しげに微ほほ笑えむ。幼い容姿に大人びた微笑で、思わずドキッとしてしまった。


    「そう怯おびえてくれるな。こんな私だが、露ろ骨こつな恐怖を向けられては傷つきもするのだよ」


    「あ……。ご、ごめん」


    　そうか。それで自分の正体を言いたくなかったんだな。


    　自分の反応が無神経だったと気づいて、真ま面じ目めに頭を下げると黒埜はプッと吹き出した。


    



    「とまあ、繊細な素そ振ぶりを見せると私もなかなか可か憐れんな乙女おとめだろう？」


    



    　ちっともそうは見えなかったからね！


    　からかわれただけらしい。まったく……。


    　黒埜は満足したのか、また手元の本へと視線を落とす。


    　その独りで本を読んでいる姿が、ふいに彩いろ葉はと重なって見えて、僕は妙に変な気分になった。


    　なんだろう……。


    　ここに、彩葉もいたことがあったような──そんなふうに、見えてしまった。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    　やることもなくて、ぼんやり部室を眺めていると叢そう子こがいそいそと如じよ雨う露ろを持って来てバラに水を与えていた。


    　よく考えると、あのバラは僕が贈ったんだ。それをあんな楽しそうな顔で大切にしているのを見ると、なんか嬉しいな。


    　それを見てイクスが意外そうな声を漏もらした。


    「まめに手入れしてますのね？」


    「はい。植物を触るのは楽しいです」


    「なるほど、確かに[image: ]いばらには断罪の魔力が宿ると聞きますわ。まあ、同じ断罪の魔力ならわたくしは聖石を選びますけど」


    　キュッキュと誇らしげになにかの原石を磨くイクスに、叢そう子こが首を傾かしげる。


    「わたしも土は好きですが？」


    「土じゃなくて石ですわ！」


    「石は土の中に入ってるものですが？」


    　キョトンと首を傾げる叢子に、イクスは地じ団だん駄だを踏む。


    　なんというか、本当にかみ合わないんだな、この二人。


    「そういうのじゃありませんの！　わたくしが言ってるのはもっと──って、ちょっと、よそ見なんてするから[image: ]こぼれてるじゃありませんの」


    　見れば鉢植えから水が[image: ]れてしまっていた。


    「まったく……如じよ雨う露ろが大きすぎるんですわ。霧吹きを使えばいいでしょうに」


    「霧吹き……どこにあるものでしょうか？」


    「それくらい自分で用意なさいな」


    「用意とは、お店で購入するということでしょうか？」


    「それ以外になにがありますの？」


    　叢子が縋すがるようにイクスを見つめる。


    「な、なんですの？」


    「独りでは、困難です」


    「はあ？」


    「わたしは独りでお店に入ったことがありません」


    　というかこの前までお店自体入ったことなかったよね？


    　僕が連れて行くべきかとも思ったけど、イクスがどんな反応を示すのか気になって様子を見ることにした。


    　イクスは「ああああっ」と苛いら立だたしそうな声を上げて立ち上がる。


    「もうっ、あなたは聖剣であるわたくしと肩を並べる神剣天あまの叢むら雲くもでしょう？　もっと毅き然ぜんとなさいな」


    「毅然とはしてるつもりです」


    　ふんすと鼻息も荒く胸を張るが、威厳っぽいものを見み出いだすことは難しかった。


    　歯ぎしりをして、イクスはつんと顔を背そむける。


    「それならば買い物くらい一人でいけるはずでしょう？」


    「うぅ……わかりました。がんばってみます」


    　子犬のようにシュンと項うな垂だれる叢子を見て、イクスが良心の呵か責しやくに苛さいなまれたような顔をする。


    「ま、待ちなさい！」


    「なんでしょう？」


    「わ、わたくしも、ついて行って差し上げますわ。その様子では、どこに売っているのかも見当がついていないのでしょう？」


    　叢そう子この顔がパアッと明るくなった。


    「本当ですか！」


    「今回だけですわ。毎回こんなことを──うひいっ？」


    「ありがとうございますイクス！」


    　抱きつかれて、イクスがわかりやすく狼狽うろたえた。


    「助かります。イクスは優しいですね」


    「や、優しいとかではありませんわ！　こ、これはただ……そう、この国でいう敵に塩を送るというものですわ。万全のあなたを倒すための布石です！」


    「でも嬉しいです」


    「うぐぐぐっ」


    　……なんだ。仲悪いのかと思ったら、そうでもなさそうだ。


    　かみ合ってないのはかみ合ってないんだけど、イクスが一方的な対抗心を燃やしていて、叢子が一方的に懐なついてるんだ。


    　そんな二人を眺めていると、ふと黒くろ埜のも同じように本から顔を上げていた。


    「なあ、黒埜」


    「む、なにかね？」


    「君はいつもなにを読んでるんだい？」


    　ハードカバーの見るからにごつい本のときもあれば、薄っぺらい文庫本のときもある。今日は文庫本の方だな。


    　黒埜は少し自慢げに扉絵を見せる。


    「本日はこういったものだな」


    「それ、ラノベ？」


    　意外や意外。


    　黒埜が見せてくれた扉絵には、可愛かわいい女の子のイラストが描かれていた。空飛ぶ郵便屋が不思議な手紙を運ぶ空戦ファンタジーだ。


    「へえ、黒埜もそういうの読むのか」


    「本であることに、変わりはないのだからね」


    　そんなことを話してると、叢子とイクスが部室を出て行こうとしていた。


    「じゃあ、少し出てきますね」


    　たぶん、さっきから揉もめてた霧吹きでも買いに行くんだろう。


    　でもあの二人の組み合わせはいいかもしれないな。叢子の人見知り治療にもなるし、イクスも叢子に痛いところを突かれるから中二病症状は出にくいし。


    　でも今は黒埜の本の話の途中だ。僕は片手を振り返すだけで見送った。


    「もっと小難しい本を読むのかと思ってた」


    「そういうものも読むとも。だが長いこと魔導書などやっているとね、その小難しい本とやらもいい加減読み尽くしてしまうものさ」


    「へえ、神しん器き少女になる前も本を読めたのか？」


    「……ふっ」


    　黒くろ埜ののやつ、鼻で笑いやがった！


    「すまない。まさか真に受けるとは思わなかったのだ。……神器少女になってからアーカムの大学で厄やつ介かいになっていた時期があってね。そのころは図書館がよい居場所だったのだよ」


    　さらりとバカにすることを忘れないあたり、こいつはすごいと思う。


    　ちなみにアーカムというのは、アメリカはマサチューセッツ州にある大きな街だ。二〇世紀初頭の伝説的なホラー作家Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトが描く作品の中で、幾度となく舞台にされていることでも有名だ。


    「あそこの図書館は大きかったのだが、この国にはあちらにはなかった部類の書物が豊富でね。嬉しく思っているよ」


    「それがラノベ？」


    「ライトノベルに限らず……まあ、白状すると今は日本のサブカルチャーにはまっている」


    「なるほど……って、もしかして君がここに来たのって、それが目的か？」


    　神器少女が集まっている場所は、なにもこの学校だけではないという話だ。パンデミックは世界中で発生するのだから、それ相応にあちこちへ散らばっているらしい。


    　そこでアメリカにいたはずの黒埜が、なぜ日本に来たのか。


    「ご名答だ」


    　戯おどけるようにそう言って、だけど少し寂しそうに本の背表紙を指で撫なでる。


    「これらの書物は数が多い分、バカバカしくて見るに堪えないものも多い。だが、バカバカしくとも華々しくて愉快な物語だ。……多少、羨うらやましくも思うのだよ」


    　その横顔は、演技のようには見えなかった。


    　ネクロノミコンが伝えるクトゥルフ神話に、他の神話のような華々しさはない。全ては宇宙的神々の恐怖とおぞましさを語ることに終始しており、ある種の禁きん忌きとされている物語だ。


    　そんな神話から生まれた少女の目には、他の神話の華々しさはどう映ったのだろう。


    「なあ、黒埜。ラノベだったら『スレイマーズ！』は読んだことあるか？　ローファンタジーの金字塔だぞ」


    「バカにしてくれるな。真っ先に読んでいる」


    「だったら同じ作者の『昼帰りクエスト』はどうだ？」


    「む、持っているのか？」


    「あるよ？　読んだことないの？」


    「……手に、入らなかったのだ」


    　なにせ二〇年前のラノベだ。今じゃ中古屋を漁あさったって手に入らない。


    　黒くろ埜のはたくさんの本を読んできたんだろうけど、日本のオタク文化に触れてきた時間なら僕の方が長い！


    「今度貸してあげようか？」


    「──っ、いいのか？」


    　僕は勝者の笑みを浮かべた。


    「その代わり、僕をバカ呼ばわりするのはやめろ」


    「ははは、君は最低だな。私に噓うそをつけと？」


    「僕がバカなのは動かしがたい事実だとでもっ？」


    　くそっ、なんて可愛かわいげのない娘だ。


    　でも、本を貸すと言ったときに見せた嬉しそうな顔は、憎めないものだった。
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    　時計を見るともう夕方の五時を回ろうとしていた。


    　そろそろ下校時刻だ。


    「僕はそろそろ帰るよ。『昼帰り』は明日持って来るな」


    「ああ、期待しないで待っていよう。……っと、今日は本の返却日だったな」


    　どうやら黒埜は学校の図書室からも本を借りているらしい。


    　さっきも前から図書館に籠こもってたみたいに言ってたし、魔導書として今でも本棚が恋しかったりするんだろうか？


    　冗談はさておき、図書館にしろ書店にしろ、見たこともないような本がたくさん並んでる本棚を眺めてるときのわくわく感みたいなのは、ちょっと他では得がたい感覚だと思う。


    　特に目的がなくてもいつの間にか本棚を眺めていて、思い掛けず新しい本と出会えたときの感動なんてひと言じゃ言い表せられないしね。


    　おまけに図書館の場合は読書スペースなんてものまで設けられてるもんだから、大変お世話になりました。


    　うんうん。生意気なところさえなければ、きっと黒埜とも仲良くできるんだろうにな。


    　[image: ]かばんを持って、部室を出ようとしたときだった。


    



    「あれ？　叢そう子ことイクスは……？」


    



    　一瞬、誰の声かわからなかった。


    　その声が後ろから聞こえたことに振り返ると、部室にはやはり黒埜一人しかいない。


    　今の、黒くろ埜のの声か……？　親に置いてかれた迷子みたいな声だったぞ？


    「黒埜、なんか言ったか？」


    「そ、叢そう子こたちを知らないか？」


    「え、さっき出かけてたよ？　鉢植えに使う霧吹きを買いに行ったんじゃないかな」


    　黒埜が驚きよう愕がくに目を見開いた。


    「ふ、二人ともかっ？」


    「うん」


    　そりゃ叢子は人見知りだし、一人じゃ街に出られない……って、あれ？　なんで黒埜が怯おびえた顔してるんだ？


    　見れば黒埜の顔は真っ青だった。


    「あの、黒埜？」


    「──山やま戸ど」


    「えっと、なに？」


    「君、図書室に用があったのではなかったかな？」


    「いや、ないけど？」


    「あるだろう？　ほら、君はとにかく図書室へ行くべきだ」


    「いや、だから……」


    「まったくの偶然だが、私も図書室に行く用がある。ついでだから、付き合ってやらんでもないがね？」


    　なんだか偉そうなことを言ってるけど、プルプルと震ふるえる黒埜の目には涙が浮かんでいた。


    　これってたぶん、図書室についてきてほしいって言ってるんだよな……？


    　ふむ……。


    　数秒ほど熟考して、僕は確かめるように問いかけた。


    



    「つまり、黒埜は独りで図書室に行くのが怖いの？」


    



    　バシッと、本の束で叩たたかれた。


    「──っ、山戸のくせに生意気だ！」


    　こいつ、本当に見捨ててやろうかと思ったよ。
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    「──でも、なんで図書室が苦手なんだ？」


    　図書室に向かう廊下を歩きながら、黒埜に問いかける。ここで怖いじゃなくて苦手と言い直しておくことも忘れない。


    　仮にも魔導書の神しん器き少女が図書室を怖がるというのは、やっぱり理解できなかった。


    「なにも図書室がダメなわけではない。その、暗くなった学校というものはだね、実に刺激的な逸話に満ちているということだよ」


    　こうして歩いてる廊下にも、他に人ひと気けはない。グラウンドには部活動の生徒の姿もあるけど、そちらも片付けに入っていてじきにいなくなるのがわかる。


    「……まさかとは思うけど、ホラーアニメでも観て怖くなったの？」


    「違うと言っているだろうっ！」


    　バシッとまた本で叩たたかれた。学校の備品は大切にしろよ。


    　というか恐がりのネクロノミコンってどういうことだ。最恐の魔導書だろう？


    　でもよく考えたら一人でいるところってあまり見たことがないし、実は気が弱いのかな。


    「まさかこの私が山やま戸どを頼る日がくるとは。人間社会というものはわからないものだね」


    　気が弱いくせに生意気だ。


    　と、そこでまた思い出した。


    「黒くろ埜のって、いつも叢そう子こかイクスといっしょにいるよな。もしかして、独りが苦手なのか？」


    「──っっ？」


    　目を見開き、声が出ないようにパクパクと口を開く。


    「な、なんのことかね。理解しかねるな」


    　なんか、こうわかりやすく反応してくれると逆に嬉しいな。


    　ふうん。でもそこで白を切ろうとがんばるんですか。


    「そういえば、黒埜たちって専用の宿舎があるんだよね？」


    「む、そうだが？」


    「ここから近いの？」


    「歩いて一〇分程度を近いと表現するのかは、微妙なところだがな」


    　確かに微妙な距離だな。黒埜の歩幅を考えると、一キロ弱ってところなのかな？　一応、近いと分類できる距離だ。


    　だから僕はホッとしたような顔を作る。


    「なら安心だな」


    「なにがかね？」


    「その距離なら、帰りは大丈夫だろう？」


    「え……」


    　ハッとしたように黒埜が周囲を見渡す。


    　時計はすでに五時を回り、空も赤から黒に変わりつつある。今はまだ四月だ。本を返してるうちに日は落ちる。


    　たとえ一〇分程度の距離とはいえ、そこを独りで帰ることになって、この娘こはどこまで意地を貫けるだろうか。


    　普段の仕返しにニコニコしていると、キュッと制服の袖そでを摑つかまれた。


    



    「置いて行かないで、山やま戸ど……」


    



    　意地なんて欠かけ片らもなかった！


    　もう、大きな瞳にじっとりと涙を浮かべて懇願する姿は、そのまま家に持って帰りたいくらい可愛かわいい。


    　落ち着け僕！　小学生はマズイって。……いや本人が言うには高一らしいけど、でも絵的に問題がある。


    「じ、冗談だよ。ちゃんと宿舎までついていってやるから」


    「野蛮な山戸に自宅を知られるのは恐ろしいが、独りで帰るのはもっと恐ろしい」


    　やっぱり見捨てようかな……。


    　だけど悪態つきながらこの娘こは僕の袖を離そうとしないんだよな。


    　この小さな手を振り払う強さは、僕にはなかった。


    　仕方がない。手には気づかなかったふりをしてやるよ。


    「でも、なんでそんな独りが苦手になったんだ？」
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    　叢そう子こと違って、自分の力が怖いというわけでもなさそうだ。なんで神しん器き少女という力ある存在が、そんなことを怖がるんだろうか。


    「さて……なぜだろうね？」


    　不思議そうに首を傾かしげると、白い髪が肩の上で躍るように揺れる。


    　珍しく縋すがるような姿を見てしまったせいか、いつもの小憎たらしさが影を潜ひそめているように感じた。夢ゆめ羽はの下の妹に欲しいくらいだ。


    　やがて、黒くろ埜のは「ああ」と思い出したような声を漏もらす。


    「私を読んだ者はことごとく発狂する。私は禁書なのだ。いつこの世界から抹消されるのか、いつも震ふるえていた」


    　唐突に聞かされた告白は、凄せい絶ぜつな記憶だった。


    「だがな。魔導書とて本なのだよ。読んでもらえなければ意味がない。だが読み終わった瞬間、私は消されるかもしれない。酷ひどいジレンマだ。だけど、誰かが読んでくれている間だけは、私の存在は保証されていたのだよ。なぜだかわかるかね？」


    「──読み始めた本を、途中で放り出すなんてできないから」


    　黒埜の頰ほおが、わずかに紅潮した。


    「その通りだ。だから誰かに読んでもらえることが嬉しくて、誰も手に取ってくれない時間が酷く心細かった。原因というなら、きっとこれがそうなのではないかと思う」


    　ネクロノミコンは、神話に登場する道具じゃない。神話を今に伝える魔導書だ。それは常に人と共に在あったということなんだ。


    　もしかしたら、神器少女の中で一番人間に寄り添っているのは、黒埜なのかもしれない。


    　僕は、黒埜の頭をそっと撫なでていた。


    「話してくれて、ありがとう」


    　黒埜が「ひゅいっ」と小さな悲鳴を上げて顔を覆おおう。


    「くっ、私としたことが、山やま戸ど相手になにを話しているのだ」


    　おい、なんで僕はそんな毛嫌いされてるんだ？


    　でもまあ、おいそれと人に話して聞かせられる内容じゃなかったのは事実だ。


    　それをうっかり話してしまうくらい、黒埜は怖がってたんだろう。


    「わ、忘れろ。頼む。聞かなかったことにしてくれ」


    「やだよ」


    　慌てる黒埜を、僕はざっくりと切り捨てた。


    　屈辱に顔を染める黒埜に、続けてこう言った。


    



    「忘れられるわけないだろう？　そんな怖い思いしてたなんて聞いたら」


    



    　うっかりでも、ようやく話してくれた記憶なんだ。


    　忘れてなんかやるもんか。


    　キュッと本の束を抱きしめ、黒くろ埜のは俯うつむく。


    「……山やま戸どのくせに、生意気だ」


    「黒埜のくせに生意気だ」


    　本当に生意気だけど、今はそれが微ほほ笑えましく見えた。


    　だから、今こそあのことを問いかけるべきだと思った。


    　──わたしたちがなんで存在するのか、生きる意味を教えてください──


    　僕はまだ、神しん器き少女が求める答えを用意してやれていない。


    「なあ、黒埜は、なんで人生相談部にいるんだ？」


    　改めて問いかけると、ピタリと黒埜が足を止めた。


    「……山戸。君は憎めない男だが、人間だ。我われ々われは神器少女で、人間と神器少女は、違う」


    「そんなことは……」


    　黒埜は首を横に振る。


    「君がどう思っても、人間全体がそう思ってくれるものではないのだよ。人間は、果たして私たちが信じるべき相手だろうか。そして、人間は我々を信じるのだろうか？　神器少女の多くは、まだそこに問題があることすら知らない。だから──」


    



    「私は、神器少女を人間から守りたい。そのために、ここに来た」


    



    　──神器少女を守る──


    　考えもしなかった。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．の怪物ですら一刀の下もとに斬り伏せるのが、神器少女だ。


    　彼女たちに守られるという意識はあっても、彼女たちを守ろうとは考えなかった。


    　黒埜はこんなに小さいのに、仲間を守ろうとしてる。結構すごいやつなんじゃないのか？


    　それから、黒埜は小さな胸を張って[image: ]笑を浮かべる。


    「もっとも、人間全てが君のように愚鈍でいてくれるなら、支配すらたやすいがね？」


    　いつの間にか聞き慣れた悪態に、僕はその頭を撫なで返した。


    「僕も、神器少女がみんな君くらい可愛かわいげがあるなら、仲良くするのはたやすいと思うよ」


    　ムッと唇を尖とがらせ、心なしか頰ほおを赤く染めて、小さな神器少女はいつも通りの言葉を返した。


    「……山戸のくせに、生意気だ」
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    　図書室に入ると、受付には女子生徒が一人だけいた。


    「もう閉めるところだったから、間に合ってよかったわね」


    　女子生徒は手際良く返却処理をすると、部屋の奥に目を向ける。


    「ねえ、悪いけどあそこの子にも閉めるって言ってきてくれない？　わたし、これ片付けてこないといけないから」


    　黒くろ埜のが返却した本を元の位置に戻して来なければならないのだろう。


    　女子生徒が示した先には検索用のパソコンが設置されていた。そこに一人の少女が張り付いている。


    「禍か音のん？」


    　その名前を呟つぶやいたのは、黒埜だった。どこかで聞き憶えのある名前だな。


    　女子生徒が顔に期待を浮かべる。


    「知り合いなの？　じゃあ、お願いできる？」


    「任されよう」


    　黒埜が少女に近づいていき、僕もそれに従う。


    　少女を見て、まず意識が向いたのは長い髪だった。腰どころか膝下くらいまであって、椅子に座っていても地面につきそうだった。靴は踵かかとを踏み潰つぶしていて、ちょっと行儀が悪い。


    　そんな長い髪の隙間から覗のぞくのは、生気のない赤い瞳だ。ツンと尖とがった鼻に形のよいピンクの唇。部分部分からきっと美しい容姿なのだろうとは思うんだけど、顔にかかった髪と気だるそうな表情がぶち壊しにしてる。


    　だけど、なんでだろう。


    　僕はこの少女を見て、彩いろ葉はを思い出した。


    　彩葉の方が背も高いし、髪が長いといってもこう野や暮ぼったい髪型ではない。そのはずなんだけど、この疲れたような横顔が、妙に重なって見えた。


    　黒埜に気づいて、少女も顔を上げる。


    「珍しいな、禍音。君が学校に来ているとは」


    　黒埜が声をかけると、禍音と呼ばれた少女は億おつ劫くうそうに唇を開く。


    　あれ、なんかその名前、聞き覚えがある気がするな。もしかして……。


    「部屋の、パソコン、壊れた」


    　それで図書室のパソコンを借りていたと言いたいらしい。


    　それから、少女は赤い瞳を僕に向けてくる。


    「こ、こんにちは。僕は──」


    「──山やま戸ど凪なぎ」


    　先に名前を言われたことに、僕は目を丸くした。


    「あれ？　どっかで会ったことあるかな？」


    　少女はもう興味をなくしたようにモニターへ顔を向けてしまう。どこかの掲示板にでも入っているのか、覚えのある画面が表示されていた。


    　なんか、嫌われてる……？


    　初対面からコミュニケーションが絶望的だった。


    　肩を落としてると、黒くろ埜のがクックと笑い声を漏もらす。


    「気にしないでやってくれ。禍か音のんは誰にでもこんなものだ」


    　それから少女を示す。


    



    「──葉は此この禍音──彼女も神しん器き少女の一人だ」


    



    　そういえば、ゲシュ先生が部活に出てるのが叢そう子こたち三人だけで、他にも神器少女がいるみたいに言ってたな。


    　黒埜の知り合いだから、もしかしたらとは思ったけど、やっぱりそうなのか。


    　名前からは……ちょっと正体がわからないな。なんの神器少女なんだろう。禍音……カノンか。なんかありそうな気はするんだけど。


    「禍音。もう閉館時間だそうだ」


    「ん」


    　小さく頷うなずくと、パソコンの電源を落として立ち上がる。どうやら協調性がないわけじゃないらしい。


    　立ち上がっても背はあまり高くないようで、黒埜より少し高い程度だった。よく見ると、胸元に鍵の形をしたペンダントが揺れている。


    　少女は、図書室の出口を指差すと、チラリと僕に目を向けてきた。


    「ええっと、なんだい葉此さん？」


    「禍音」


    　どうやら、下の名前で呼べと言っているようだ。


    「禍音さん、なにかな？」


    「──いろはにほへと、ちりぬるを──」


    「へ……？」


    　いきなり呪文のようなことを言われた！


    「ええっと、いろは歌……だよね？」


    　禍音は気だるそうに頷くと、もう一度口を開いた。


    「烏からす川がわ彩いろ葉は」


    　その名前を聞かされるとは思わず、心臓が大きく鳴った。


    「い、彩葉が？」


    「保健室」


    　それだけ聞けば、僕にはなにがあったのか理解できた。


    　僕は走り出そうとして、黒くろ埜ののことを思い出した。


    「気にしなくていい。用ができたのだろう？　私は禍か音のんと帰ることにするよ」


    「ごめん、黒埜」


    　ひと言詫わびてから、僕は走り出した。


    　その後ろで、禍音がイタズラでも成功したようにぺろっと舌を出したことにも気づかず。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「──彩いろ葉は！」


    　保健室に飛び込むと、保健医の溝みぞ口ぐち先生が驚いた顔で振り返る。


    「こら、山やま戸どくん。保健室の扉はちゃんとノックなさいと言ったでしょう？」


    　実はこうして保健室に飛び込むのは初めてじゃない。僕も顔を覚えられていた。


    「先生、彩葉は？」


    「烏からす川がわさんなら、奧のベッドよ。でもちょっと待ちなさ──」


    　話を最後まで聞かずに、僕は彩葉のベッドに駆け寄った。


    　カーテンが閉められているけど、中で人が身を起こしているのがわかった。


    「入るよ、彩葉」


    「えっ？　ち、ちょっと待っ──」


    　彩葉の返事も待てず、僕はカーテンを開けてしまった。


    　それは、少し冷静になって考えればわかることだった。


    　起きてるのに、なんでカーテンを閉めているのか。


    



    　カーテンの向こうには、真まっ白しろな肌を晒さらけ出した彩葉がいた。


    



    　汗を拭ぬぐっていたのか、シャツは隣にたたまれている。胸元には真っ白な下着と、二つのカップに包まれた確かな膨ふくらみが揺れていた。やっぱり、結構な大きさだ。


    　カアッと赤く染まった顔も含めて、写真に収めたい光景だった。


    「……ナギ」


    　思わず凝視していると、彩葉が震ふるえる声を漏もらした。


    　それで、ようやく我われに返る。


    「ご、ごめん！」


    　慌てて背を向ける。


    　そして振り返った先には、たいそうご立腹の様子の溝口先生の姿があった。


    「山戸くん」


    「……はい」


    「正座」


    「……はい」


    　彩いろ葉はが着替え終わるまで、僕はたっぷり一〇分近く正座をすることになった。


    



    「それで、なんの用？」


    　着替え終わった彩葉からの声は、どこまでも冷たかった。


    「彩葉が保健室に運ばれたって聞いたから」


    「……大げさだわ。ただの貧血よ」


    　なんでも一度は帰ろうとしたらしいのだが、家まで保ちそうになくて保健室に引き返したらしい。どうりで気づかなかったわけだ。


    　彩葉の体質のことは、先生たちも知っている。家が向かいということもあって、なにかあったときは大体僕にも知らせてくれるのだ。


    　貧血の場合、体を冷やさないことが重要だ。それで毛布を多めにかけられたのだが、今度は多すぎたらしい。汗をかいたまま帰るとまた体温を下げてしまうため、拭ぬぐっていたところに僕が突入してしまったんだ。


    　なんというか、本当に狙ねらったようなタイミングだ。
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    　彩いろ葉はだけでなく、溝みぞ口ぐち先生からも深いため息が返ってくる。


    　でも、大したことがなくてよかった。


    「烏からす川がわさん、もう大丈夫？」


    「はい。お世話になりました」


    　彩葉がペコリと頭を下げ、溝口先生が冷たく僕を睨にらむ。


    「山やま戸どくん。罰として烏川さんを家まで送ってあげなさい」


    「先生、私は……」


    「そのつもりだから、大丈夫です」


    　割って入ったことで彩葉からムッと睨まれるが、僕は笑顔でそう答えた。


    「じゃあ、お願いね。烏川さんもおとなしく帰るのよ？」


    　釘を刺されて、彩葉も不服そうに頷うなずく。


    



    　先生に見送られ、僕は駐輪場に向かった。


    　この時間だと、残ってる自転車もほとんどない。自転車に鍵を差し込み、スタンドを蹴けり上げたときだった。


    「山戸くん！」


    　元気そうな声が聞こえた。


    　振り返ると、叢そう子こが嬉しそうに走ってきていた。その後ろに、呆あきれ顔のイクスがついてきている。


    　二人とも、買い物が終わって帰ってきていたらしい。


    　僕のところまで来ると、叢子は自慢げに手に持っているものを突き出す。


    　フラスコのような形をした透明な容器にノズルとレバーのついたそれは霧吹きだった。僕が知ってるものよりずいぶんと大きい。上端からは金属の棒が突き出していて、ガーデニング用の上等なものだとわかった。


    「見てください山戸くん」


    　カシュンカシュンと何度もポンプを押すと、ノズルを捻ひねってレバーを握る。


    　ぶしゅーっと音を立て、霧状の水が放出され続ける。空気圧で放射するタイプのもののようだ。僕も実物は初めて見る。


    「画期的です」


    　目の輝きが違う。なんだか、めちゃくちゃ感動してるようだった。


    「よかったね、叢子」


    「イクスが選んでくれました」


    「わ、わたくしはただ、買うからには妥協はすべきではないと……」


    　やっぱり、この二人はいいコンビだと思った。


    「叢そう子こ、ごめん。ちょっと今、人を待たせてて、続きは明日聞かせてくれるかい？」


    「……はい」


    　シュンと項うな垂だれる姿を見ると胸が痛んだが、今は彩いろ葉はのことを優先したかった。


    　自転車を進めようとすると、イクスが思い出したような声を上げる。


    「待たせてるって、校門にいた髪の長い娘ですの？」


    「え……？　う、うん」


    　彩葉は校門で待ってる。彼女の容姿は相当目立つから、遠目にも気になることはあるだろう。


    「彩葉が、どうかしたの？」


    「わたくしではありませんけど、天あま野の叢子が」


    　叢子に目を向けると、消沈したように肩を落としていた。


    「どこかで会ったことがあるような気がしたんです。だから話しかけてみたんですけど」


    「……？　なにか、あったの？」


    　口ごもる叢子に代わって、イクスが憤ふん慨がいしたように足元の石ころを蹴け飛とばした。


    「声をかけようとしたら、手を振り払われましたわ。なんなんですの、あの人間は！」


    　意外な言葉に、僕は面食らった。


    「え、それ、本当に彩葉がやったのかい？」


    　あの彩葉が、理由もなく人にそんなことをするというのは信じられない。


    　イクスは、少し戸惑った顔をして俯うつむく。


    「校門にいたというだけですから、その彩葉という子だとは限りませんけれど」


    　たぶん、人違いじゃないだろうか。


    　イクスがコホンと咳せき払ばらいをした。


    「待たせてるのなら、早く行って差し上げた方がいいのでは？」


    「あっ、うん。それじゃあ二人とも、また明日」


    　叢子たちに手を振って校門へ急ぐと、彩葉はちゃんと待っていてくれた。


    　……そこに見間違えるような人はいなかったのが、少しだけ気になった。
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    「……ナギ、歩くわ」


    　そう言う彩葉を、僕は自転車の荷台に誘う。


    「先生が送っていけって言ったんだから、大丈夫だよ。まだ歩くの辛つらいんだろう？」


    「でも……」


    「いいから！」


    　そう言うと、彩葉も根負けしたらしい。


    「……わかったわよ」


    　荷台に腰を下ろし、手はしっかりとサドルに捕まる。


    　一応、一〇分間の正座で着替えを覗のぞいた罪は許されたらしい。このときばかりは彩いろ葉はは寛大だと感謝した。


    　ひとり分の重量が増えて、ペダルをこぎ出すと車輪が小さく軋きしんだ。


    　音おと姫め城跡を越えるまでは上り坂だ。自転車で進むのは一人でも辛つらい。普段でも、頂上付近は降りて押すくらいだ。


    　それでも、この重さが懐かしくて、嬉しかった。


    　僕は立ちこぎで車輪を前に進める。


    　[image: ]かばんを二つ放り込んだ籠かごがガタゴトと揺れた。


    　すぐ側を乗用車やトラックが追い越していく。後ろから主婦が乗る自転車も、すいすい僕らを追い抜いていく。


    　自転車に乗っていても、僕たちだけ時間が遅くなってんじゃないかと思う。だけど、今はそれが心地好よくさえあった。


    　……とはいっても、やはり頂上付近の傾斜は凄すさまじい。


    「ぐぎぎぎ」


    　もうちょっとで乗り越えるというところで、目の前の信号が赤に変わった。


    　さすがにそこで気力が尽きた。それを敏感に察した彩葉が、スルリと荷台から降りてしまう。


    「……そんなにキツイのなら、歩けばいいでしょう？」


    「し、信号さえ、変わらなきゃ、行けたはず、なんだ」


    　息も絶え絶えでしたすみません。


    　信号を待ちながら、隣の彩葉をチラリと見る。


    　いつも通り、なにを考えてるのかわからない表情で、だけど容易たやすく手折られそうな華きや奢しやな体で、夕陽を浴びた髪は絹のカーテンみたいに綺き麗れいで、大きなリボンが風に揺れていて。


    　思わず見み惚とれてると、視線に気づいたのか彩葉が振り返った。


    「……なに？」


    「いや、その、こんなふうに帰るのも、久しぶりだね」


    「そうね」


    　もう、二週間ぶりくらいだろうか。人生相談部に入ってからは、初めてのことだった。


    「彩葉は、いつも放課後はなにをしてるんだい？」


    「……いつも通りよ。ここのところ、体調がよかったから」


    　とりようによっては、体調さえ崩さなければ関わる必要がないとも聞こえる言葉だ。


    　だけど、そういうことを言う彩葉は、大体いつも苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている。


    　それが自己嫌悪の表情だと気づかないほど、僕らの付き合いは浅くない。


    「僕はさ、部活、始めたんだ」


    「……そう」


    「困った人たちばっかりでさ、その人たちの悩みを解決……するのが活動らしいんだけど」


    　いや、そのはずなんだけど、僕は果たして胸を張ってやり遂げたと言える活動をしてただろうか？


    　説明してて自信がなくなってきた。


    「なかなか上手くはいかなくってさ。まあ、僕なんかがいきなり人の悩みなんて解決できるわけもないんだろうけど」


    「……そうは、思わないわ。ナギはそのままでいい」


    　それが励ますような優しい声で、僕はちょっと耳を疑った。


    　彩いろ葉はは、僕がなにをやっているのか知ってるのか？


    



    「ただ寄り添って、側そばにいてくれるだけで、人なんて救われるものよ」


    



    　まるで自分のことのように、幸せそうに、それでいて寂しそうに、彩葉は言った。


    　びっくりするくらい、鼓動が速くなった。


    「それって……」


    「信号が変わるわ」


    　でも、その表情を見る前に彩葉は進んでいってしまう。


    　横断歩道を渡りながら、彩葉の背中に語りかける。


    「その部活なんだけどさ、他に部員はいるんだけど……なんていうのかな。活動するのは僕だけっていうか、僕は他の人たちとは仕事が違うというか」


    　ああ、くそ。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部なんて、どう説明すればいいんだよ。


    「つまり、その、人手不足なんだ。ちょっと説明しづらい活動内容なんだけど……彩葉」


    　名前を呼ぶと、彩葉はピタリと足を止めた。


    　横断歩道は、もう渡り終わっていた。


    



    「彩葉、いっしょに、部活しないか？」


    



    　気がついたときには、僕はそう言ってしまっていた。


    「ああ、なんていうか、大変だけど、大変じゃないっていうか。普段は本当に部室で好きなことやってるだけだし、実のところなにもしなくていいっていうか」


    　僕は、なにを言ってるんだろうか。


    　彩葉だってなにを言われてるのかわからないだろう。呆あきれられてるかもしれない。


    　でも、僕はこう言っていた。


    「そこにいてくれるだけでいいんだ。彩いろ葉はが見えないところにいると、とにかく不安なんだ」


    　キュッと、彩葉が手を握り締めた。


    　その背中がなにかを必死で堪こらえているように見えて、僕はなおさら不安になった。


    「彩葉……？」


    　小さく吹き出して、彩葉が振り返る。


    　久しぶりに見た、彩葉の笑顔だった。


    「ナギ。その説明で入部しろと言われても、答えられないわ」


    「……ですよねー」


    　どうして僕にはもっと語ご彙い力りよくってものが備わってないんだろうか……。


    　とぼとぼと進んでいくと、やがて夢ゆめ羽はの中学校が見えてくる。この辺りになると、傾斜もなだらかなものになっている。


    　陽が落ちて、街灯にちらほらと明かりが灯ともり始めていた。


    「彩葉、そろそろ乗ったらどう？」


    「ええ」


    　いくらか柔らかい表情で、彩葉は頷うなずいた。


    　もう一度、荷台に彩葉の重さを感じて、僕はまた自転車を漕こぐ。


    　ここからは下り坂だ。ブレーキをかけながら、ただのんびりと下るだけでいい。


    　二人乗りだから、バランスだけは少し気をつけないといけないけど。


    　だけど、この時間が無性に愛いとしく感じられた。


    　ずっと、この時間を恋しく思ってたんだと、今さら気づいた。


    



    　彩葉が体調を崩して保健室に運ばれるのは、よくあることだ。


    　その都つ度ど、僕は不安になって彩葉を追いかけ、彼女が無事であることにホッとしてた。


    　──幼おさな馴な染じみ──


    　便利な言葉だ。


    　煙たがられたって、馴なれ馴れしくたって、いっしょにいる理由をひと言で納得してもらえる。


    　でも、僕が彩葉が気になるのは、そんな理由じゃない。


    　初めてこんな気持ちを抱いたのは、いつだったろうか。


    　小学校のころは彩葉ももっと気が小さくて、いつも僕の後ろをついてきてて、本当にもう一人の妹みたいだったんだ。そう、ちょうど今の叢そう子こみたいに臆おく病びようで……。


    　それが、急に大人びたというか、冷たくなったというか、人を寄せつけないような態度を取るようになって、だから逆に僕の方がかまうようになって。


    　気がついたら、もう彩葉しか見えなくなってた。


    　胸ポケットの生徒手帳を意識する。


    　いつだったか、彩いろ葉はからもらった白猫の絆ばん創そう膏こうは、実は使えずにそこに挟んである。


    　そんな大げさな怪け我がじゃなかったし、なにより使うのがもったいない気がして。


    　だけどそんなものを後生大事にとってある時点で、もう否定しようのない事実だ。


    　僕は彩葉が好きだ。


    　この冷たくて、いつ壊れてしまうかわからないほど危あやうくて、だけど不器用なだけで、本当は優しい彩葉が、僕は愛しくて堪たまらない。


    　好きだなんて言ったら幼おさな馴な染じみという関係も壊れてしまいそうで。


    　でも、今なら言える気がする。


    「ねえ、彩葉」


    　彩葉から、返事はなかった。


    　でも、声は届いてると信じて僕は口を開く。


    



    「僕は、彩葉が、好──」


    



    「──ナギ、前！」


    　強い声に、反射的にブレーキを握ると、一歩遅れて目の前にボールが飛び出してきた。


    　そうなのだ。音おと姫め城の周辺は大型緑地公園になっているのだ。この時間でも、ボール遊びしてる子供の一人や二人はいる。


    「すみませーん」


    　すぐに小学生らしき少年がボールを取りに走ってくる。


    　危なかった。彩葉が気づかなかったら、ボールを轢ひいて転んでたかもしれない。それを避よけてたら、今度は少年にぶつかってたかもしれない。


    「彩葉、よく気づいたね」


    「……ここからは、見えていたから」


    「そう、なの……？」


    　横向きに座ってたからって見えるもんなのかな……？　なんというか、もっと前からわかってたような反応みたいだったけど。


    　チラリと振り返ると、彩葉は俯うつむいていて表情は読めなかった。


    　そんな僕の視線に気づいて、首を傾かしげる。


    「ナギ、なにか言いかけた？」


    「あー、いや……なんでもない」


    　僕はヘタレだ。


    　改めてそれを口にできるほど、勇敢じゃなかった。


    　消沈して自転車の車輪を転がすと、コツンと、彩いろ葉はの頭が背中に当たった。


    　寄りかかってきたんだ。


    「私は、もう……」


    「彩葉？」


    　なにを言いかけたのか、すぐには返事はなかった。


    　坂が終わって、家が見えてきたころ、ようやく彩葉が唇を震ふるわせた。


    



    「───────────」


    



    　囁ささやくような声はあまりに小さくて、こんなに近くにいるのに聞き取ることができなかった。


    　もしかしたら、ただ唇を動かしただけだったのかもしれない。


    　だけど、それはまるで別れを告げるような、あるいはなにかを決心するような、そんな切実なものに感じた。


    　このとき、彩葉がなにを言っているのか気づいてやれなかった。


    　僕がそれに気づいたのは、全部が手遅れになってからだった。


    



    　世界が滅びるまであと一〇三七日の、下校時刻のことだった。
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    第六章　不確定未来のパンドラ（甲）


    



    



    　月曜日。


    　僕は三人の神しん器き少女といっしょに、学校のグラウンドに出ていた。


    　昼間だというのに、他の生徒の姿はない。校舎の中にもだ。


    　昼下がりに、Ｍ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴ったんだ。


    「というか、ここで戦うのかい？」


    「そうなるな」


    　今日は黒くろ埜のが戦う番らしい。


    　魔導書の神器少女が神霊化すると、どんなふうになるんだろう？


    　不謹慎かもしれないけど、それは楽しみでもあった。


    　でも、よりによって学校で戦うことになるなんてな。Ｍ．Ｏ．Ｅ．に場所を選べというのも無理な話なんだろうけど、学校は大丈夫なんだろうか。


    　すでに避難は完了していて、パンデミックが起こるのを待つだけなんだけど、黒埜が浮かない顔をしていた。


    「黒埜、大丈夫か？」


    　声をかけると、黒埜は複雑そうな表情で頷うなずいた。


    「どうにも、今日はよくないことが起こるらしい」


    「そんなこと、わかるの？」


    　見れば、黒埜だけでなく叢そう子こやイクスまでもが顔に警戒を浮かべていた。


    「この前、図書室で会った神器少女を覚えているかね？」


    「禍か音のんさん？」


    「彼女には、一種の予知能力のようなものがあってね。我われ々われ三人は朝方警告されたのだよ」


    「なんて？」


    



    「──今日のパンデミックは、厄やつ介かいなことが起こる──」


    



    　その声の重さから、きっと神器少女でもただじゃ済まないようなことなんだと感じた。


    「とは言っても、わたくしたちが無視するわけにはいきませんもの」


    　イクスが納得のいかないという顔で言う。


    「その、禍音さんの予知ってそんなに当たるの？」


    「いや。あれは当たる当たらないという次元の話ではなくてね。禍音が言うならばそれはすでに起きることが決定づけられた事実なのだよ」


    　神話の中でも、そこまで強い予知能力のあるものは少ないはずだ。


    　とりあえず僕が思い付くところじゃ、北欧神話だろうか？　あれはラグナロクという結末が先に用意されていて、神々はそれを知りながら抗あらがい、そして結局は運命に破れて人間の世になるという物語だ。


    　オーディンやノルンという、その結末を見通していた神々も存在したんだから、彼らにまつわる神しん器き少女ならそういうこともあるかもしれない。


    　……って、あれ？　でもそれじゃあこの前、彩いろ葉はが保健室に運ばれたときも、僕が着替えを覗のぞいちゃうことがわかってたのか？


    　というかはめられた？　事故じゃなくてあの娘に誘導されてたんじゃないのか？


    　くそっ、やられた！


    「山やま戸どくん、顔がゆるみ切ってますけど……」


    　叢そう子こが戸惑った目を向けてきていた。


    　……まあ、幸運だったのも、事実なんだけど。


    　いつの間にか顔に出てたのか……。僕はコホンと咳せき払ばらいをして誤ご魔ま化かした。


    「でも、それって警告自体も意味がないんじゃないのか？　避けようとしてもその通りになっちゃうってことだろう？」


    「なにも知らずに直面するよりは、ずっとよい。知っていれば、心構えというものを作ることができるのだからね？」


    　そういうものなんだろうか。


    　今一つ納得できなかったんだけど、黒くろ埜のがキュッと目を細めてフェンスの向こうを睨にらんだ。


    「そろそろ、始まるようだ」
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    　黒埜が睨んだ先には、工事現場があった。


    　何十メートルも伸ばされたクレーン車が独りでに動き始め、こちらに向きを変える。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．ってやつは、神器少女を特別なものと認識してるんだろうか。それとも人間の僕がここにいるからだろうか。


    　明らかに、ここにいる誰かを敵と認識しての行動だ。


    　イクスが戦ってたときも、はりぼての竜はやっぱりイクスを狙ねらっていたように見えた。


    　でも人間を敵だと思ってるなら、避難所を襲おそうくらいのことはするはずだ。


    　となると、やっぱりＭ．Ｏ．Ｅ．が狙ってるのは神器少女なんじゃないか？


    　叢子たちは断る理由がないから世界を救うみたいなことを言ったけど、本当は戦わないと仕方がないんじゃないのか？


    　イクスのときにも思ったけど、Ｍ．Ｏ．Ｅ．には意思みたいなものがあって、神器少女を狙ってるんじゃないのか？


    　そんなことを考えるうちに、黒くろ埜のが薄い胸に腕を突き入れる。


    



    『──狂気の理ことわりを打ち、禁きん忌きの叡えい智ちを紡つむぐ。我われは死者の娘なり──』


    



    「ぁ……ふ……」


    　甘い吐息を漏もらして、黒埜の胸から一冊の書物が引き抜かれる。


    　黒い光──矛む盾じゆんしてるようだけど──そうとしか言い表せないものが[image: ]こぼれ、黒埜の体に纏まとわり付いていく。


    　そうして編み上げられたのは、叢そう子こやイクスのような甲かつ冑ちゆうではなかった。ドレスだ。薄うつすらと透けるスカートと、先端に環の金具を嵌はめた無数の飾り紐ひも。ヒラヒラとした袖そでには金の円環が嵌められていて、真っ白な髪をヘッドドレスが覆おおっていた。


    　そんな黒のドレスだけど、僕にはその黒が微細な文字の集まりなんだとわかってしまった。


    　そして、ドレスのそこここにギョロリと眼球のような模様が現れる。


    　……模様、だよね？　なんか動いてるように見えるけど、生きてるのそれ？


    「我は恐怖の落とし子。彼方のものの道標──神しん器き少女ネクロノミコン」


    　黒埜が書物を掲げると、独りでにページがめくれていく。その上で、人差し指を立てると、ついっと横へ線を描く。


    　指がなぞったあとに、不可解な文字が浮かび上がり、そして消える。


    「なにか期待しているのならすまないな。私の力は、地味だぞ？」


    　そういう黒埜の向こうで、クレーン車が見る見る赤黒く変色していく。


    「あれって、[image: ]さびてるのか……？」


    「その通りだ」


    　うわっ、本当に地味だ。


    　愕がく然ぜんとしてると、叢子がおかしそうに笑っていた。


    「たぶん、山やま戸どくんが巻き込まれないようにがんばってるんですよ。美み紺こんの力は無差別に周囲を巻き込みますから」


    「いや、そういうわけでは──」


    「ですわね。山戸凪なぎが直視すると正気を失いかねませんものね」


    「違うと言っているだろう！」


    　珍しい。黒埜がからかわれて真っ赤になってる。


    　さてはこの娘、褒ほめられるのが苦手だな。いい弱点を知ったぞ！


    「そうか……。気を遣わせたみたいで悪いな。でも、ありがとう」


    「～～っ」


    　耳まで赤く染めて、黒くろ埜のは顔を背そむける。


    （黒埜って意外とシャイなんだね？）


    （ええ。わたくしたちの中で一番初う心ぶですわよ？）


    　側にいたイクスに耳打ちしていると、怒りに震ふるえる声が響いた。


    「聞こえているぞ、君たち」


    　プルプル震えながら、黒埜が引きつった笑みを浮かべる。


    「そうかそうか。君がそう言うのなら、私も気にする必要はないな。心ゆくまで発狂してゆくといい！」


    　黒埜の手から、どろりとした液体のようなものがあふれだす。地面に[image: ]こぼれてジュッと煙が出て、とにかく見境なく危険なものだってことだけはわかった。


    「ああああああ待って待ってごめんなさい！」


    　僕が泣いて謝った瞬間だった。


    



    　ガシャンと、クレーン車が砕け散った。


    



    　なんというか、破裂したみたいに木こっ端ぱ微み塵じんだ。


    「うわっ！　き、機械って、[image: ]さびるとあんなふうに壊れるのか？」


    「──違う」


    　思わず頭を庇かばって中腰になると、黒埜が険けわしい顔をしていた。


    「叢そう子こ、イクス、山やま戸どを連れて離れていろ」


    「ど、どうしたんだ？」


    　黒埜は、書物を開いて盾たてのような光を生み出す。


    「なにかが、いる」


    　額に汗まで滲にじませて、黒埜はそう呟つぶやく。


    「なにかって──」


    「山戸くん、下がって」


    　叢子とイクスが腕を引き、僕を後ろへ下がらせる。


    　僕の質問に黒埜が答える前に、それは姿を見せていた。


    　クレーン車が砕けた方向から、一つの影が飛び出す。


    「人……？」


    　そう、それは人間の形に見えた。


    　人影は瞬またたく間に学校まで迫り、トンと跳躍する。


    「へっ？」


    　思わず、間抜けな声が漏もれてしまった。


    　そいつは、人間の形をしてるのに五メートル近い学校のフェンスを跳び越えたんだ。


    　グラウンドに着地したそれを見て、僕はようやく相手が女性だということに気づいた。


    　頭部は硬質なヘッドギアで守られ、手足には無骨な甲かつ冑ちゆう。背には翼のような機械を背負っていて、腰からはエンジンノズルみたいな突起が突き出している。


    　ただ、全身を覆おおうモノトーンのスーツが描く輪郭は、女性のものだった。


    　女性の人影は、まるで神しん器き少女のように大きな剣を握っていた。


    「神器少女……？」


    　僕がその名前を口に出すと、叢そう子こが首を横に振った。


    「違います。この感じ、この前の飛行機に近いです」


    「飛行機って……戦闘機のこと？」


    　僕と叢子が出会った夜の戦闘機だ。


    「何者かは知らないが、我われ々われに対して敵対心を抱いているということでよいのかね？」


    　黒くろ埜のの言葉に応えるように、人影は地を蹴ける。


    「なるほど。では応戦させてもらう」


    　手の平を上に向け、クイッと指を起こす。


    　ドロリと地面が融解し、そこから黒い〝なにか〟が噴ふき出す。きっと理解してはいけないものなんだろう。


    　人影はその〝なにか〟をスルリと横に跳んでやり過ごすが──


    「それは、悪手だよ」


    　そう言って、黒埜が指をぱちんと鳴らす。


    　瞬間、〝なにか〟がドンと弾けた。


    　散弾銃みたいに飛沫しぶきが容赦なく降りかかる。至近距離で避けようのないものだった。


    　だけど、そこで目を見開いたのは黒埜の方だった。


    　人影は身を低く伏せることでさらに加速し、黒の散弾を綺き麗れいに躱かわした。


    「やるな」


    　黒埜の声に焦あせりが滲にじむ。


    　次の手を講じようと、書物を開くが、そこで人影の動きが変わった。


    「なっ──」


    　人影が、加速した。


    　それまでも人を超越した速度で走っていたのだが、これはまさしく爆発的な加速だった。もうさっきみたいな攻撃で捉えられるスピードじゃない。


    「ではこれはどうだ？」


    　クルリと指先で円を描くと、再び地を割って黒い〝なにか〟が[image: ]はい出す。今度は壁のような膜が作られた。


    　そして、黒くろ埜の美み紺こんはただ防御に甘んじるような娘ではない。


    「行け！」


    　黒い壁は、人影に向かって津波のように放射された。


    　だがそれを読んでいたように、人影は跳躍する。学校のフェンスを軽々と跳び越えたあの跳躍力だ。


    「まあ、そうするほかないだろうね」


    　待ち構えるように、黒埜が指先を突き出していた。


    　そこで、僕は見てしまった。


    　黒い〝なにか〟には、無数の顔のようなものが浮かんでいた。


    　そして、耳を覆おおいたくなるような呻うめき声が聞こえる。怨えん嗟さとも慟どう哭こくともつかない、暗い暗い声で、聞いているだけで目め眩まいがした。


    　──死霊──


    　そんな単語が脳裏を過よぎった。


    　ネクロノミコンは死者の書──黒埜は苦く悶もんする悪霊を操ってぶつけてたんだ！


    　そりゃあ、そんなの直視したら頭がおかしくなるよ！　同じ神しん器き少女の叢そう子こたちまで怯おびえる理由がようやくわかった。


    　実体のないそれが、人影の跳躍した先を呑のみ込むように広がる。


    　避よけられない。これで終わりだ。


    　誰もが、そう思った瞬間だった。


    



    　ドンッ


    



    　地響きのような、重たい音が響いた。


    　そして、人影が空中で跳躍するように向きを変えていた。


    「え──」


    　黒埜が目を剝むいたときには、人影は怨おん霊りようを見事に躱かわしきって着地していた。


    　そして、またドンッと重たい銃声のような音が響く。


    　弾丸のように加速して、人影が地を駆ける。


    「足の、脚甲か！」


    　この距離まで近づいてようやくわかった。


    　人影の甲かつ冑ちゆうには、戦闘機のノズルのようなものが埋め込まれていたんだ。そこからガスのようなものを放出して加速してる。


    　三度目の加速で、人影は黒埜の間合いに踏み込む。


    　自身の身長ほどもある巨大な剣が、振り下ろされようとしていた。


    「逃げろ黒くろ埜の！」


    「くっ──」


    　黒埜が飛び退き、そこを長剣が一いつ閃せんする。


    　フワリと着地した黒埜のドレスから、袖そでがハラリと切り離される。


    「神しん霊れい衣いを斬ったっ？」


    　イクスが驚きよう愕がくの声を漏もらす。


    　黒埜のドレスも、神しん器き少女の力で作られたもののはずだ。それを、この人物は破壊したのだ。


    　ヘッドギアの隙間から覗のぞく唇が、初めて言葉を囀さえずった。


    



    「当たれば斬れる。なら、壊せる」


    



    　その声を聞いて、僕は全身の血が逆流したような感覚を覚えた。


    　僕は、その声を知ってるんだ。


    　誰よりも、身近で聞いた声だ。


    「君は、人間か？　なかなかの手て練だれのようだが、顔くらい見せたらどうなのかね」


    　やめろ。


    　見たくない。


    　顔なんて見せるな。


    　人影は、ヘッドギアに手をかけると、静かに取り払った。


    　フワリと、長い髪がさらけ出される。


    　烏からすのような、濡ぬれ羽色の長い髪だ。


    



    「なんで、彩いろ葉はが……」


    



    　そこにいたのは、僕の幼おさな馴な染じみで、誰よりも好きな少女──烏からす川がわ彩葉だった。
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    　わけがわからない。


    　なんで、彩葉がこんなところにいるんだ？


    　彩葉が、黒埜を襲おそってたっていうのか？


    　そんなこと、あっていいわけない。


    「彩葉……」


    　名前を呼ぶと、彩葉は冷たい眼まな差ざしを返してきた。


    　ああ、名前なんか呼ぶんじゃなかった。


    　彩いろ葉はが、応えてしまった。無視してくれれば、まだ似てるだけの別人なんじゃとか考えられたのに。


    「彩葉……。なに、やってるんだよ。ほら、そんな危ないもの持ってちゃ、ダメだろう？」


    　情けないことに、とっさに口から出たのは、そんな言葉だった。


    「それに、あんなに跳び回るのもよくないよ。この前だって、貧血で倒れたところじゃないか」


    　僕が知ってる彩葉は、少し走っただけで貧血を起こすような、虚弱体質だったんだ。


    　なにより──


    「そんなものを、人に向けたらダメじゃないか！」


    　どれだけ無ぶ愛あい想そうで、取っつきにくくても、僕が知ってる彩葉は自分から誰かを傷つけたりする娘じゃない。


    



    「人じゃ、ないわ」


    



    「──っ」


    　だというのに、彩葉から返ってきたのは叢そう子こたちを傷つけるような言葉だった。


    　僕が怯ひるんだ隙に、黒くろ埜のが割って入る。


    「山やま戸ど、この娘とどういう知り合いなのかは知らないが、彼女は我われ々われの敵だ。人間だろうと、これ以上手心を加えることはできない。ここから離れたまえ」

  


  [image: ]


  
    　彩いろ葉はは首を横に振る。


    「その必要はないわ。今日はただ、警告に来ただけだから」


    「警告だと？　いきなり攻撃しておいてよく言う」


    「あなたたちに、ではないわ」


    　彩葉は僕に真まっ直すぐ目を向けてきた。


    「僕に？　なん、で……」


    　黒くろ埜のが苛いら立だった声を上げる。


    「ずいぶん勝手なことを言ってくれるな。私には君の警告とやらをおとなしく待ってやる義理はないぞ？」


    「そう……。ならかまわないわ。私が死ぬか、あなたたちが壊れるまでやりましょう？」


    　挑発するように、自分が敵であることを誇示するように、彩葉は神しん器き少女を〝もの〟として呼ぶ。


    「──待ってくれ！」


    　声を上げると、彩葉も黒埜も止まってくれた。


    「待ってくれ、黒埜。彩葉の話を聞きたいんだ。頼む」


    　頭を下げると、黒埜は忌いま々いましそうに舌打ちを漏もらすが、引いてくれた。


    「……君には、図書室の借りがある」


    「ごめん。ありがとう」


    　それで黒埜が傷ついた顔をするのが見えて、どうしようもなく胸が痛んだ。


    　僕は黒埜の都合より、彩葉を選んだのだ。


    　黒埜が静観に入ったことで、彩葉もようやく剣を下ろす。冷却を始めたのか、彩葉が身につけた機械からブシュッと蒸気が噴ふき出した。


    「彩葉、どういうことなんだ？　なんで、彩葉が神器少女と戦うような力を持ってるんだ？　そんなことできる体じゃなかったろ？」


    　長い黒髪を振り払って、彼女は首を横に振る。


    「そんなことは、今は関係がないわ」


    　一方的に、彩葉は告げる。


    



    「ナギ、神器少女には関わらないで。神器少女は、敵よ」


    



    　根拠もなく、僕は彩葉が僕のことを応援してくれてるんじゃないかと思ってた。


    　もしかしたら、いっしょに部活ができるんじゃないかとまで期待した。


    　なのに、彩葉の言葉はそれを全部否定するものだった。


    　……いいや。僕のことはいい。そんなことより、もっと納得できないことがある。


    　今、彩いろ葉はがやったことは、きっとやっちゃいけないことだ。


    　それは神しん器き少女に世界を救ってもらうためじゃない。


    　僕が知ってる彩葉は、そんなことをして平気でいられる人間じゃないんだから。


    「……彩葉の頼みでも、そんなことは聞けないよ。叢そう子こたちがＭ．Ｏ．Ｅ．を止めるためにがんばってる姿を、僕は見てきたんだ」


    　彩葉が失笑する。


    　僕が知ってる彩葉は、そんな笑い方はしなかったのに。


    「その程度でしょう？　それは知っているうちに入らない」


    「──っ、だったら彩葉はなにを知ってるって言うんだよ！」


    　理由はわからないけど、彩葉は神器少女を傷つけてる。


    　叢子や黒くろ埜のたちが傷つけられてることも、それをよりによって彩葉がやっていることも、僕には許せない。


    　だというのに、彩葉の顔に浮かんでいたのは、憐れん憫びんだった。


    　無知であることを、そして事実を知らなければならない僕を、可哀かわい相そうだと思ってる目だ。


    「な、なんだよ……」


    「ナギ。パンデミックに感染してＭ．Ｏ．Ｅ．化したのは、機械だけじゃないわ。人造物なら、なんでも感染しうる。……いいえ、人造物にすら留まらない。造ったのが人間である必要はないのだから」


    　機械以外でも、わりに古い道具なんかが感染する場合があるという話は僕も[image: ]きいたことがある。


    　いや待て。


    　人造物？　人間が作った以外の……？


    　僕は、そういったものをよく知ってるんじゃなかっただろうか？


    　そんな僕の考えを肯定するように、彩葉は冷淡にこう告げた。


    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．は神話に語られる兵器にも感染したのよ。それは他のＭ．Ｏ．Ｅ．とは異なり、人の形と肉を持って自我を獲得した。……もう、わかるでしょう？」


    



    「Ｍ．Ｏ．Ｅ．化した神話兵器──それが、神器少女よ」


    



    　僕には、彩葉の言っていることが信じられなかった。


    「神器少女が、Ｍ．Ｏ．Ｅ．……？」


    「そうよ」


    「そんなこと、まさか……っ」


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．は神器少女を狙ねらっていて、だから神器少女は戦ってたんじゃないのか？


    　彩いろ葉はの言葉を否定してほしくて、叢そう子こたちを見み遣やる。


    「あ……」


    　叢子が、目を背そむけた。


    　イクスも、悔しそうに歯を食いしばる。


    　黒くろ埜のは、苛いら立だたしげにため息を漏もらしていた。


    　誰も、反論しなかった。


    　それは、彩葉の話に否定すべき要素がなかったということだ。


    　そう、僕も見たんだ。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．の侵食が進んで、原形を無視した竜のような異形に変へん貌ぼうするのを。姿形さえも変えてしまったのを。


    　追い打ちをかけるように、彩葉は続けた。


    「ナギは神しん器き少女がＭ．Ｏ．Ｅ．を防いでると考えてるようだけど、それは逆よ」


    「逆って、どういうことだ？」


    　彩葉は、すぐには答えなかった。


    　もったいぶってるのかもしれないけど、僕にはむしろ痛みでも堪こらえてるように見えた。


    「ここは、パンデミック多発地域よ。それは、知っている？」


    「それは、知ってるけど……」


    「どうやって多発させているかは、知っている？」


    　知らない。


    　神器少女が守ってくれることで、僕はそれ以上のことを考えなかった。


    　彩葉が小さくため息を漏らす。


    「簡単な理屈よ。Ｍ．Ｏ．Ｅ．はＭ．Ｏ．Ｅ．を引き寄せるの。だったら、力の強いＭ．Ｏ．Ｅ．──つまり感染源を一つの場所に集めれば、それだけでパンデミックは多発する」


    「ちょっと待ってよ。それじゃあ、まるで……」


    　声が震ふるえてしまう僕を、彩葉は哀れむように見つめた。


    



    「ええ、そう。つまりパンデミックは、神器少女が起こしているの」


    



    　そう言って、嫌悪を堪たえられないように顔を背ける。


    「ナギが見たＭ．Ｏ．Ｅ．は、人と共存できるようなものだったかしら？」


    「それは……」


    「あれが、神器少女の本質なのよ」


    　暴走する戦闘機。砕けても寄り集まり、異形の怪物のように変貌していく機械の群れ。イクスが粉砕した機械の竜。そこから僕が感じたのは、嫌悪と恐怖だった。


    　神しん器き少女が、あれと同じだっていうのか？


    「ねえ、ナギ。神器少女が、本当に世界を救えると思うの？　人生相談部なんかに、本気で意味があると思う？　彼女たちにできるのは、壊すことだけよ。ただそこにいるだけでパンデミックを撒まき散らし、そもそも人に従う理由すらない」


    　神器少女が人類を見放したら、そこで世界が滅びる。


    　僕は、神器少女が人間を守るために集まってるんだと思っていた。


    　だけど本当は、Ｍ．Ｏ．Ｅ．を他の街から遠ざけるために、ここに集められた。


    　全ては、逆なんだって、彩いろ葉はは言ってるんだ。


    　そして、叢そう子こたちの反応からそれが噓うそや間違いじゃないんだって、わかってしまう。


    「でも、神器少女になんて頼らなくても世界を救う方法が、一つだけあるわ」


    「え……？」


    　三年後に世界はパンデミックで滅びる。


    　なんとかできるのは、神器少女だけだったんじゃないのか？


    「神器少女の中に、最初のパンデミックを起こした感染源犯人がいる。最初の神器少女となった者よ。彼女を破壊すれば──感染源を断てば、全てのＭ．Ｏ．Ｅ．は活動を止める。そのために設立された組織がある」


    　そう言って、彩葉は自分の胸を押さえる。


    



    「それが私たち〝英雄機関〟──神器少女を狩る者よ」


    



    　ああ……。


    　僕は、今ごろになって彩葉があのときなんと言ったのかわかった。


    　自転車の二人乗りをした最後の日。


    　告白しようとして、失敗して、その返事のように彩葉が言った言葉だ。


    



    　──今までありがとう、ナギ──


    



    　僕のどの言葉が彩葉にそれを決断させたのかはわからない。


    　だけど別れを告げるように、彩葉はそう言ったんだ。


    　あのとき、きちんと問い詰めていたら、こうなる前に彩葉を止められたかもしれないのに。


    　きっと、彩葉が言ってることは事実なんだろう。


    　叢子たちは、なにも否定しなかったのだから。


    　彩葉が正しいんだ。


    　でもさ。


    　だったらなんで、彩いろ葉ははそんな辛つらそうな顔をしてるんだ？


    　まるで苦虫を嚙かみつぶしたみたいじゃないか。


    　そんな顔をする彩葉が、どんな気持ちなのか僕は知ってる。


    　だから、僕はまだ声を上げることができた。


    「それが、なんだっていうんだよ」


    「ナギ……」


    「僕は知ってる。叢そう子こもイクスも、黒くろ埜のだって、感情はあるんだ。怒ったり笑ったりするんだ。だったら殺して終わりにするなんて間違ってる。他の方法だってあるはずだ！」


    　僕は彼女たちが生きるってなんなのかさえわからずに、悩んできた姿を見てきたんだ。


    　手を前に出す。


    「こんなこと、やめよう彩葉？　まだやり直せるよ」


    　寂しそうに、彩葉は笑った。


    「やっぱり……。ナギは覚えてないのね」


    「覚えてないって、なにがだよ」


    「──三年前の草くさ薙なぎの剣の博覧会──私も、あの場所にいたわ」


    　それは、僕と叢子が初めて出会った日のことだ。


    　でも、そのときのことを僕はほとんど覚えてない。


    　そこで露ろ骨こつに顔色を変えたのは、叢子だった。


    　彼女が彩葉を見て、見覚えがあるように言っていたことを、今さら思い出した。


    「彩葉、さん？　まさか……いや、やめて！」


    　叢子の声を遮さえぎるように、彩葉は叫んだ。


    



    「あの日、あなたは叢子を助けたんじゃない。叢子に斬られたのよ」


    



    　蓋ふたが外れたように、あのときの情景が蘇よみがえった。


    　──わたしなんかが生きてて、なんの意味があるんですか──


    　酷ひどく後悔した様子で、そう嘆き続ける少女がいた。


    　僕の体は動かなくて、だけどなんとか慰なぐさめてあげたくて。


    



    　そんな僕の体に突き刺さっていたのは、天あまの叢むら雲くもだったんだ。


    



    　ペタンと、叢子がへたり込んだ。


    　彩葉が、冷たくそれを見下ろす。


    「もうわかったでしょう？　それを黙っていた時点で、神しん器き少女なんて信用できない」


    　そう言い残すと、彩いろ葉はは去って行った。


    　黒くろ埜のもそれを追おうとはせず、神霊化を解いて制服姿に戻る。


    「……黙っていたことは、謝ろう。イクス、叢そう子こを頼む」


    　イクスが叢子に肩を貸して立たせ、黒埜も去って行く。


    　みんないなくなっても、僕はそこから動くことができなかった。


    　警報が解かれて、学校のみんなが戻ってきて、心配した先生たちに声をかけられても動けなくて、どうやって家に帰ったのかも覚えてない。
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    hako【草くさ薙なぎさーん？　聞いてますかー？　もしもーし】


    草薙【あ、ごめんなさい。なんですか？】


    hako【もう。さっきから無反応なんですから。寝落ちしちゃったかと思いましたよ】


    草薙【いや、今日はちょっといろいろありまして、若干ぼーっとしてます】


    hako【なんか悩みですかあ？　最近、ウタさんもあんまり顔出さなくなっちゃいましたし、みんなどうしちゃったんですか？】


    草薙【ええっと、なんていうか、すごく大切な友達がいたんですけど、その友達同士がケンカしちゃったといいましょうか……】


    hako【なーる。板挟みになっちゃうと確かにキツイですよね。ケンカの原因はなんですか？】


    草薙【原因……ですか？　たぶん、どっちも悪くない、んじゃないかと思います】


    hako【それはまた厄やつ介かいな。まあ、どっちも自分が正しいって思っちゃうから収拾がつかなくなるんでしょうね】


    草薙【どう、なのかな。むしろ、どっちも自分が間違ってるって思ってるみたいな】


    hako【なんですそれ？　じゃあ、お互いに謝っちゃえばいいのに】


    草薙【お互いに譲れないというか、どうしようもない立場っていうか】


    hako【あー、それなんかわかります。私んとこも、ちょっと身内がそんな感じのことになっちゃってまして】


    草薙【hakoさん、リアルに友達いたんですかっ？】


    hako【ちょっ、その反応ひどくね？】


    草薙【すみませんすみません】


    hako【つっても家族なんですけどね】


    



    　──笑しよう吉きちさんがログインしました──


    



    笑吉【こんばんはー。やっぱり友達いないんだhakoさん】


    hako【こんばんわー！　久しぶりに切れちまったよ。屋上行こうぜ笑しよう吉きちさん！】


    草薙【ちょっ、二人とも落ち着いて】


    笑吉【ごめんごめん。だってこいつ今日も学校サボりやがって】


    hako【あはは、リアルの話題をこっちに持ち込むなよクソ教師】


    草薙【二人とも知り合い……っていうか先生と生徒？】


    hako【そして禁断の恋！　よし警察に行こう】


    笑吉【あ、無理無理。俺のストライクゾーン○学生までだから】


    hako【おまわりさーん。こいつです】


    笑吉【冗談はこの辺にして、草薙さん、なにがあったの？】


    草薙【冗談ってどこから……？】


    hako【笑吉さんの存在自体から】


    笑吉【おいおい俺は迷える若人の悩みを真ま面じ目めに聞いてるんだぞ？】


    草薙【二人ともこの前は散々だったくせに】


    笑吉【そっち方面の悩みなら殺す】


    hako【リア充に人権はない】


    草薙【清すが々すがしいほど息ぴったりですね】


    笑吉【ま、話の続きだが、ログは見たぞ。お前さんはどっちが正しいって思ってるんだ？　その友達の】


    草薙【どっちも、間違ってはいないんだと思うんです。だけど、どちらか一方が正しいとかも思えなくて】


    笑吉【そりゃ、どちらも正しければ衝突するはずはないからな】


    hako【ま、ここで悩み聞いたからって解決できるほど単純な話じゃないと思いますけど】


    笑吉【そりゃそうだけどな。まあ、一つだけ助言できるとしたら間違っててもいいから、選択しろってことかな】


    草薙【選択、ですか？】


    笑吉【そうだ。なにもしないことを選んだのならいい。だけどなにも選ばないまま、気がついたら全部終わってたってのが一番よくない。これが一番後悔する】


    草薙【笑吉さん、本当に先生みたいですね】


    笑吉【師匠って崇あがめてもいいのよ】


    草薙【遠慮しときます】


    笑吉【[image: ]】


    hako【でも、選ぶって意見には私も賛成ですね。たぶん、どっちを選んでも誰かが傷つくだろうし、正しい選択肢なんてないです。でも、自分で選んだことなら納得もできますから】


    草薙【二人とも、ありがとうございます。ちょっと、ちゃんと考えてみます】


    hako【あ、最後にもう一つ】


    草薙【なんですか？】


    hako【時間はたくさんあるようで、実はすぐになくなります。一度決めたら、迷わず信じて】


    草薙【hakoさん……】


    hako【マジレスとかキャラじゃないんですけどね。じゃ、今日はもう集まりそうにないので私も落ちますね】


    



    　──hakoさんがログアウトしました──


    



    笑吉【んじゃ俺も。がんばってな草くさ薙なぎさん】


    



    　──笑しよう吉きちさんがログアウトしました──
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    　ノートパソコンをたたんで、僕はため息を漏もらした。


    「選ぶ、か……」


    　脇腹に触れる。


    　傷自体はすっかり塞ふさがってるけど、そこにはまだ人差し指くらいの長さの縫い跡が残ってる。


    　叢そう子こがやったんだと聞いて────


    　──思ったより、ショックだった。


    　人間が生きるためなら、彩いろ葉はが正しい。


    　だけど、僕には叢子たちが死ぬべきだなんて思えない。


    　なのに、とっくの昔に塞がってる傷が邪魔するように疼うずく。


    「警告ってレベルじゃないくらい、効いたな……」


    　どっちを選んでも、正しくはない。


    　だけど、どっちも選ばないのが一番間違ってる。


    　この二週間、人生相談部で神しん器き少女たちと触れ合って楽しかった。


    　つまらないことでも純粋に喜んで笑ってくれる叢子。


    　天使だと思ってたら残念で痛々しい娘だったイクス。


    　生意気で今でも腹が立つけど、寂しがり屋なところもある黒くろ埜の。


    　みんな困った娘だけど、憎めない娘ばかりだった。


    



    　だけど、パンデミックを起こしてるのは神器少女だ。


    



    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．と戦う彼女たちは、それこそ神話の英雄のようにさえ見えた。


    　でも、実際は英雄どころか災さい厄やくの源だった。


    　三年後に、世界が滅ぶ。でもＭ．Ｏ．Ｅ．の発生源である最初の神しん器き少女を殺せば、それを止められるという。


    　彩いろ葉はは、その道を選んだ。


    「なんで、彩葉が……」


    　彩葉は普通の女の子じゃないか。


    　いや、普通よりもか弱いくらいだ。


    　あんな剣なんか振り回して、戦ったりできる体じゃない。


    　それがなんで、あんなことになっちゃってるんだよ。


    　英雄機関とかいうのがなんなのかわからないけど、なんでよりによって彩葉がそんなところにいるんだよ。


    　この二週間、叢そう子こたちと知り合って、いろんなことがあった。


    　叢子たちは人間となにも変わらなくて、助けてあげたいって思った。


    　そこで彩葉のやり方は本当に正しいんだろうか。


    　そう思っていながら、僕は怖いんだ。


    　神器少女はとてつもない力を持っている。


    　戦闘機や機械仕掛けの竜を一撃で粉砕するほどだ。


    　その力は、街のみんなを守るためにだけ使われるんだと思ってた。


    　でも、そうじゃない。


    　本人がどういうつもりだったのかはわからないけど、僕にはすでにその力で刻まれた傷跡がある。何か月も入院することになって、食事もろくにとれなかった。


    　あの力が、自分にも向けられるかもしれないって考えたら、情けないほど怖くなった。


    「僕は、最低だ……」


    　わかってる。


    　自分がどうしたいのか、どうすべきなのかは、本当はわかってるんだ。


    　なのに、怖いんだ。


    　自分は決して安全じゃないんだって気づいたら、どうしても体が動いてくれなかった。


    



    「お兄ちゃん、ご飯できたよー？」


    　下から妹の声が聞こえて、僕はのそっと立ち上がる。


    　階段を下りると、いいにおいがしていた。


    　エプロンをつけた夢ゆめ羽はが、テーブルに料理を並べている。


    「「いただきます」」


    　テーブルについて、二人で手を合わせると夕食に手をつける。


    　しゃくっとした衣が最高なトンカツだった。相変わらず妹の料理は美う味まい。


    　……はずなのに、まったく味がわからなかった。


    「お兄ちゃん、なんかあったの？」


    　さすがに、夢ゆめ羽はからも心配そうな顔をされる。


    「まあ、ちょっと、な」


    「彩いろ葉はさんとケンカでもしたの？」


    「……それに、ちょっと近い、かな？」


    　彩葉が原因なのは違いないが、別にケンカというわけじゃない。


    「なあ、夢羽。三年前の博覧会のこと、覚えてるか？」


    「お兄ちゃんが怪け我がしたときの？　そりゃ覚えてるけど」


    　カツの切れ端を口に運びながら、夢羽は頷うなずく。


    「国宝っていうの？　海から草くさ薙なぎの剣が引き上げられたって騒いでたやつだよね。お兄ちゃん、先に行っちゃって、お父さんたちとはぐれちゃって大変だったよね」


    「……あそこにさ、彩葉もいたらしいんだ」


    　キョトンと、夢羽が瞬まばたきをした。


    「マジで？　知らなかった……」


    「で、僕が怪我したときのこと、見てたらしいんだ」


    　夢羽があちゃあと額を押さえた。


    「それで彩葉さん、責任感じてるんだ」


    「責任？　なんでまた……」


    　僕が怪我したのは、彩葉にはなんの過失もない。


    　だけど、夢羽はそんなこともわからないのかと、呆あきれ顔をする。


    「お兄ちゃん、昔から彩葉さんが体調崩すたびに心配してたよね？」


    「そりゃあ、まあ……」


    「彩葉さんだって、同じようにお兄ちゃんのこと心配してたんじゃないかな」


    「あ……」


    　僕は彩葉が保健室に運ばれるたびに慌てて様子を見に行く。


    　誰かに彼女が傷つけられたら、僕はその相手を許さないだろう。


    　もしも、三年前に叢そう子こに斬られたのが僕じゃなくて彩葉だったら、僕はどうしただろうか。


    　──神しん器き少女は、敵──


    　そんなふうに、考えてたんじゃないのか？　彩葉がそうだったように。


    　だから、神器少女を狩るなんて選択をしてしまったんだ。


    　僕が、そうさせたんだ。


    　──どっちを選んでも誰かが傷つくだろうし、正しい選択肢なんてない──


    　──なにも選ばないまま、気がついたら全部終わってたってのが一番よくない──


    　答えはもう、出てるんだ。


    　ここで選べないなら、僕は今度こそ最低以下になるんだろう。


    　──一度決めたら、迷わず信じて──


    　なあなあで付き合ってきたはずのネットの言葉が、なぜかすごく頼もしかった。


    「夢ゆめ羽は、ごめん。ちょっと用事を思い出した。ご飯、ラップしといて」


    　夢羽は仕方なさそうに笑った。


    「もう、せっかく作ったのに……。ちゃんと、彩いろ葉はさんと仲直りしてきてよ？」


    「ああ」


    　振り返りもせず、僕は家を飛び出した。


    



    　そして、本日二度目のＭ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴り響く。
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    　街に、耳みみ障ざわりな警報が流れていた。


    　警報に耳を傾けて、目の前にいる黒くろ埜の美み紺こんと呼ばれる神しん器き少女が、納得したように頷うなずく。


    「二週間前も、似たようなことがあったね。一日のうちに二度も警報が鳴って、叢そう子こがＭ．Ｏ．Ｅ．化した戦闘機に襲おそわれた。君の装備も、あれと同種のものということかな？」


    　黒埜の質問に、彩葉は素直に頷いた。


    「あれは第一世代型。パンデミック中の街を観測するための偵察機。戦闘が目的ではない。もっとも、あれが事故だったのか、パイロットが故意に行ったことなのかは知らない」


    　そこは、昼間も彩葉と黒埜が対たい峙じした学校の校庭だった。


    　彩葉は片膝を抱いて朝礼台に腰掛け、肩に長剣を立てかけている。それと向きあって、黒埜たち三人の神器少女がいた。


    　だが、彩葉が見据えているのは叢子──三年前に、ナギを斬った張本人だ。


    　その視線を批難の意思と受け取ったのか、叢子は小さく唇を嚙かんでいた。


    　叢子を庇かばうように、黒埜が問いかけを続けてくる。


    「あれが第一世代ということは、君のものはもう一段階踏み込んだものだということかね？」


    「〈ヨシツネ〉──それがこの装備の名称。正式には対Ｍ．Ｏ．Ｅ．兵器〈英雄〉シリーズ第二世代型人工知能搭載強化外骨格。……別に、覚える必要はないわ」


    　強化外骨格〈ヨシツネ・甲〉。高周波刀〈ヨシツネ・乙〉。


    　大層な名前がついてはいるが、恐らく神しん器き少女の全力には遠く及ばない。それでも、彩いろ葉はが現在手に入れうる最高の力だった。


    　黒くろ埜のが冷笑する。


    「対Ｍ．Ｏ．Ｅ．兵器？　それとてＭ．Ｏ．Ｅ．のくせによく言う。しかも言うに事欠いて〈英雄〉とはな。神剣聖剣である神器少女を皮肉っているつもりか？」


    「〝もの神器少女〟は〝人英雄〟に使われるべきだということでしょう？　反感を抱くほど、間違っているとは思わないわ」


    　挑発としては、少しあからさま過ぎたのだろう。


    　黒埜は軽く鼻を鳴らして聞き流すと、彩葉の輪郭をなぞるように人差し指を揺らす。


    「昼間の機動力を見ると、君のスーツはただの強化繊せん維いではない。恐らくそれ自体が伸縮し、筋原繊維の代わりになっている──いわば、人造筋繊維なのではないかね？　Ｍ．Ｏ．Ｅ．に変質した繊維の機能のはずだ。人工知能とやらは、それの制御装置だろうか」


    「私の脳波に連動していると説明されたわ。それ以上は知らない」


    　黒埜がつまらなさそうに肩を竦すくめる。


    「肩透かしだな。君のそれは明らかなオーバーテクノロジーだ。それがどこからもたらされたのか、気にはならないのかね？」


    「興味がない。力になるなら、なんでもいい」


    　ため息を漏もらして、黒埜が続ける。


    「我われ々われは、ずいぶんと恨まれているらしいな。よかったら動機を聞かせてもらいたいのだが」


    　彩葉はキュッと、自分の肘ひじを握り締める。


    



    「あなたたちは、私の大切な人を殺した」


    



    　自分が想像した以上に、その声は冷たかった。


    「……山やま戸ど、か？」


    「ナギは、生きているわ」


    　そう。山戸凪なぎは生きている。


    　だから、今度こそ守るのだ。


    　彩葉の心情をどう見たのか、黒埜はまるで悪びれた様子もなく言う。


    「そうかね。それは気の毒なことだ」


    　それから、鋭く赤い双そう眸ぼうを細める。


    「だが、君は勘違いをしてやいないだろうか？　我われ々われが人間に協力しているのは、神しん器き少女を守るためだ。……特に、私は人間が嫌いだ」


    「──知ってるわ」


    　鋭く、射い貫ぬくような声だった。


    「ネクロノミコンが他の神器少女を守るため、人間を観察するためにここにいることも、エクスカリバーがそんなネクロノミコンを守る剣として追従したことも、天あまの叢むら雲くもが後悔からここにいることも」


    　彩いろ葉はは、全部知っているのだ。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．人生相談部が、そんな神器少女と解わかり合える誰かを探して発足したことも。ナギが解り合おうと奔走していたことも。決して彼女たちに悪意があるわけではないことも。


    「それでも、私はあなたたちが許せない。ただ、それだけの話よ」


    　そう告げて、彩葉は立ち上がって剣に手をかける。


    「そろそろいいでしょう？　観察の時間は十分に譲った」


    「気づいていたのか。意外に寛大だな？」


    　神器少女にとって、〈英雄〉はまだ未知の存在のはずだ。


    　彼女たちは、会話をしながらその性能を見定めようとしていた。


    　黒くろ埜のの後ろから、ようやく叢そう子こが出てくる。


    　その手が震ふるえているのを見て、もう一人の神器少女イクスが呼び止めた。


    「天あま野の叢子。わたくしが戦ってもいいんですのよ？」


    「いいえ。わたしの順番ですから。それに、烏からす川がわさんはわたしを指名してるのだと思います」


    　そう言って、叢子が自分の胸に手を当てる。


    「世界で最初のパンデミックは、三年前に起こった。わたしはそのときの神器少女──つまり、最初の神器少女の一人です」


    　彩葉は眉を寄せる。


    「三人いっしょでかまわないのだけど？」


    



    『──混こん沌とんの泥を打ち、秩序の楔くさびを紡つむぐ。我われは龍の娘なり──』


    



    　切なげな吐息を漏もらし、叢子の手に神話の剣が引き抜かれる。


    「思い上がらないでください。わたしたちは、そんなにか弱くないです」


    　龍の衣ころもをまとって、叢子が毅き然ぜんとした声で告げた。


    「始めましょう」


    　そして、二人の少女は同時に駆け出した。

  


  
    



    第七章　不確定未来のパンドラ（乙）


    



    



    「もう、始まってる！」


    



    　彩いろ葉はは家にはいなかった。


    　叢そう子こたちの宿舎がどこなのかも、僕は知らない。


    　あちこち走り回ってる間にＭ．Ｏ．Ｅ．警報が鳴って、僕はようやく学校の校庭を思い出した。


    　夜空の中で、すでに神霊化した叢子が彩葉と斬り合っている。朝礼台の前に、黒くろ埜のとイクスの姿も見えた。


    　状況としては、叢子の方が押しているように見える。


    　そりゃあ、戦闘機をひと薙なぎで消し飛ばす天あまの叢むら雲くもなんだ。普通に考えたら人間なんかが相手になるわけがない。


    　それでも、彩葉は互角に近いところまで食いついていた。


    　決着がつく前に止めないと……。


    　校門をよじ登っていると、彩葉の動きが変わった。


    　ドンッと音を響かせ、宙で跳躍する。


    　加速の勢いを乗せた斬ざん撃げきを、それでも叢子は難なく受け止めるけど、そこに彩葉の外骨格が二度目の加速音を響かせた。


    「え──？」


    　目を疑った。


    　彩葉の一撃を止めたはずの叢子が、吹き飛ばされたんだ。


    　そこに三度、加速した彩葉が迫る。


    「まるで、八はつ艘そう飛びだ……」


    　空中でなんの支えもなく跳躍する姿は、平たいらの教のり経つねを倒した源みなもとの義よし経つねのようでさえあった。


    「痛っ」


    　見み惚とれていたら、門の上から落ちてしまった。


    　四度、五度と勢いを増す彩葉の剣を受けながら、叢子もギッと歯を食いしばる。


    　大きく距離を取って、天叢雲を緋ひ色いろに輝かせる。


    　あの、鋼鉄を引き裂さく烈風を引き起こそうとしてるんだ！


    　逃げろと叫ぶ前に、叢子は剣を振り下ろしていた。


    　それと打ち合うように彩葉も剣を振るうけど、とても届く距離じゃない。


    　緋色の風と剣が衝突する。


    「なっ──」


    　だけど、驚きよう愕がくの声を漏もらしたのは叢そう子こだった。


    　彩いろ葉はの体を引き裂さくはずだった高密度の風は、ブチンッと奇妙な音を残して潰つぶれていた。


    　全長二〇メートルもある戦闘機を圧壊させた風が、彩葉の黒髪をわずかにそよがせただけだったんだ。


    　どういう理屈かはわからないけど、彩葉の剣は風さえも斬り裂いていた。


    　大技を放って動きの止まった叢子に、また彩葉が斬り結ぶ。


    　動揺したみたいだけど、それでも叢子は神しん器き少女だ。とっさに剣で受け止めて────


    



    　ぴしん、と天あまの叢むら雲くもが欠けた。


    



    　そんな！　神話兵器が、傷をつけられた？


    　ギリリリリリと耳を覆おおいたくなる音が響いた。


    「あの剣、振動してるのか？」


    　高周波メスというものが存在する。本来は高い周波数で振動させることで、対象の組織を傷つけずに切るという医療器具だ。


    　それは出力を桁けた違いに上げれば、鉄でもバターのように斬り裂くという話だ。その振動で、形のない風も散らしたんだ。


    「くそ、そういうことか！　叢子、斬り合うな。剣を折るつもりだ！」


    　黒くろ埜のの叫びに、僕は身を強こわ張ばらせた。


    　神器少女が、本体の剣を折られたらどうなるんだ？


    　それこそ、死んでしまうのではないだろうか。


    　叢子も危機感を覚えたらしく剣を引き、離れて風を起こすが、彩葉は難なくそれを引き裂く。


    　強い、と素直に思った。


    　きっと装備もすごい性能なんだろうけど、それを使いこなしてるのは彩葉だ。どれだけ努力したらあんなに強くなれるんだろう。


    　僕は、彩葉が好きだなんて言っていながら、彼女のことをなにも見てなかったんだと思い知った。


    　だけど、神器少女の叢子が一方的に押されるはずもなかった。


    「調子に、乗らないでください！」


    「──っ」


    　彩葉の剣を、手首から押さえ込んでいた。


    　それに対抗して、彩葉も叢子の腕を摑つかむ。


    　互いに、互いの剣を押さえ込んだ状態だった。


    　力比べは、互角だった。


    　そこで、叢そう子こが口を開く。


    「烏からす川がわさん。もうやめてください。わたしたちは、人間と戦うためにここにいるんじゃないんです！」


    「あなたの気持ちなんて意味はない。私の気持ちにだって……」


    「烏川さん……？」


    　なにを言わんとしているのか。叢子が困惑した顔をしたときだった。


    「無理よ、天あまの叢むら雲くも。あなたは私には勝てない。だって──」


    　彩いろ葉はが、冷たく笑った。


    



    「あなた、人間を殺すのが怖いでしょう？」


    



    　耳元で囁ささやくような声に、叢子がビクリと身を震ふるわす。


    「──あっ」


    　その隙を逃さず、彩葉が腕を振り払い、叢子の剣を弾く。


    　手から[image: ]こぼれた剣を叢子が追うが、背中ががら空きになっていた。


    　彩葉が剣を振り上げ────


    「っ──」


    　なにかを躊躇ためらったように、斬ざん撃げきから蹴けりへと切り替える。


    「ぐぅっ……」


    　脇腹へつま先が突き刺さり、叢子が地面へ叩たたきつけられる。剣を失ったことで、神霊化が解けて制服姿に戻ってしまう。


    　剣は、グラウンドに突き刺さっていた。


    「これさえ壊せば──」


    



    『──幻想の霧きりを打ち、英雄の夢を紡つむぐ。我われは妖よう精せいの娘なり──』


    



    　彩葉が疾しつ駆くする前に、イクスが割り込んでいた。


    　そして、あろうことか彩葉の高周波刀を素手で受け止める。剣はギリギリと振動してるのに、イクスの手が傷つく様子はない。


    「なかなか物騒な武器のようですけど、わたくしを傷つけることはできませんわ」


    　そうか。エクスカリバーの[image: ]さやを持つ者は、どんな攻撃でも傷つけることができないんだ。


    　だけど、そこで彩葉が取った行動は、僕にもイクスにも想像できないものだった。


    　彩葉は、唯一の武器である高周波刀から両手を離した。


    「え──」


    　それに呆あつ気けに取られたイクスの前から、彩いろ葉はの姿が消える。


    　いや、違う！　伏せたんだ。


    　消えたように見えるほどの速さで、彩葉は足元にしゃがんでいた。


    　そして、イクスの足元を鋭く薙なぎ払う。敵の前で剣を手放す彩葉の行動に困惑していた彼女は、反応できなかった。


    「きゃうっ？」


    　足払いを受けて、イクスが派手に転ぶ。


    　その後ろに、彩葉が取り憑ついていた。


    「[image: ]さやがどんな傷からも守るらしいけれど、傷を与えない倒し方なんていくらでもあるわ」


    　剣を握った右手を捻ねじり上げ、残った腕で首を締め上げる。


    「か、ひゅ……っ」


    　騎士としての戦い方しか知らないイクスに、締め技なんてまったく未知の存在だろう。


    　パニックを起こしたイクスが落ちるまで、一〇秒もかからなかった。


    「イクスが、秒殺された……？」


    　思わず、声が漏もれた。


    　信じられなかった。


    　Ｍ．Ｏ．Ｅ．に囲まれても踊るように斬きり捌さばき、ロードローラーの突進も正面からねじ伏せ、機械仕掛けの竜をも圧倒したイクスがだ。


    　よっぽど手の内を熟知していたって、こんな一方的な負け方はあり得ないと思った。


    



    『──狂気の理ことわりを打ち、禁きん忌きの叡えい智ちを紡つむぐ。我われは死者の娘なり──』


    



    　そして、最後の神しん器き少女である、黒くろ埜のが立ち塞ふさがる。


    「やれやれ。まさか一日のうちに二度も神霊化する羽目になるとはね」


    「……言ったはずよ。三人がかりで、かまわないと」


    　黒埜が小さく吹き出す。


    「叢そう子こもイクスも、あれで気のいい娘こなのだよ。人間相手に本気を出せるほど無情ではない」


    「でも、あなたは違うのね」


    　どこか嬉しそうに、黒埜は笑う。


    「ほう？　正解だ。先ほども言ったが、私は人間が嫌いだ。特に叢子たちを傷つけた君には、手加減はしない」


    　言い終わる前に、黒埜の手からどろりとした液体が[image: ]こぼれる。それは地面に落ちることなく、シャボン玉みたいに浮遊していた。


    　今度のは不気味な玉虫色に輝いていて、前の悪霊なんかとは桁けたが違う威圧感だった。


    「でも、あなたは負けるわ」


    　超然と、彩いろ葉はは言う。


    「あなたのことは、少しだけ知ってる。あなたは同じ神しん器き少女の存在に依存していて、それに仇あだなす人間を憎んでいる」


    　冷静に分析を下し、こう付け加えた。


    「今までは、そうだった。でも、揺らいだ」


    「揺らいだだと？」


    　彩葉は、悪意に満ちた笑みを浮かべた。


    



    「人を殺す姿を、ナギに見られても平気かしら？」


    



    「え……？」


    　彩葉が僕を見て、その視線を黒くろ埜のも追ってしまう。


    「山やま戸ど……？」


    　僕がいることに気づいてなかったらしい。目が合って、僕の方が驚くくらい黒埜は動揺した顔をした。


    「──ほら、揺らいだ」


    　その手から、書物が弾かれる。


    「あっ──」


    　自分自身でもある書物を捕まえようと手を伸ばして、その後ろに彩葉が回り込んでいた。


    　長剣の柄が黒埜の後頭部に打ち込まれる。


    　トサッと軽い音を立て、地面に頽くずおれた。


    　神器少女が不条理なほど強力なのを、僕は見てきた。


    　それが三人がかりで、こんな簡単に倒されるものなのか？


    　彩葉は黒埜の書物やイクスの剣には目もくれず、天あまの叢むら雲くもへ近づく。


    「──彩葉！」


    　僕は、その前に割り込むことができた。


    「邪魔しないで、ナギ」


    「いいや、邪魔をする」


    　僕には神器少女みたいな超常の力はないし、彩葉みたいに強力な武器や技もない。


    　本当になにもない、ただの人間だ。


    



    　だけど、なにも決められない臆おく病びよう者ものではいたくない。


    



    「彩いろ葉は、君は僕に神しん器き少女と関わるなって言ったけど、やっぱり無理だよ。僕は、叢そう子こたちを知っちゃったんだから」


    　人見知りで、半泣きになりながら街を歩いて、そしてまた連れていってほしいと言ってくれた叢子。僕はまだその約束を果たしていない。


    　幻想をぶち壊しにするような内面ながら、美お味いしいラーメン屋を紹介しただけで言葉を失うほど喜んでくれたイクス。まだそのお店に連れて行っていない。


    　気取っているくせに臆おく病びよう者もので、だけど読んだことのない本を見ると愛らしい笑顔を向けてくれる黒くろ埜の。彼女が知らない本を、僕はもっと知ってる。


    　それに、なにより、僕はまだ彼女たちからの質問に答えてない。


    　──生きるって、なんなんですか──


    　叢子だけでなく、黒埜やイクスだってその答えを必要としてるんだ！


    「神器少女とか、Ｍ．Ｏ．Ｅ．とか、そんなの関係ない。すごい力を持ってて、もしかしたらそれが僕に向くのかもしれないとしたって、それでも側そばにいてやりたい」


    　僕の告白を、彩葉はなにも言わずに聞いてくれる。


    「だってそうだろう？　友達だってケンカすることもあるし、カッとなれば石を投げ合うようなことだってある。でも、それで人間が滅びればいいなんて思うやつはいないだろう？」


    　そう。人間と神器少女の違いなんて、その程度の差なんだ。


    　ちょっとだけ、すごい力を持ってるというだけなんだ。


    「神器少女が持ってる力なんて、大したことないんだ。だって──」


    



    「そんな力なんて意味ないくらい彼女たちは人生に迷ってて、助けを必要としてるんだよ！」


    



    　だから、助ける。


    　今までと同じように、明日も部室に行って、叢子たちが興味を示したことに付き合って、失敗したり笑ったりしながら、答えを探していくんだ。


    　彩葉は、儚はかなく微ほほ笑えんだ。


    「ナギらしい」


    　それは、僕がよく知ってる彩葉の笑顔だった。


    　そして、それは次の瞬間冷たい表情に塗り潰つぶされる。


    



    「でも、だから私はこうしないと仕方がない」


    



    　どこまでも強固な拒絶だった。


    「なんでだよ！」


    　剣を振り上げる彩いろ葉はから、僕は叢そう子この剣を守るように両腕を広げる。


    「こんなふうに戦うんじゃなくて、ちゃんと話してくれよ。でないと、彩葉のことがわからないじゃないか！」


    　ギリッと、彩葉が奥歯を嚙かみしめるのがわかった。


    「話せるなら──」


    　なにか言いかけた彩葉が、大きく目を見開いた。


    



    　パキンッと、すぐ後ろでなにかが割れる音が聞こえた。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「──逃げろ山やま戸どっ！」


    　黒くろ埜のの声だった。


    「え──」


    　彩葉が僕の襟えり首くびを摑つかみ、そして思いっきり引っ張る。


    　ボールみたいに放り投げられて、僕は見てしまった。


    　僕と入れ替わるようにそこに残った彩葉が、黒いなにかに呑のまれるのを。


    「彩葉──ぐわっ」


    　地面に叩たたきつけられて、僕は自分が庇かばわれたんだって気づいた。


    　彩葉がいた場所に、黒い風が吹き荒れていた。


    「なん、だよ……あれ」


    　嵐の中心に突き刺さっているのは、叢子の天あまの叢むら雲くもだった。


    　だけど吹き荒れる風は緋ひ色いろじゃなくて、禍まが々まがしい黒だ。


    「完全に折られたならともかく、中途半端に傷をつけられたのがまずかった。神格が怒り狂っている──要するに暴走を始めたのだよ」


    　黒埜が、自分の魔導書を拾って立ち上がっていた。


    「彩葉は？　彩葉は、どこに行ったんだよ」


    　僕を突き飛ばした彩葉の姿が、どこにも見えない。


    　黒埜は首を横に振った。


    「神話兵器のＭ．Ｏ．Ｅ．というものはね、本来制御できるような代物ではないのだよ。ただそこに在あるだけで全てを破壊し、呑み込む嵐だ。我われ々われ神しん器き少女は、その暴力を閉じ込めるための器のようなものでね。神霊化という形で力の一部は引き出せても、暴走を始めた神話兵器は止めることはできない」


    「そんなことを聞いてるんじゃない。彩葉は、どうなったんだ？」


    　沈痛そうに、黒埜は顔を背そむけた。


    



    「いかに優れていようと、烏からす川がわ彩いろ葉はは人間だ。あれに呑のまれては、もう助からん」


    



    　噓うそ、だろ……。


    　僕は、彩葉じゃなくて神しん器き少女を助けようとした。


    　少女としての叢そう子こたちを、見捨てるなんてできなかったから。


    　彩葉の戦い方だって褒ほめられたものではなかった。特に、叢子や黒くろ埜のを倒したやり方は卑ひ怯きようだと罵ののしられても文句が言えないほどだった。


    　でも、僕は見たんだ。


    　叢子の剣を弾いたとき、彩葉は叢子を殺せたはずだ。なのに、斬らなかった。


    　イクスのときも、締め落としただけでそれ以上はなにもしなかった。


    　黒埜にだって、背中から斬ることができたのに柄で殴った。


    　彼女たちを傷つけるたびに、泣きそうな顔をしてたんだ。


    　英雄機関とかいう、神器少女を狩るための組織にいるはずなのに。


    　そして、神器少女を庇かばった僕を守ってくれた。


    　──正しい選択肢なんてない──


    　そんな言葉を聞いた。


    　でも、選択しなかった方を助けられないなんて、聞いてない。


    「──彩葉さんは、まだ、生きてます」


    「叢子……」


    　顔を上げると、イクスに肩を借りて叢子が立ち上がっていた。とはいっても神霊化も解けて制服姿だけど。


    「山やま戸どくんは、彩葉さんを助けたいんですよね？」


    「……ああ」


    　叢子たちを傷つけた相手を助けたいというのは、都合がよすぎるんだろう。


    　それでも、僕は彩葉を助けたかった。


    「だったら、まだ助けられると思います」


    「──っ、本当に？」


    　飛びつきそうになって、ハッと思い出す。


    「でも、彩葉は……君たちのことを」


    　叢子は、小さく頷うなずく。


    「そんなの関係ないって言ったのは、山戸くんです。助けます。天あまの叢むら雲くものわたしなら、まだ助けられるはずなんです」


    「──ダメだ」


    　止めたのは、黒くろ埜のだった。


    　そこにイクスも加わる。


    「そうですわ。時間が経てば暴走も収まりますわ。無理矢理止めに入ったら、あなたまで巻き込まれますわよ？」


    　叢そう子こは首を横に振る。


    「この前、校門で彩いろ葉はさんを見たとき、どこかで会ったことがある気がするって言ったの覚えてますか？」


    「……うん」


    「わたし、思い出しました。あれは三年前、わたしがこんな体になっちゃって、わけもわからなくて泣いてるときでした。彩葉さんは、わたしのこと迷子だと思って、手を引いてくれたんです。そのとき、山やま戸どくんもいました」


    「え……？」


    　それはあまりに意外な答えで、僕は耳を疑った。


    「あのとき、暴走したわたしを止めようとしたのは、山戸くんだけじゃなかったんですよ？」


    　思い、出した。


    　大おお怪け我がをした僕に泣いて謝る少女。


    　僕と彩葉は彼女といっしょに、草くさ薙なぎの剣の博覧会を見て回ったんだ。


    　なんの拍子にか、天あまの叢むら雲くもが暴走を始めて、だけど最初に女の子を助けようとしたのは僕じゃなくて、彩葉だったんだ。


    「わたしの、初めての友達だったんです。彩葉さんは、わたしを壊さなかった。わたしは、もう一度彩葉さんと友達になりたい」


    　そう言って、キュッと手を握り閉める。


    



    「山戸くん。さっきの言葉、嬉しかったです。化け物みたいなわたしたちを受け入れてくれて」


    



    　ポロリと、叢子の目から涙が[image: ]こぼれた。


    「……？　あれ？　ああ……そうか。嬉しいときでも、涙って出るんですね」


    　素敵な宝ものでも見つけたみたいに、叢子は微ほほ笑えんだ。


    「山戸くん、三年前のこと、ごめんなさい。謝って済む問題じゃないし、だから彩葉さんはあんなふうになっちゃったのかもしれない。でも、本当にごめんなさい」


    　それだけ言い残して、叢子は走って行く。


    「叢子……」


    　そんな小さな声が届くはずもなく、叢子の体は呆あつ気けなく黒い風に包まれて見えなくなった。


    　やがて黒い壁が大きく揺らぎ、一度収束すると風船みたいに弾ける。


    　その中から放り出されたのは、彩いろ葉はの体だった。


    「彩葉！」


    　受け止めようとして、支えきれずいっしょに地面に叩たたきつけられる。


    　息が、できない。折れた翼やノズルなんかが腕や腹にめり込んで、痛いどころの話じゃなかった。


    　でも──


    「──生きてる。彩葉が、生きてる」


    　血だらけだったけど、彩葉の胸はちゃんと上下に動いていた。


    　黒い風が晴れたそこに、剣を取り返した叢そう子この姿があった。


    　自分の足で立っていて、目立った怪け我がもなさそうだ。


    「叢子……よかった」


    　ホッと胸をなで下ろすと、だけど黒くろ埜のたちは険しく表情を強こわ張ばらせていた。


    「やはり、無理だったんだ」


    「え……？」


    「神霊化が維持できない。臨界点を超えた──」


    



    「──神話化が、始まるぞ」
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    　言葉の意味を理解する前に、それは起こった。


    「ひぅっ──あっ──がっ──」


    　叢子が痙けい攣れんを起こしたように震ふるえ、その体が黒い霧きりに包まれる。


    　いや、霧なんて上品なものじゃない。


    　肉だ。生き物みたいに脈動する、生きた組織だ。それが、脈打つたびに膨ふくれ上がっていく。


    　やがて、ただの塊かたまりでしかなかったそれが、明確な形を持ち始める。


    　一重、二重と枝分かれを始め、その先が顎あごのように割れる。カッと開かれた眼は叢子とは違う赤色で、顎には僕の腕より太い牙がびっしりと生える。


    　そんな頭が、全部で八つに増える。胴体は蛇へびのように長くて、枝分かれしたというより八つのそれが絡み合ってるような形だ。頭と同じ数だけ、尾があった。


    　現れたのは、龍だった。


    　八つの首を持ち、岩のような鱗うろこを持ち、八つの尾を持った強大な龍だ。脈打つたびに今も大きくなっていて、瞬またたく間に校舎も乗り越えるほどに膨れ上がっていた。


    　イクスが戦った機械の紛まがいものなど塵ちり芥あくたのような、目の当たりにした瞬間ひれ伏してしまうような、正しく神が如き存在だった。


    　僕には、見覚えがあった。


    　あの日、草くさ薙なぎの剣の博覧会で見たんだ。こいつが暴れ回って、会場は壊れてしまった。


    「古代日本、この龍はこう呼ばれていた──八岐大蛇やまたのおろち──日本最古にして最強の魔神だ」


    「なんで、だよ……。天あまの叢むら雲くもは、八岐大蛇そのものじゃないはずだろう？」


    「我われ々われ神しん器き少女は器だと言ったはずだ。神霊化という器を維持できなくなれば、内に収められた暴力が解放される。Ｍ．Ｏ．Ｅ．により、天叢雲にまつわる最大の災厄が形になったのだ。それがたまたま、この龍だったというだけのことだ」


    　黒くろ埜のは寂しそうに龍を見上げる。


    「なに、あれは君が気にすることじゃあない。こうした事態はあらかじめ想定されていた。だから私やイクスがいる。二人がかりでならば、仕留められる」


    「仕留めるって……叢そう子こは、どうなるんだ？」


    「運があれば助かるさ。元の体も取り戻せる場合もある」


    　運が悪ければ、助からない。


    　あの龍を倒すってことは、叢子自身を殺あやめるってことなんだ。


    　僕は、なんのためにここに来たんだろう。


    　彩いろ葉はも、叢子も、僕には助けられなかった。


    　救えなかった。
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    　守ることさえ、できなかった。


    　全部、僕以外の誰かががんばって、なんとかしようとして、そしてこうなった。


    　叢そう子こたちを選んだつもりになっていて、だけど彩いろ葉はも選ぼうとして、両方取りこぼしたんだ。


    「……黒くろ埜のたちは、なんで仲間に剣を向けてまで、戦うんだ？」


    　黒埜が胸に手を当て、目を閉じる。


    「言ったはずだ。我われ々われは、こんな姿と自我を与えられたが、なんのために存在するのかは教えてもらえなかった。我々はなんのために生まれたのだろう？　神しん器き少女の中で、誰ひとりとしてこの問いに答えることはできなかった」


    　迷子のような眼まな差ざしで、黒埜は言う。


    



    「なんのために存在するのか。それがわからないから、私たちは戦うのだ。戦うことしか知らないから。私たちと同じ姿をした人間君たちが、もしかしたら答えを知っているかもしれないから」


    



    　頭上で龍が咆ほう哮こうを上げる。


    「そろそろ、行かねばならない。君は、ここを離れたまえ。今回は君を庇かばいながら戦うような余裕はない」


    　なんの力もない僕は、この場にいる資格すらない。


    　イクスもそれに続いて、一度だけ振り返る。


    「山やま戸ど凪なぎ。わたくしも、さっきの言葉は嬉しかったですわ。だから、あなたはここから先は関わるべきではない」


    　イクスが駆けていき、黒埜も魔導書を開いて──一度足を止める。


    「ああ、そうだ。一つ思い出したよ。そこの忌いま々いましい人間は、どうやら我々以上に神器少女を知っているような口ぶりだった。私たちはこのやり方しか知らないが、彼女なら、あるいは別の方法を知っているのかもね」


    　いつの間にか目を覚ましていたらしい。彩葉は、黒埜を睨にらみつけていた。
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    「彩葉。叢子を助ける方法が、あるのか？」


    「…………」


    　答えなかった。


    　答えないことが、答えを知ってる証拠でもあった。


    「お願いだ彩葉。僕は、叢子を助けたい。方法があるなら、教えてくれ」


    「……無理よ」


    「あるんだな？」


    　また押し黙る彩いろ葉はを、僕は問い詰める。


    「頼む。なんでもする。教えてくれ」


    「……私には、できないの」


    「なんでだ？」


    「資格がない」


    「資格なんて……」


    「必要なことなの」


    　真しん摯しな声だった。


    「……神しん器き少女の核である神話兵器を抜き取ることができれば──叢そう子こが自分自身であるそれを明け渡してくれたら、その神器少女を受け入れられる誰かがいれば、止められる。……でも、どちらかが少しでも迷ったら失敗する」


    　そう言って、僕の脇腹を見遣る。


    「だから、ナギも、私も、失敗した」


    「それってまさか……三年前の？」


    　僕は三年前の事件は、ほとんど覚えていない。気がついたら病院のベッドの上だったんだ。叢子のことだって、夢で思い出さなかったら今でも忘れたままだったかもしれない。


    　でも、あの場所に彩葉はいた。


    　僕よりも先に、叢子を助けようとして動いたんだ。


    　そこで失敗したから、彩葉は別の道を選ばないと仕方がなかったんじゃないだろうか。


    　僕は立ち上がった。


    「……どうしても、やるの？」


    「うん」


    「……そう」


    　今度は止められなかった。


    　彩葉はもう、動けないんだ。


    　装備はボロボロで、虚弱体質も装備の機能で誤ご魔ま化かしてたんだろう。


    　僕を止める力さえ、残ってないんだ。


    「じゃあ、行ってくる」


    　走り出した僕に、彩葉が小さく囁ささやいた。


    　──がんばって、ナギ──


    　今まで叢子を殺そうとしていたはずの彩葉は、確かにそう言ったように聞こえた。


    



    　龍に向かって走ると、僕に気づいたらしい黒くろ埜のが空から降りてくる。


    「山やま戸ど？　まだ逃げていなかったのか」


    「黒くろ埜の。手を貸してくれ。叢そう子こを助けられるかもしれない」


    「──なにをすればいい？」


    　どうやって、とは聞かれなかった。


    「叢子のところまで行きたい。叢子に会わせてくれ」


    　それだけで、黒埜は頷うなずいてくれた。


    　黒埜が魔導書を開く。


    「イクス！　山やま戸どを叢子のところまで連れて行ってくれ。私が龍の足を止める」


    　名前を呼ばれて、イクスもすぐ側そばに駆け寄ってくる。龍を斬ろうとして、近づけないでいたらしい。


    　黒埜の周りにいくつもの魔方陣が描かれる。


    「あまり直じかに見ない方がいい。私の手札の中でも、とびっきり極悪なものだ」


    　龍の周囲に、大小様々な光が纏まとわり付く。虹色とも玉虫色ともつかないそれは、見ているだけで目め眩まいと耳鳴りが起こるほど不気味な威圧感を放っていた。


    　光に触れられて、龍が絶叫を上げる。玉虫色の光が龍の体を抉えぐってるんだ。もしかしたら、喰っているのかもしれない。


    「〈ヨグ＝ソトースの手〉──長くは保たない。急げ！」


    　次はイクスが手を取り、駆け出す。


    「山戸凪なぎ」


    「なんだい？」


    「今のうちに、感謝を言っておきます。天あま野の叢子を、見捨てないでくれてありがとう」


    　そこで、目の前を龍の尾が薙なぎ払う。


    　八つの頭が僕らを見据えていた。


    　龍は今や一〇階以上もあるビルみたいな大きさになっている。そんな大きさのものに上から見下ろされるっていうのは、心臓が縮み上がるような威圧感だった。


    



    「──道を作りますわ。駆け抜けなさい！」


    



    　凜りんとしたその声は、本当の騎士みたいに頼もしくて、竦すくんだ足をまた前に出すことができた。


    　イクスが僕から手を離し、両手で剣を握る。


    「真！　エクスカリバーッ！」


    　また痛々しい名前を叫びつつ、龍の胴体が真っ二つに裂さける。


    　その向こうに、泥のような暗くら闇やみに呑のまれる叢子の姿を見た。


    「叢子！」


    　走った。


    　胴体を裂さかれても龍は動きを止めなくて、八つもある頭が上から降ってくる。


    　それを、玉虫色の塊かたまりが取り憑ついて動きを止めてくれる。


    　側で見ると、それだけで意識が遠のきそうな、不気味な光だ。だけど、僕を守ろうとしてくれる、頼もしい光だ。


    　それでも止まらない首を、今度は黄金の剣けん閃せんが斬り落とす。


    　道は作ってもらえた。


    　邪魔者は、止めてもらえた。


    　あとは、ただひたすら走ればいい。難しいことなんてなにもない。


    　必要なのは、絶対に立ち止まらないっていう、ほんのちょっぴりの勇気と覚悟だけだ。


    　またしても全部お膳立てしてもらって、これで間に合わないなんてことがあっていいわけがない！


    　足の腱けんが切れるんじゃないかってくらい、僕は走った。


    　龍の亀き裂れつは、刻まれたそばから塞ふさがり始めてる。


    　黒い肉に叢そう子この体が埋もれてしまう寸前で、ようやく僕は間に合った。


    「叢子！」


    　肩を摑つかむと、うっすら叢子の眼が開いた。


    　それから、ギョッとしたように目を見開く。


    「ナギくん、ダメです、逃げて！」


    「──逃げない！」


    　逃げないために、ここまで来たんだ。


    「いつだったか、助けてくれって君は言ったよね。だから、助けに来た」


    　肉の壁が周囲から迫り、僕も足元からズブズブと呑のみ込まれていく。


    　それでも僕は笑った。


    「なんてことを……。わたしは、ナギくんを守りたくて、彩いろ葉はさんを助けたのに！」


    「だから、僕が君を助けるんだ。これでおあいこだろう？」


    「そんなの、違います。戦うのはわたしたちの役目で、ナギくんが危険に晒さらされちゃいけなかったんです」


    　もう、腰まで肉に呑み込まれてる。


    　だけど、諦あきらめる気持ちはこれっぽっちも湧わいてこなかった。


    「ナギくんの怪け我がだって、わたしがやったのに……」


    　ポロポロと、金色の瞳から涙が[image: ]こぼれる。


    　僕は、叢子を頭から抱きしめた。


    「僕は、思い出したよ。三年前のこと。僕はあのときも君を助けようとして、失敗して天あまの叢むら雲くもに貫かれた」


    「……そうです」


    「だったら、これは僕の誇りなんだ。逃げずに、君を救おうとした僕の誇りだ。それを悪いことみたいに言うなら、叢そう子こでも許さないぞ」


    「なんで、そんなに……」


    「助けを求めてる女の子がいる。それ以上の理由なんて、必要ない」


    　もう、肩から上が無事なだけで、息をするのも辛つらかった。


    「あのとき、ちゃんと助けてあげられなくてごめん。ちゃんと答えてあげられなくて、ごめん。でも、知ってほしい」


    　光も届かなくなった。


    　それでも、腕の中に叢子がいることだけは感じられた。


    「人間か神しん器き少女かなんてどうでもいいんだ。叢子は守られていいし、救われていいんだ」


    



    「だから、僕と来い！　こんなところから、早く出るんだ！」


    



    　叢子の手が僕の腕を摑つかんだ。


    　その手は彼女の胸元へと誘導しているように思えた。


    　指先に触れたのは、温かくて力強いなにかで──


    



    　そして、僕は確かにそれを摑んだ。


    



    　瞬間、世界が砕けた。


    　泥のような肉の塊かたまりは砂の器のように崩れ、地面に触れる前に光になって霧散する。


    　月明かりの下、腕に叢子を抱きしめた僕は、もう一方の手に一本の剣を握っていた。


    「ナギくん。信じてもいいですか？」


    　親に置いていかれた子供のように、震ふるえながら叢子が言う。


    「わたしたちを救ってくれるって、頼ってもいいですか？」


    　それがどこまで切実な言葉なのか、どんな気持ちで打ち明けてくれた言葉なのか、僕は一ひと欠かけ片らの意味も取り落とさないように全身で受け止める。


    　その上で、僕はこう言った。


    「呼び方、昔のに戻ったね。僕のこと、ナギって呼ぶようになった」


    　三年前、彩いろ葉はと三人で博覧会を回ったとき、あの金色の眼をした少女は彩葉に倣ならって僕をナギと呼んでたんだ。


    「僕は、一人じゃなんにもできない。叢子のところに来るのだって、黒くろ埜のやイクス、妹や……たぶん、彩葉にだって助けてもらって、それでやっとたどり着けた。必ず救えるなんて大それたこと、約束はできない」


    　僕は、そんなちっぽけな存在だ。


    　たまたま、最後に叢そう子この手を握る機会を与えられただけの、なんでもないただの人間だ。


    　誰も助けてくれない状況で、叢子たちを救えるなんて言ってやれない。


    　それは優しさや覚悟なんかじゃない。ただの無責任だ。


    「叢子は、生きるってなんなのかって[image: ]きいたよね？」


    　──生きるって、なんなんですか──


    　叢子は三年間、その答えを探し続けてきてくれた。


    「生きる意味なんて、きっと誰にもわからないことだし、答えなんてないんだと思う」


    　そんなことがスラスラ答えられるなら、誰も学校なんて必要としない。


    　答えなどないという答えに、叢子が少なからず落胆したように肩を落とす。


    　それでも、僕は言葉を続けた。


    「でも、そうやって悩んで、迷って、答えを探そうってすること自体、生きてるってことなんじゃないかな」


    　叢子が、キョトンとした顔を上げる。


    　涙と泥で汚れた顔は、それでも冒ぼう瀆とく的なまでに綺き麗れいだと思った。


    「悩むことが、生きること……？」


    　そうなんだよ。


    　だから叢子はすでに、僕なんかよりずっと立派に生きてきたんだよ。


    　僕は、自信を持ってこう答えることができた。


    



    「そうやって悩んでくれた叢子だから、僕は救いたいって思ったんだ。それは、叢子が生きてきた意味っていえるんじゃないかな」


    



    　三年かかって、ようやく答えてあげることができた。


    　桃色の唇を震ふるわせ、叢子が堪こらえきれなくなったように僕のシャツに顔を埋うずめる。


    　緋ひ色いろの髪を、僕はそっと撫なでた。


    「僕は君たちを裏切らない。見捨てない。悩んで、迷ってくれた君たちを、絶対に受け入れる。君たちといっしょに生きる。それが、僕が絶対だって約束できる、たった一つのことだ」


    　そんなことも約束できないなら、僕は人生相談部の扉を開いた時点で引き返してた。


    　キュッと、胸元に縋すがる手に力が籠こもった。


    



    「だったら、わたしはナギくんのものです。天あまの叢むら雲くもは、ナギくんの剣です」


    



    　潤んだ瞳で見上げられて──僕は、自分たちがどういう状態なのか気づいた。


    　神話化した叢そう子こは、衣服まで分解されてしまったのか、一糸まとわぬ裸身を晒さらしていた。


    「はわ、わわっ、その、気持ちは嬉しいんだけど、なんていうかそのっ」


    　僕の慌てようを見て、自分の格好に疑問を抱いたらしい。


    　自分の体を見下ろして、見る見る顔が赤く染まる。


    「ひうぅっ、み、見ないでください！」


    「だからってしがみついちゃダメええええ！」


    　体に二つの膨ふくらみが……いや、それどころじゃない。細い肩も、華きや奢しやな腕も、くびれた腰も、全てが密着して理性がぷちんと切れそうだった。


    　それでも、一人の少女を救えたんだということは、誇ってもいいんじゃないかと思えた。


    



    　世界が滅びるまであと一〇三一日──その日、不確定な未来は開かれた。

  


  [image: ]


  
    



    エピローグ


    



    



    「へえ、綺き麗れいに直ってるもんだね」


    



    　翌日。部室にて僕は叢そう子この天あまの叢むら雲くもを見せてもらっていた。


    　彩いろ葉はの剣を受けて亀き裂れつが入っていたのに、新品みたいに綺麗な状態に戻ってる。


    　ちなみに、黒くろ埜のとイクスはそれぞれいつもの位置で自分の世界に没頭してる。


    「それは世界でもっとも重度のＭ．Ｏ．Ｅ．の一つですから、ちょっとくらいの傷はちゃんと再生できるんです」


    　だから、叢子もイクスも平気で剣を振るえるんだろう。


    　それにしても、素人の僕が見ても惚ほれ惚ぼれするくらい綺麗な刃だった。


    　汚さないように、でも好奇心に負けて表面をツイッと撫なでてみた。


    「ひゃんっ？」


    「へ？」


    　声のした方に目を向けると、叢子が顔を真っ赤にして体をもじもじさせていた。


    「あの、叢子さん……？」


    　恐る恐る声をかけると、黒埜がコホンと咳せき払ばらいをした。


    「山やま戸ど。その剣が叢子の本体であることは理解しているね？」


    「そりゃあ、まあ……」


    「その状態で撫なでくり回されるというのは、裸体をまさぐり触られるようなものなのだよ」


    　そう言われて、ようやく叢子の表情の意味がわかった。


    　うわ、ナチュラルにセクハラしてたのか！


    「ご、ごめん叢子」


    「いえ、いいんです。それはもう、ナギくんのものですし」


    　──だったら、わたしはナギくんのものです。天あまの叢むら雲くもは、ナギくんの剣です──


    　そんなことを言われたのを思い出して、顔が熱くなった。


    「と、とにかく、無事ならいいんだ」


    　慌てて叢子に返すと、剣はその胸元に吸い込まれるように消えていった。


    　それを見て、[image: ]きくべきかどうか迷う。


    　でも、彼女たちと行動を共にするなら、知っておかないといけないことだと思った。


    「その剣ってさ、どこまでなら再生できるんだい？　あのまま壊されてたら、君たちはどうなってたんだ？」


    　きっと、それは[image: ]かれたくないことなんだろう。


    　だけど、知らなきゃいけないことだ。


    「さて、それは我われ々われにもわからないのだよ」


    　答えたのは黒くろ埜のだった。


    　こういう、小難しい説明は黒埜の役目らしい。


    「わからない？　なんでまだ」


    　黒埜はまたバカにしたような笑みを浮かべる。


    「考えてもみたまえ。それはどの程度で死ぬのか試してみろと言っているようなものだよ？」


    　あ、そうか。


    　どの程度で再生できなくなるのかというのは、どの程度で壊れたかという実例がなければ証明できない。


    「そういうことだ。折られた程度で壊れてしまうのか。あるいは欠片かけらひとつからでも再生がきくのか。そしてそれが破壊されたとき、ここにいる私たちの体はどうなるのか。どれも推測の域を出ていない」


    　それを黒埜に説明させ続けるのは酷こくだと思ったのか、イクスも頷うなずいて加わる。


    「諸説はいくつかありますわ。昨日の龍のように消えてなくなってしまうのだろうとか。もしくは人が死ぬのと同じように体だけは残るのだろうとか。あるいは──」


    「あるいは？」


    　イクスは苦笑して、首を横に振る。黄金の髪が、まばゆく揺れた。


    「根拠のない、絵空事ですわ」


    　口に出すのも愚かしいというように笑うイクスに代わって、叢そう子こが言った。


    



    「もしかしたら、神しん器き少女でなくなるだけで、この体は生きるかもしれない」


    



    　僕は、目を見開いた。


    「それって、本当？」


    「イクスも言った通り、絵空事だよ。可能性があるとしても、コンマ一パーセントにも満たない程度だ。そんな可能性を探るために、自分の核を差し出す神器少女はいないさ」


    　世界で最初のパンデミックが起こったのは、三年前のことだ。


    　神器少女たちが生まれて、三年しか経っていないんだ。


    　彼女たちが無知なのと同じように、人間は神器少女に対して無知なんだ。


    「でも、あの人はその可能性を信じてたのかもしれない」


    　それが誰のことを言ってるのかは、口に出すまでもなかった。


    　あのあと、彩いろ葉ははいつの間にか姿を消していた。


    　今日も、学校には来ていない。


    　もう、僕たちの前には姿を現さないつもりなんだろうか。


    　僕は神しん器き少女を救うことを選んだけど、僕が好きになった女の子は一人だけなんだ。


    　いつの日か、彼女ともう一度笑い合うことはできるんだろうか。


    　いや、今はよそう。


    　僕は僕が選んだ道をちゃんと進もう。


    　だから、笑顔を作って三人の神器少女に声をかける。


    「さあ、今日はなにをしようか？　みんな、なにかやりたいことはないかい？」


    



    「「「え、特になにも？」」」


    



    　三人から返ってきたのは、ちょっとそのテンションには引くんですけどみたいな顔だった。


    　神器少女は、やっぱりみんなダメな娘こたちだった。


    



    　　　　　　　　　　[image: ]


    



    「彩いろ葉は……？」


    　部活が終わって、駐輪場に入ると彩葉が待っていた。


    　手や首、頰ほおなんかには痛々しい包帯や湿しつ布ぷが見え隠れしてる。


    「ええっと、いっしょに帰る？」


    　もう会えないかもとまで覚悟した直後に、まさかここで会えるとは。


    　奇妙な気恥ずかしさもあって、とっさに口をついて出たのはそんなセリフだった。


    　彩葉が驚いたような、呆あきれたような顔をした。


    「……よく、そんなことが言えるわね。あんなことをした私に」


    　その声には、困惑というより怯おびえるような色が強かった。


    　だから、僕は素直に笑うことができた。


    「だって、彩葉は彩葉じゃないか」


    　露つゆ草くさ色のリボンといっしょに長い髪がしゃらしゃらと揺れて、今日も本当に綺麗だ。


    　呆れたように、彩葉はため息を漏もらす。


    「……結局、そこも変えられないのね」


    「変えるって、なにが？」


    　彩葉は答えてはくれず、首を横に振るだけだった。


    「怪け我が、大丈夫？」


    「大した傷じゃ、なかったわ」


    「今日は一日、どうしてたの？」


    「……医者のところにいたわ」


    　そりゃそうか。


    　言われてみれば、あの怪け我がで普通に登校してたら、そっちの方が異常だ。


    　自転車を押して校門を抜けると、彩いろ葉はも並んで歩いてくれた。


    「彩葉のおかげで、上手くいったよ。叢そう子こも、他のみんなも、無事だった」


    「……そう」


    　あれだけ神しん器き少女を敵視していたはずなのに、その声には落胆も憎しみも感じられなかった。


    　まるで彩葉自身も、この結末を望んでたみたいに。


    　彩葉の目的は、結局どこにあったんだろう。


    　神器少女のことだって、本気で殺そうとしてたようには見えなかったんだ。


    　叢子が人を怖がってるときだって、飲み物を選んで助けてくれた。あの日のデートが上手くいったのは、彩葉とウタさんのおかげだったんだ。


    　と、不意に誰かの言葉が脳裏を過よぎった。


    　──いろはにほへと、ちりぬるを──


    　予知能力を持つという神器少女が口にした言葉──誰でも知ってる、いろは歌だ。


    　彩葉の名前だって、もちろんここから来てる。


    　彼女は、なんであのとき、わざわざあんなことを言ったのだろうか？


    　余計な言葉を口に出すのも億おつ劫くうそうなあの少女が。


    　それを思い出したら、ある二つがカチリと嵌はまってしまった。


    　いろは歌──


    　彩葉うた──


    



    　彩葉＝ウタ……？


    



    　僕はたぶん、ウタさんは女の人だろうと思ったわけで、彼女の叢子に対するアドバイスはどこまでも的確で、彩葉だって三年前は叢子を助けようとしたわけで……。


    　いやでも、それだったらなんで彩葉は叢子を狙ねらうんだ？


    　矛む盾じゆんは、している。


    　だけどやっぱり無関係には思えないわけで。


    「ねえ、彩葉」


    「……なに？」


    　そのまま[image: ]きいたところで、きっと彩葉が素直に答えてくれるわけない。


    　だったら、こういうのはどうかな？


    「ねえ、彩葉。この前、僕が言ったこと、覚えてる？」


    「さあ、なにかしら」


    



    「僕と、いっしょに部活をやらないか？」


    



    　今度こそ、信じられないというように彩いろ葉はは目を見開いた。


    　二度目の勧誘。


    　前ははぐらかされたけど、今でも神しん器き少女を助けるつもりがあるなら──神器少女と手を取り合うことを諦あきらめていないのなら──なにか違う反応を見せてくれるんじゃないか？


    「私は……」


    　逡しゆん巡じゆんするように、そこで言葉は途切れてしまう。


    　そして、やはり素そっ気けなく首を横に振った。


    「私は神器少女が許せない。それは、今だって変わってない」


    　長い髪を払って「でも」と続ける。


    「考えておくわ」


    「へ……？　いいの？」


    　自分で言っておいてなんだけど、考えてもらえるとは思わなかった。


    「目的の一つは、果たせたから……」


    　どこか切なげにそう呟つぶやいて、彩葉は前を歩いていく。


    　もしかしたら、昨日のできごとで、最終的に勝ったのは彩葉なのかもしれない。


    　漠然と、だけど確信を持って、僕はそう思った。


    「……帰らないの？」


    　彩葉が立ち止まって振り返る。


    　夕陽を浴びたその横顔は、今日もどこまでも綺き麗れいで、鼓動が速くなった。


    　僕は神器少女を助けたい。いっしょに生きてやりたい。


    　でも、僕の片想いも相変わらずなわけで、彩葉がなにを考えていたとしても、なにをしたとしても、どこへ行ったとしても、それは結局変わらないんだ。


    「うん……。帰ろう」


    　だから、僕はまた彩葉を追いかけた。


    　いつもの下り坂を、僕と彩葉は並んで歩いて帰った。


    



    　世界が滅びるまであと一〇三〇日──


    　だけど、救われるかもしれないって信じられた、ある日のことだった。

  


  
    



    あとがき


    



    　皆さまひと月ぶりです。初めましての方は初めまして！　新作『神しん器き少女は恋をするか？』をお届けにまいりました、手て島しま史ふみ詞のりでございます。


    



    　この物語はＭ．Ｏ．Ｅ．パンデミックという機械の暴走現象が発生する現代。萌もえキャラになった世間知らずの神話の武器たちが「恋ってなんですか？」みたいな困った質問を投げかけてきたり魔法少女のごとく変身したりして大騒ぎする物語でございます（語ご弊へいあり！）。


    　※なお、この物語ではクトゥルフ神話も他の神話と同じ扱いで、架空の都市であるアーカムもアメリカに存在することになっております。……好きだから仕方なかったんです。


    



    　ところで、私はこの本が出る三月に三十三歳になるのです。


    　そしてこの『神器少女』は、私がデビューしてから三十三冊目の本だったりします！


    　私、三って数字は結構好きなのです。なんかこう、目立たないけどコツコツ努力してて他を支えてる感じが堪たまらないのです。擬人化したらきっと叢そう子こみたいな子だと思うのです。


    



    　私事もたれ流したいところなのですが、あまりページの余裕がないので今後の予定など。


    　ひとまず、五月に一迅社文庫より『剣刻の銀乙女ユングフラウ７』。翌六月に同社から新シリーズ（タイトル未定）が連続刊行予定でございます。そう、剣刻も次で最終巻なのです。新シリーズはちょっぴりダークなファンタジーになる予定です。それ以外はまだどれが先になるか未定と。


    



    　それでは今回もお世話になりました皆さまへ謝辞。


    　学園もの書きたいよう！　という私のわがままを聞いてくれた担当☆さま。変身姿も含めて素晴らしいイラストを仕上げてくださいましたイラストレーター鉄てつ豚ぶたさま（注文多くてすみませんでした！）一人称書くの久しぶりなのでいろいろお手数おかけしました校正の皆さま。ほか、カバーデザイン、広報等に携わってくださいました皆さま。家探しのときはお世話になりましたＨおじさん夫婦さま。いつも本買ってくれてるＹくんＮさん。疲れてるときとか甲斐甲斐しくあれこれ手伝ってくれる子供たち。そして本書を手に取ってくださいましたあなたさま。


    　ありがとうございました！


    



    　次回予告「希望ってなんですか？」四人目の神器少女を部活に参加させるため、新たな悩みの答えを探すナギ。しかし彼女が出した条件は彩いろ葉はを人生相談部に入部させることだった。


    
      everlastingを聴きながら　二〇一四年　二月　手島史詞

    

  


  
    手島史詞


    Fuminori Teshima


    



    代表作『影執事マルクの手違い』、他『剣刻の銀乙女ユングフラウ』『飛べない蝶と空の鯱』シリーズ等。聖剣っていいですよね。剣なくしてファンタジーは語れないです。そんな神話の剣たちに女の子になってラブコメやってもらいました。
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